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序

首都圏中央連絡自動車道の建設は撃　首都圏の中核都市を欄互に結ぶ

ことにより地域の横となる都市群を形成しタ　さらにこれらの地域にお

ける交通の洞滑化を図勘　地域の自立性を高める拠点となる都市整備

を目的として計画された　のです。阿見町においても　か所のインタ

、ナ　ンゾレ1∴或予言∴昌るノ／　へが立十　∴つ∴　多くの章年㍑ノ、

が期待されています。この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である

谷ノ沢遺跡夕　手接遺跡夕　花房遺跡資　太目遺跡の4遺跡が所在している

ため撃　財団法Å茨城県教育財団は撃　国土交通省関東地方整備局常総国

道事務所から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け　平成摘年6

月から同年相月まで発掘調査を実施しました。

本書はタ　谷ノ沢遺跡学　事接遺跡資　花房遺跡夕　太目遺跡の調査成果を

収録したものであります。本書が学術的な研究資料としてほもとよ勘

郷士の歴史に対する理解を深め　ひ齢ては教育ゆ文化の向上の一助と

して御活用いただければ幸いです。

なお　発掘調査から兼営書の刊行に至るまで　委託者である国土交

通省関東地方整備局常総国道事務所から多太なる御協力を賜りました

ことに対し撃　厚く御礼申し上げます。

またラ　茨城県教育委員会夕　阿見紺教育委員会をはじめタ　関係各位か

らいただいた御指導　御協力に対し　衷心よ　感謝申し上げます。

平成温6年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 描

1本書は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成14年度
やのさわ　　　て〆Jき　　　ほなぶさ　　　　たいにち

に発掘調査を実施した，谷ノ沢遺臥　手接遺臥花房遺跡及び太目遺跡の発掘調査報告書である。

なお9　4遺跡の所在地は以下のとおりである。

谷ノ沢遺跡　　　茨城県稲敷郡阿見町太字福田字谷ノ沢208番地の25ほか

手接遺跡　　茨城県稲敷郡阿見町太字吉原字手接3247番地の1ほか

花房遺跡　　　茨城県稲敷郡阿見町太字吉原字馬立1633番地ほか

太目遺跡　　　茨城県稲敷郡阿見町太字吉原字馬立1707番地の1はか

2　4遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調　査

谷ノ沢遺跡

手技遺跡

花房遺跡

大目遺跡

整　理

谷ノ沢遺跡

手技遺跡

花房遺跡

大目遺跡

平成摘年9月9日～平成摘年10月30日

平成摘年9月9日～平成摘年10月30日

平成摘年6月1日］～平成14年8月30日

平成14年7月22日～平成摘年10月30日

平成15年4月1日～平成15年4月30日

平成ユ6年3月1日～平成16年3月31日

平成15年5月1日～平成15年6月30日

平成15年7月1日～平成15年8月30日

3　4遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久のもとに行われた。担当は以下のとおりである。

谷ノ沢遺跡

手接遺跡

花房遺跡

大目遺跡

調査第一課首席調査員兼正長川津法凧　主任調査員長谷川聡，調査員小林健太郎

調査第一課首席調査員東証長川津法伸，主任調査員飯島一生，同後藤孝行

調査第一課首席調査員兼正長川津法伸，主任調査員綿引英樹

調査第一課首席調査員東庄長川津法凧　主任調査員綿引英軋　同石川義信

がそれぞれ担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆。編集は，整理第一課長瓦吹堅の指揮のもと，主任調査員線引英軋　同後藤

孝行が担当した。執筆蛛言第1当主言巨586章を綿引が，第4章を後藤がそれぞれ担当した。

5　本書の作成にあたり，火葬墓については，桐朋学園短期大学非常勤講師吉澤　悟氏にご指導いただいた。



凡　　　　例

1谷ノ沢遺跡，手接遺跡，花房遺跡，大日遺跡の地区設定は，それぞれ日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠

した。

谷ノ沢遺跡はX軸＝－720m，Y＝＋23，560mの交点，手接遺跡はⅩ軸＝－1，040m，Y＝＋34，680mの交点，

花房遺跡はX軸＝－1，400m，Y＝＋35，280mの交点，大日遺跡はⅩ軸＝－1，520m，Y＝＋35，480mの交点をそれぞ

れ基準点（Alal）とした。4遺跡それぞれの基準点を基に，遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調

査区に分割し，さらに，この大調査区を東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。大調

査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C‥・，西から東1，2，3…・とし，

「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C…j，西から東へ1，

2，3・・・0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　抄録の北緯及び東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　遺構・遺物・土層に使用した記号は，次のとおりである。

【遺構】　住居跡－SI　土坑・火葬墓－SK　　溝跡rSD　　柱穴－P　　不明遺構一SX

【遺物】　拓本土器－TP　　土製品－DP　　石器・石製品－Q　　金属製品－M

【土層】　撹乱－K

4　遺構及び遺物の実測図中の表示は次の通りである。

焼土・赤彩・施粕

鰹　竜部材・粘土・黒色処理・漆塗布・木炭

炉・棚粘土

油煙・煤

●　土器　　○　土製品　　□　石器・石製品　　△　金属製品 硬化面

5　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正思・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

6　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は100分の1及び500分の1，遺構は原則的に60分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物測図は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合がある。

7　「主軸」は，竃を持つ竪穴住居跡については竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸」及び「長軸」方向は，それぞれの軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れている

かを角度で表示した。（例　N－100－E，N－10。－W）

8　遺物観察表における土器の計測値の単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して

示した。備考の欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。



抄 録

ふ　 り　 が　 な やのきわいせき　　　 てつぎいせき　　　 はなぶさいせき　　　 だいにちいせき

書　　　　　 名 谷 ノ　沢 遺 跡　　　 手　 接　 遺　 跡　　　 花　 房　 遺　 跡　　　 太　 目　 遺　 跡

副　　 書　　 名 一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設工事地内埋蔵文化財調査報告書

巻　　　　　 次 Ⅵ

シ リ　ー　ズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番 号 第2 12集

著　　 者　　 名 綿引　 英樹　　 後藤　 孝行

編　 集　 機　 関 財団法人　　 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 〒310－09 11 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　　 T E L　 O29－225＿6587

発　 行　 機　 関 財団法人　　 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 〒310 －09 11 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　　 T E L　 O29－225－6587

発　　 行　　 日 2004年 （平成16年） 3 月26日

ふ　 り　 が　 な

所　 収　 遺　 跡

ふ りがな

所 在 地

［

コー ド ；北緯
［
l

経度

標高 i 調査期間

調査面積 調査原因

谷　 ノ　沢 遺 跡 茨城県稲敷郡阿見町 08443 35度 140度 23　　　 20030909　　　 9，399n了 一一一一一一般国道468号

太字福田字谷之沢 － 59分 12分 ′‾ヽ　） ／へ、／
首都圏中央連

208番地の25ほか 213 32秒 23秒 24m 20031030
絡 自動車道事

業 （茨城県）に

筒（葦 伴う事前調査
手　 接　 遺　 跡 茨 城 県稲 敷 郡 阿見 町 08443 3 5度 1∴10度 20m　　 20030 9 0 9　　 10，448n j

大 字吉 原 字 手接 － 59分 13分 ′一、＿ノ

3247番地の1ほか 151 21秒

［買芸1

09秒

140度

12分

i 57秒

20031030
ll
j

花　 房　 遺　跡 茨城県稲敷郡阿見町 08443 35度 140度 23　　　 20030611　　 6，109Iポ

太字吉原字馬立 － 59分 13分 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

1633番地ほか 150 09秒

等；）

31秒

苛
25m　　　20030830

大　 日　 遺　 跡 茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 08443 3 5 度 140度 15　　　 20030 7 2 2　　　 4，097 汀姜

大 字 吉 原字 馬 立 － 59分 13分 ′‾ヽ＿・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′‘、　＿．・′

1707番地の1ほか 082 06秒
（買芸1
37秒
葦 1
26m　　　20031030



所収遺跡名 種別 主 な時 代 主　 な　 遺　 構 主　 な　 遣　 物 特 記 事 項

谷　 ノ　沢 遺 跡 石　 器 旧石器 石器集中地点　 2 か所 石器 （尖頭器），石核，石鉱，剥片， 旧石器調査区から

製作跡 砕片 出土した石核と剥

片が接合した。砕

片のまとまりが 2

か所確認された。

猟　 場 縄　 文 陥　 し　 穴　　 9 基 縄文土器片

その他 不　 明 士　　　 坑　　 8 基 土師器片，剥片，砕片

手　 接　 遺　 跡 集 落跡 古　 墳 竪穴住居跡　　 4 軒 土師器 （杯 ・椀 ・襲 ・小形嚢 ・甑），

土製品 （紡錘車 ・小玉 ・管玉），石

製品 （紡錘車）

古墳時代後期の住

居跡が 4 軒確認さ

れ，そのうちの 1

軒 は炉 と竃の両方

をもつ。土師器の

嚢を骨蔵器とした

火葬墓 1 基が確認

された。

墓　 地 奈良 ・平安 火　 葬　 墓　 1基 土師器 （襲）須恵器 （杯 ・鉢）

そ の他

縄　 文 縄文土器片

不　 明 土　　　 坑　　 3 基

花　 房　 遺　 跡 集落跡 弥　 生 竪穴住居跡　　 2 軒 弥生土器 （広口壷），土製品 （紡錘

車）石器 （穂摘具）

桂川支流の左岸に

位置している。弥

生時代から奈良 ・

平安時代までの複

合遺跡である。竃

の左右に粘土を貼

った棚状施設を持

古　 墳 竪穴住居跡　　 3 軒 土師器 （高林 ・器台 ・柑 ・襲 ・小形

襲），土製品 （紡錘車 ・支脚），石

製品 （勾玉 ・管玉），石器 （砥石）

碧玉剥片

奈良 ・平安 竪穴住居跡　 14軒 土師器 （杯 ・高台付杯 ・高台付皿 ・

土　　　 坑　　 2 基 棄），須恵器 （杯 ・高台付杯 ・蓋 ・

高台付皿 ・鉢 ・襲 ・甑），墨書土器，

灰粕陶器 （短頚壷 ・高台付椀 ・長頸

瓶 ・水瓶），土製品 （紡錘車），石

器 （砥石），金属製品 （刀子 ・釘）

つ住居跡が確認さ

れた。 また，須恵

器婆を骨蔵器 とし

た火葬墓 1基が確

認された。

墓　 地 奈良 ・平安 火　 葬　 墓　　 1基 土師器 （杯）須恵器 （鉢 ・聾）

そ の他 縄　 文 縄文土器片，石器 （打製石斧）

不　 明 土　　　 坑　　 34基

溝　　　 跡　 1 条

不 明 遺 構　 1 基

土師器片，須恵器 （杯 ・襲），灰粕

陶器

大　 日　 遺　 跡 猟　 場 縄　 文 陥　 し　 穴　　 2 基 桂川支流の左岸に

位置している。住集 落跡

墓　 地

その 他

奈良 ・平安

奈良 ・平安

縄　 文

竪穴住居跡　 16軒 土師器 （杯 ・高台付杯 ・婆），須恵

士　　　 坑　　 1 基

火　 葬　 墓　　 2 基

方形堅穴遺構　 2 基

溝　　　 跡　　 3 条

士　　　 坑　 10基

器 （杯 ・高台付杯 ・蓋 ・高盤 ・鉢 ・

甑）墨書土器，灰粕陶器 （長頚瓶），

瓦塔片，土製品 （支脚），金属製品

（刀子 ・帯金具）

土師器 （高台付皿）須恵器 （鉢）

灰粕陶器 （短頸壷 ・長頸壷）

縄文土器片，打製石斧

居跡は主に段丘下

段から検出され，

竃の左右や右側に

粘土を貼った棚状

施設を持つ住居跡

が確認 された。段

丘の上段からは，

灰粕陶器を骨蔵器

不　 明 土師器片 とした火葬墓 2 基

が確認された。
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竪穴住居跡
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（1）　竪穴住居跡

（2）　火葬墓

（3）　土坑

4　その他の遺構と遺物

（1）　溝跡
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第4節　まとめ

写真図版



第且章　調　査　経　緯

第　節　調査に至る経緯

国土交通省はタ　首都圏全体の発展と交通の円滑化を図るためにタ　一般国道媚号首都圏中央連絡　動車道の

建設を進めている、、、

平成12年6月5冒，建設省　磯国土交通省）関東地方整備局常総国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長

に対してタ　一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設工事事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及び取

り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は　平成没年8月は～柑目に谷ノ沢遺跡　手接遺跡，

花房遺跡，太目遺跡の現地踏査を，平成13年11月26～28日に谷ノ沢遥臥　同年11月29日に手接遺臥　同年12月

3～4日に花房遺跡　同年相月　～6日に太目遺跡の試掘調査をそれぞれ実施し，遺跡の所在を確認した。平

成摘年1月膵冒　茨城県教育委員会教育長は　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに　事業地内

に谷ノ沢遺跡撃　手接遺跡，花房遺跡，太目遺跡の4遺跡が所在する旨回答した。

平成14年2月筋目　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は　茨城県教育委員会教育長に対して，文

化財保護法第57条の　第　項の規定に基づ凱土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。

茨城県教育委員会教育長は芦　計画変更が困難であることから撃　記録保存のための発掘調査が必要であると判断

し　同年2月器凱　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに資　工事着手前に発掘調査を実施するよ

う通知した。

同年2月27日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，一般国

道468号首都圏中央連絡自動車道新設工事に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。同年2月28軋

茨城県教育委員会教育長は9　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに，谷ノ沢遺軋　手接遺跡，花

房遺臥太目遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，

財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業につ

いて委託を受け，谷ノ沢遺跡（9，399料）は平成摘年9月9日から同年10月30日まで，手接遺跡（10，448前）は

同年9月9日から同年10月30日までタ　花房遺跡（鋸09感）は同年6月は層から同年8月30日まで，太目遺跡

絶097感）は同年7月22日から同年相月測目まで発掘調査をそれぞれ実施することとなった。

……］L　……



第2節　調　査　経　過

谷ノ沢遺跡，手接遺跡，花房遺跡，大日遺跡の4遺跡の調査は，平成14年6月11日から同年10月30日までそ

れぞれ実施した。

以下，調査の経過についての概要を表で記載する。

谷　 ノ　 沢　 遺　 跡 6 7 8 9 10
準備 ・撤収

試掘

表土 除去

遺構調査

洗浄 ・注記

手　　 接　　 遺　　 跡 6 7 8 9 10
準備 ・撤収

試掘

表土 除去

遺構調査

洗浄 ・注記

花　　 房　　 遺　　 跡 6 7 8 9 10
準備 ・撤収

試掘

表土除去

遺構 調査

洗 浄 ・注記

大　　 日　　 遺　　 跡 6 7 8 9 10
準備 ・撤収

試掘

表土除去

遺構 調査

洗 浄 ・注記
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第2章　位　置　と　環　境

第1節　地理的環境

往ノ沢遺跡，手接遺跡，花房遺跡．大目遺跡の4遺跡は言失城県稲敷郡阿見町の福F廿地区から吉原地区にか

けて位置している。谷ノ沢遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町太字福田字谷ノ沢208番地の25ほか，手接遺跡は，同

町太字吉原字手接3247番地の1はか，花房遺跡は，同町太字吉原字馬立1633番地ほか，太目遺跡は，同町太字

吉原字馬立1707番地の1ほかにそれぞれ所在している。

これらの遺跡が所在する阿見町は、筑波・稲敷台地の北東部に位置している．。この台地は，新生代第回期洪

積世に形成された層を基盤とし，その上に龍ヶ崎砂礫層，さらに常総粘土層，関東ローム層が連続して堆積し

ている。台地の標高は24～30mで，台地面は中e小の河川に開析され，複雑な樹枝状の支谷が刻まれている。

谷ノ沢遺跡はタ　町域南西部，乙戸川左岸の標高23～24mほどの台地縁部に位置してお娠　北西には乙戸川の

低地から伸びる支谷が入り込んでいる。手接遺跡は，桂川支流の浸食によって刻まれた支谷に而して立地し，

標高は約25mほどである。また，花房遺跡は，桂川及びその支流が形成した支谷に延びた標高24m前後の舌状

台地上に所在しているし、さらに，大廿遺跡は，標高＿1＿5、2（う111前後の段丘部と台地上に位置しているご　それぞれ

の遺跡の調査前の現況は山林及び畑地である。

第2節　歴史的環境

谷ノ沢遺跡，手接遺跡，花房遺跡，太目遺跡の4遺跡が所在する阿見町の主な遺跡について，乙戸川流域と

その支流である桂川流域とに分け，それぞれに時代ごとに記述する。

（1）乙戸川流域

乙戸川は，土浦市の乙戸沼を水源とし幾筋かの支流を合わせつつ小野川に合流している。
じっこく

この流域での旧石器時代の遺跡は，細石刃が出土している実穀古墳群自〈6〉，ナイフ形石器などが出土して

いる実穀寺子遺跡2）が周知されている。
おいやま　　　　　じっこくてらこ　　　　　じっこくてらこにし　　　　　のべと　　　　　　しもこいけ

縄文時代の遺跡は，於山遺跡〈7〉，実穀寺子遺跡〈5〉，実穀寺子西遺跡〈8〉，延戸遺跡〈9〉，下小池遺
しもこいけひがし　　　　　ふくだ

跡〈10〉，下小池東遺跡〈10　福田遺跡〈12〉　などがあり，平成5年に発掘調査された於山遺跡3）からは，早

期～後期にかけての土器片や磨製石斧が出土しており，陥し穴も確認されている。
どうき

弥生時代の遺跡は，町内での確認数は少なく，乙戸川流域では，土器片の散布が見られる遺託遺跡〈14〉　だ
しもはら　　　　　　　さくらだて

けであり，そのほかには下原遺跡4）〈31〉　と桜立遺跡5）がある。
ないき

古墳時代の遺跡は乙戸川の両岸に数多く確認されている。於山遺跡，内記古墳群〈16〉，実穀寺子遺跡，実
そりこ　　　　　　おおたかだ

穀寺子西遺跡，実穀古墳群，反子遺跡〈18〉，太高田遺跡〈19〉，下小池遺跡，下小池東遺跡などであり，乙戸
まえばたけ

川と支流の合流地点の舌状台地には前畑遺跡〈22〉　などが知られている。内記古墳群6）では，幅2mの周溝を

もつ古墳や箱式石棺を有する古墳が確認されている。また，実穀寺子遺跡7）では，中期の竪穴住居跡48軒が確

認され，土師器や石製品が多く出土している。さらに，実穀寺子西遺跡8）では，中期の竪穴住居跡が6軒確認

され，土師器や土製品，石製品，ガラス玉などが出土している。実穀古墳群9）では，中期の竪穴住居跡7軒，

後期の円墳が4基確認され，土師器や須恵器，ガラス小玉，鉄製品（直刀，銑鉄）などが出土している。
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第1図　周辺遺跡分布図



表1　谷ノ沢遺跡，手接遺跡，花房遺跡，太目遺跡周辺遺跡一覧表

番

。号

遺　 跡　 名

時　　　　 代
番　。

号

遺　 跡　 名

時　　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

e
平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

e
平

中

世

近

世

③ 谷　 ノ　 沢　 遺　 跡 ○ ○ 31 下　 原　 遺　 跡 ○ ○ ○

② 手　 接　 遺　 跡 ○ ○ ○ 32 高　 根　 遺　 跡 ○ ○ ○

③ 花　 房　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 33 吉　 原　 遺　 跡 ○ ○ ○

④ ［太　 目　 遺　 跡 ○ ○ 34 長 久 保 道 添 遺 跡 ○ ○

5 実 穀 寺 子 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 35 ナ　 ギ　 山　 遺　 跡 ○ ○

6 実　 穀　 古　 墳　 群 ○ ○ ○ 36 二　 本　 松　 遺　 跡 ○ ○

7
！於山遺跡（於山古墳群）

○ ○
i
37 鍬　 金　 遺　 跡 ○

l

8 実 穀 寺 子 西 遺 跡 ○ ○ ○ 38 伊　 勢　 遺　 跡 ○ ○

9． 延　 戸　 遺　 跡 ○ ○ ○ 39 原　 山　 遺　 跡 ○

10 下　 小　 池　 遺　 跡 ○ ○ ○ 40 南　 根　 遺　 跡 ○

11 下 小 池 東 遺 跡 ○ ○ 41 相　 根　 前　 遺　 跡 ○

12 福　 田　 遺　 跡 ○ ○ ○ 42 根　 暗　 遺　 跡 ○
［
l
j

13 向　 辺　 出　 遺　 跡 ○ ○ ○ 43 北　 原　 古　 墳　 群 ○ ミi

14 追　 記　 遺　 跡 ○ ○ ○ 44 山　 中　 遺　 跡 ○

15 内　 記　 遺　 跡 ○ 45 赤　 太　 郎　 遺　 跡 ○

16 内　 記　 古　 墳　 群
○ ； ！

46 腰　 巻　 遺　 跡 ○
l

17 だ　 め　 き　 古　 墳
i

○ 47 牛 頭 座 古 墳 群 ○

18 反　 子　 遺　 跡 ○ 48 篠　 崎　 遺　 跡 ○

19 太　高　田　遺　跡 i
i
i
i
i
i
i
I
！
！
！
！

i
i
！

○！

！
i
i
i
i

O i
i
I
！
i
i
i

○ ！
i
i

○i
i

○！
○！
○！
○！
○！
○！
（l

i
i

O i
i
i
i
！
i
i
！
I

49 篠　崎　A　遺　跡
i
i

i
i
i
！
！
［

！
！
i
i
i
！
i
i

i
i
i
i

○

！
】

O i
〇
〇
〇
〇！
（！

i

i
i
i
l
l
l

20 向　 田　 遺　 跡 ○ 50 薬　 師　 入　遺　 跡 ○

21 実 穀 神　田 遺 跡 ○ 51 中 道 通　り　遺 跡 ○

22 前　 畑　 遺　 跡 ○ 52 御　 山　 台　遺　 跡 ○

23 延 命 寺 山 遺 跡
○ ！

○ ！

i

i

i

！

i
i
！

53 御 山 台 古 墳 群 ○

24 ！

25 ！

26 ！

27 ！

28 ！

29 ！
」 ！

源　 台　 遺　 跡 i

農　 場　 遺　 跡 ！

砂　 崎　 遺　 跡 I

十 郎 山 遺 跡 ！

向　 遺　 跡 i

宮　 台　 遺　 跡 ！

‥　 ト．し　 、中　 日互1

○ ！

i

i

i

！

i

l

54

55 i

56 i

57 ！

58 ！

59 ！

rn i

鍬　 金　 古　 墳

三 ケ 尻 遺 跡 ！

中 台 後 遺 跡 ！

地 蔵 窪 遺 跡 ！

堂　 山　 遺　 跡 i

神　 田　 遺　 跡 i

H　胤　 点 、血 。互！

○

［
！方　　J視　　退　　1均ヽ ノ生　乳　別　　退　I均＼
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のうじょう

奈良・平安時代の遺跡は少ないが，上流から見ると，延戸遺跡，実穀寺子遺跡，農場遺跡〈25〉，下小池遺
じゅうろうやま　　　　　　みやだい

跡，福田遺跡，十郎山遺跡〈27〉，宮台遺跡　〈29〉　などがある。下小池遺跡では，奈良e平安時代の竪穴住居

跡26軒が確認され，土師器の杯や嚢，須恵器の杯e盤・蓋などが出土している。また，遺物包含層からは大量

の須恵器の杯や蓋などが出土しており，付近に大規模な集落の存在を想定できる資料となっている。

中世では，平成14年に発掘調査された前畑遺跡があり，城館跡は，上小池城跡，下小池城跡，福田城跡など

が乙戸川左岸の南を望む台地上に位置しており，いずれの城も戦国期には土岐氏の支配下にあったと伝えられ

ている。

（2）桂川流域

桂川は，阿見一区を水源として町内を南流し，さらに南流して牛久市井ノ岡で乙戸川に合流している。この

流域にも乙戸川同様に各時代の遺跡が分布しているが，調査された遺跡はわずかである。

桂川流域には，現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されていない。
しもほら　　　　　　　　　　　　　　　　　たかね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て

縄文時代の遺跡は，下原遺跡〈31〉，花房遺跡，大日遺跡，高根遺跡〈32〉　などがあり，桂川の支流にも手
つき　　　ょしわら

接遺跡，吉原遺跡〈33〉　が位置している。下流域の牛久市内にも多くの遺跡が確認されており，上流の阿見町

内よりも下流に位置する牛久市内に縄文の遺跡は多く分布している。

弥生時代の遺跡は，乙戸川流域と同様に確認数が極めて少なく，町内では下原遺跡と花房遺跡が知られている。
しのさき　　　　　　しのさき　　　　　　　やくしいり

古墳時代の遺跡は，町内には手接遺跡，花房遺跡，高根遺跡，篠崎遺跡〈48〉，篠崎A遺跡〈49〉，薬師入遺

跡　〈50〉　などがあり，下流の牛久市内でも数遺跡が確認されている。
みかじi）　　　　なかだいうしろ　　　　　じぞうくぼ　　　　　　　　　とうやま

奈良・平安時代の遺跡では，三ケ尻遺跡〈55〉，中台後遺跡〈56〉，地蔵窪遺跡〈57〉，下原遺跡，堂山遺跡
じんでん

〈58〉，神田遺跡　〈59〉，花房遺跡，太目遺跡，高根遺跡などが確認されているが，桂川と支流の合流後の牛久
やしきまえ

市内では，屋敷前遺跡〈60〉が確認されているだけで，上，中流域に遺跡が多く認められている。

また，中e近世の遺跡は，旧石器時代と同様に今のところ確認はされていない。

※文中の　〈　〉　内の番号は，表1，第1図中の該当番号と同じである。

1）浅野和久「荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書I　実穀古墳群・実穀寺子遺跡」『茨城県教育

財団文化財調査報告』第144集1999年3月

2）註1）に同じ

宮崎修士，柴田博行「荒川本郷土地特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書実穀寺子遺跡Ⅱ」『茨城県教育財団

文化財調査報告』第151集1993年3月

3）矢ノ倉正男「主要地方道土浦江戸崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　於山遺跡」『茨城県教育財団文化財調査

報告』第96集1995年3月

4）阿見町史編さん委員会『阿見町史』1983年3月

5）註4）に同じ

6）註4）に同じ

7）註1）に同じ

8）宮崎修士，柴田博行「（仮称）荒川本郷土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ実穀寺子西遺跡」『茨城県教育財団

文化財調査報告』第156集　2000年3月

9）註1）に同じ
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第2図　遺跡位置図
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第3章　谷　ノ　沢　遺　跡

第1節　遺跡の概要

谷ノ沢遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町大字福田字谷之沢208番地の25ほかに所在し，牛久市と接する阿見町南

西部の乙戸川左岸，標高23～24mほどの台地上に位置している。調査面積は9，399nrL調査前の現況は畑地で

ある。

谷ノ沢遺跡は，旧石器時代から縄文時代までの遺跡で，今回の調査によって検出された遺構は，石器集中地

点が2か所，縄文時代の陥し穴が9基，時期が特定できない土坑8基である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で1箱分が出土した。主な出土遺物は，尖頭器，石核，剥片，

砕片，石鉄，縄文土器などである。

第2節　基　本　層　序

調査区の西側，B2al区にテストピットを設定し，基本土層の堆積状況の観察を行った0テストピットの地

表面の標高は23．5mで，地表面から約2．7mほど掘り下げ，第4図のような堆積状況を確認したが，最上層は耕

作により削平されていた。

以下，テストピットの観察から層序を説明する。

第1層　ロームブロックと炭化物を少量含む暗褐色の腐植土層で，層厚は15cmほどで，粘性，しまりともに

やや弱い。

第2層　第1層よりもやや明るい褐色の土層で，ロームブロックを少量含むソフトローム層であり，層厚は

一定していない。粘性，しまりともに普通である。

第3層　ロームブロックと黒色粒子を微量含む褐色のソフトローム層である。この土層も2層と同じく，堆

積状況が一定でないため確認できる部分とできない部分があるが，厚さは概ね15cmで，粘性，しまりはともに

やや弱い。

第4層　黒色粒子を中量，赤色粒子を少量含む厚さ12～　240m－

34cmのやや暗い褐色のハードローム層で，粘性，しまりは

ともに普通である。第I黒色帯に相当すると考えられる。

第5層　褐色のハードローム層である。厚さは5－30cm

で，粘性，しまりはともにやや強い。

第6層　第5層よりやや明るい褐色のハードローム層

で，厚さは10～18cmである。粘性，しまりはともに強く，

第5層とともにAT層に相当すると考えられる。

第7層　厚さ10～24cmの褐色のハードローム層で，粘性，22・Om‾

しまりはともに強い。

第8層　褐色のハードローム層で，厚さは8－30cmであ

り，粘性，しまりはともに普通である。

9

第4図　基本土層図



第9層　第7層より若干暗い褐色のハードローム層で　厚さは測～媚cmである。粘性はやや弱いがしまりは

普通であり，第Ⅲ黒色帯に相当すると考えられる．∴

第ユ0層　ローム粒子を微量含んだ明褐色の軽石を含むハードローム層で，粘土ブロックを中量，黒色粒子，

赤色粒子を少量含んでいる。この土層は，同時に粘土粒子も極めて少量含まれているので常総粘土層の漸移層

と考えられる。

第11層　にぷい黄褐色の粘土層で，層撃は末掘のため確認できなかったが，常総粘土層と考えられる。

この遺跡では言日石器時代の遺物は第2層以下では検出されなかった。また，縄文時代の陥し穴が多く検出

され．これらは第11層まで掘り込んで構築されている、「＿

第3節　遺構　と　遺物

温　旧石器時代の遺物

当遺跡では，文化課による試掘の段階で尖頭器や着核，剥片などが確認されていた。そこで，石器集中地点

（調査第1・2区）のグリッド調査を行ったところ，旧石器時代から縄文時代にかけての石器集中地点が確認

された。以下，接合資料と主な石器について記載する。

石器集中地点

調査第頂　◎2区（第5～9図）

位置　調査第1区は調査区中央部の北側に位置し，A4hl区，A4il～A4i3区のA4j2区，A射3～A4j4区

（東西16m，南北12mの不整形）である。

調査第2区は調査区中央部の北側で，調査第1区よりやや西側に位置し，東西はA3i5区からA3i9区まで，

南北はA3i5～B3a5区（東西約20m，南北約12m）である。

出立状況　調査第1区の遺物は，調査区内にまばらで出土しており，標高は24．1～24．2mの範囲で，遺物が出

土した層は基本層序の第1層に相当すると考えられる。

調査第2区の遺物は，調査区全体から出土しているが，特にA3j5区とB3a5区に密である。標高は23．9～

24．3mの範囲であり，遺物が出土した層は基本層序の第1層と第2層に相当すると考えられる。

遺物　両調査区の遺物は，尖頭器1点，石鉄3点，石刃2氏　細石刃1点，石核9息　剥片34点，砕片82点，

礫1点の他に，縄文土器片17点と土師器片18点が出土している。

調査第1区からの石器類の出土数は少なく8点である。Q4ほ調査区の北西，Q5は最上層の撹乱層からそ

れぞれ出土している。

調査第2区からは125点出土しており，石材と機種については表2の通りである。石材としては黒曜石が一

番多く全体の61．6％を占めており，次いで珪質頁岩が29．3％である。他に流紋岩弓馬瑠・安山岩。硬質頁岩な

どがある。Q7。8は調査区西側から出土し，Q8ほ第21号士坑から出土したQ9と接合関係（接合資料日

にある。また，Q15の石核も，QlO～Q14と接合関係（接合資料2）にある。QlO。11・13。14は調査区西の南

寄り，Q12は調査区西の北寄りからそれぞれ出土しており，Q6e15は試掘の際の採集資料である。Q15は両

設打面石核で，上部からの打撃によりQllが剥離され，QlOe12の順に分割されたと考えられる。また，下部

からの打撃によってQ13e14も分割されたと考えられる。

所見　遺物は，概ね第1層からの出土と第2層からの出土とに分けることができる。第1層はローム漸移層で

一一一一一10　－－－1－



あり，第2層はロームブロックを含むソフトローム層に相当する。実測することはできなかったが，土器片は

縄文時代前期の特徴をもっていることやQ25・26が出土していることなどから，第1層から出土した遺物は縄

文時代前期頃に比定できる。また，第2層から出土した接合資料1・2及び細石刃・石刃，黒曜石の剥片や多

量の砕片などから，第2層は旧石器時代と考えられる。

‾：：：11－：：＿＿l

Cラフ　　Q4

第5図　石器集中地点（調査第1区）・出土遺物実測図

石器集中地点（調査第1区）出土遺物観察表（第5図）

○珪質貢岩

△黒曜石

口璃堪

0　　　　　　　　　4m

L－トー　　　j

0　　　　　　　　3cm

！　i　」

番号器　種長さ幅厚さ重畳材　質 特　　　徴 備　考

Q4 剥片3．8 2．9 1．5 12．2 瑠璃 縦長剥片．剥離後折り取り，左側部に自然画

Q5 石赦3．3 1．4 0．4 （1．3）喝璃 凹碁無茎鉄，押圧剥離，基部欠損 PL6

11－
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第6図　石器集中地点（調査第2区）・出土遺物実測図
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第7図　石器集中地点（調査第2区）出土遺物実測図（1）
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接合資料2

QlO・11・12・13・14・15
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第8図　石器集中地点（調査第2区）出土遺物実測図（2）
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⊂二二＞　　　　　Q22

第9図　石器集中地点（調査第2区）出土遺物実測図（3）

表2　調査第2区出土石器表

Q23 ：二

鮎色感、
Q26

11　3㌣

蒜 ＼＼聖垂I 尖頭器
石刃 細石刃 石核 縦長剥片 横長剥片 剥片 砕片 礫 石扱 合計

硬質頁岩 1 1

瑞璃 1 1

安山岩 1 2 3

流紋岩 2 2 1 5

珪質頁岩 2 1 11 1 6 18 39

黒曜石 1 4 2 1 9 57 2 76

合計 1 2 1 8 13 2 16 79 1 2 125

石器集中地点（調査第2区）出土遺物観察表（第7・9図）

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　 赦 備　 考

Q 6 尖 頭 器 4 ，7 1．5 0．7 4．2 黒 色 安 山 岩 木 葉 形 ， 押 庄 剥 離 ， 無 茎 P L6

Q 7 細 石 刃 2 ．4 0 ．8 0．3 0 ．3 黒 曜 石 単 剥 離 面 打 面 ， 攣 曲

Q 8 剥 片 3 ．0 2 ，7 1．2 6 ．6 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ， 複 剥 離 面 打 面 ， Q 9 と接 合 関 係 ， 被 熱 を受 け 変 色 接 合 資 料 1 P L6

Q l O 剥 片 3 ．7 1．4 0．9 2 ．2 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ， 攣 曲 ． 稜 剥 離 面 打 面 ， Q 15 石 核 か ら 分 割 さ れ た 接 合 資 料 2 P L l

Q l l 剥 片 5 ．0 2．8 1．2 9 ．2 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ． 攣 曲 ， 稜 剥 離 面 打 面 ， 表 面 に 剥 離 痕 ， Q 15 石 核 か ら分 割 され た 接 合 資 料 2 P L6

Q 1 2 剥 片 2 ．9 1．5 0．4 1．4 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ， 単 剥 離 面 打 面 ， Q 15石 核 か ら 分 割 さ れ た 接 合 資 料 2 PL 6

Q 1 3 剥 片 1．9 1．2 0．7 1．2 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ， 複 剥 離 面 打 血　 Q 15石 核 か ら 分 割 さ れ さ ら に Q 14 が 分 割 され た 凛 合 資 料 2 PL 6

Q 1 4 剥 片 1．9 1．3 0．4 0 ．6 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ， 複 剥 離 面 打 面 ， Q 13か ら分 割 さ れ た 接 合 資 料 2 P L 6

Q 1 5 石 核 4，8 3．0 2．2 35．2 珪 質 頁 岩 両 設 打 面 石 核 ， Q lO～ Q 13 が 剥 離 作 業 に よ っ て 分 割 さ れ た 接 合 資 料 2 P L 6

Q 1 6 剥 片 2．7 2．2 1．0 4．4 黒 曜 石 縦 長 剥 片 ， 単 剥 離 面 打 面 ． 両 面 に微 礫 を 含 む P L 6

Q 1 7 剥 片 2，5 2．8 0．8 5．0 一黒 曜 石 横 長 剥 片 ， 複 剥 離 面 打 面 ， 両 面 に微 礫 を 含 む P L 6

Q 18 剥 片 2，5 1．9 0．6 2，9 黒 曜 石 縦 長 剥 片 ， 点 状 打 面 ， 両 面 に 微 礫 を 含 む P L 6

Q 19 石 刃 7．1 1．9 1．3 9．1 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ‥ 点 状 打 面 ， 攣 曲 ． 被 熱 に よ り 変 色 ， ナ イ フ と して 使 用 カ P L 6

Q 2 0 剥 片 2．4 1．7 0．5 1，7 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ‥ 刺状 打 面 ， 被 熱 に よ り変 色 ， ナ イ フ と して 使 用 後 祈 り取 っ て 再 使 用 カ P L 6

Q 2 1 石 刃 4．4 2．4 0．9 3．8 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 片 ， 左 側 面 に 自然 面 ， 智 曲 ， 上 部 に祈 り取 り痕 P L 6

Q 2 2 剥 片 3．7 2．4 0．5 3．9 珪 質 頁 岩 縦 長 剥 Jl∴　 右 側 面 に 微 細 な 調 整 痕 ， 上 部 に祈 り取 り痕 ． 祈 り取 っ て 再 使 用 カ P L 6

－15　－



酌 器 種 一長さ i 幅 恒 ！ 材 質 i　　　　　　　 特　 徴 ！ 備 考

Q23　 剥片　 2・1 2・3 声 7 ！2・6 i 珪質頁岩 横長剥片，単剥離面打面言軌輌こ徴礫を含む i

ヨQ24　　剥片　　　 2．0　　ユ．4　　 0．4 0．7 i 珪質頁岩 縦長剥片，単剥離面打面
i攣 」 攣 」 」 可 1可 0可 1・2 i

窯曜石 ！野鼠無茎鉱，押圧剥離 i

Q 器　 右＿璧＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・ 汀の声 4
（0．5） 黒曜石 凹基無茎鉱，抑圧剥絆，基部欠損 i

温　縄文時代の遺構

陥し穴

∴　㌧㌍∴‥＼、工∵∴、て．：

位置　調査区北西部のB2bl区に位置している。

規模と形状　長径3－26m　短径蘭mの楕円形で，深さは2・20mほどである。長径方向はN－88。－Eであ娠長

軸の壁は直立ぎみに立ち上がっている。また，短径方向の断面形はU字状でタ底面は平坦である。

覆羞　7層からなりタ　レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

ユ　暗褐色　ローム粒子中鼠　廃土粒子・炭化物微量

2　黒褐色　ロームブロックの廃土ブロックの炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ロームブロック中量

5　褐　色　ローム粒子多量

6　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

7　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化物微量

遺物出土状況　出上していない、、

所凰　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第相聞　第1号陥し穴実測図

－　16

0　　　　　　　　　　　　2m

』二二二二二二二二ヒ二二二二二二』



第2号陥し宍（第11図）

位置　調査区南西部のBlj7区に位置している。

規模と形状　長径3．75m，短径2．44mの楕円形で，深さは2．30mほどである。長径方向はN－650－Wで，長軸の

壁はほぼ垂直に立ち上がり，上部はやや外傾している。また，短径方向の断面形は，ほぼV字状で，下部は溝

状に狭くなり，底面は平坦である。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

l　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

3　褐　色　ロームブロック多量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出立状況　出土していない。

5　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

6　褐　色　ロームブロック中量

7　褐　色　ロームブロック中鼠　粘土ブロック少量

所見　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第胴囲　第2号陥し穴実測図

2m

L二二二二仁二二二」

第3号陥し宍（第12図）

位置　調査区南西部の，B3e9区に位置している。

規模と形状　長径2．70m，短径工29mの楕円形で，深さは2．10mほどである。長径方向はN－640－Wで，長軸の

壁は下部からオーバーハングして立ち上がり，上部ではほぼ直立する。また，短径方向の断面形は，ほぼV字

状で直立し，下部は溝状に狭くなり，底面はほぼ平坦である。

…17　…



覆丑　8層からなり，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。
土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　褐　色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック中量

6　褐　色　ロームブロック多義

7　褐　色　ロームブロック多量，粘土粒子微量

8　暗褐色　ロームブロック中鼠　粘土粒子少量

遺物出土状況　出上していない、、．

所見　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

0　　　　　　　　2m

仁一　－＿－＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二ヒ二二二二ヨ

第瑠2図　第3号陥し穴実測図

第4号陥し穴（第13図）

位置　調査区中央部のB4g6区に位置している。

規模と形状　長径3．13m，短径工78mの楕円形で言莱さは工90mほどである。長径方向はN－710－Eで，長軸の

壁はほぼ直立ぎみに立ち上がり，上部では外傾している。また，短径方向の断面形はV字状を里し，下部は溝

状に狭くなり，底面は北東から南西に向けて傾斜しているが平坦である。

覆土　9層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　　6　褐　　色　ロームブロック多量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量　　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　　8　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ロームブロック中還，炭化物微量　　　　　　　　　　9　暗褐色　ロームブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出立状況，黒曜石の剥片1点が出土している。Qlは覆土中からの出土である。

所見　出土遺物が覆土中からの剥片1点であるため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の

陥し穴と考えられる。
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＜二二二二ゝ

第13図　第4号陥し穴・出土遺物実測図

第16号土坑出土遺物観察表（第13図）

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「－1▼一十一一一一Ill」

Q1　　　　0　　　　　3cl¶
！＿　　：　」

番号器　種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　徴 出上位‾置備　考

Ql剥片2．8 2．0 0．9 3．3 黒曜石縦長剥片，＿1】二面上部と下部に微細な剥離両，両面に微礫を含む覆二上中 PL6

第5号陥し穴（第14図）

位置　調査区中央部南のB4f6区に位置している。

規模と形状　長径2．91m，短径2．52mの楕円形で，深さは2．60mほどである。長径方向はNr340－Wで，長軸の

壁はやや内傾して立ち上がり，上部は外傾している。また，短径方向の断面形は，最下部は袋状を呈している

がほぼⅤ字状で，底面は平坦である。

覆土　8層からなり，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土眉解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　　　5　にぷい褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中遺　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　　色　ロームブロック多量，粘土ブロック中泉

3　褐　　　色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　　色　ロームブロック・粘土ブロック中屋

4　褐　　　色　ロームブロック多量，粘土ブロック微量　　　　　　8　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第掴腐　第　号陥し穴実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！．11二　二†－＿＿　　　－

第6号陥』究（第ユ5図）

位置　調査区中央部南のB4f9区に位置している。

規模と形状　長勧081m，短軸・95mの楕円形で　深さは・朝mほどである○長径方向はN－82。－Wで，長軸の

壁は，ほぼ直立して立ち上がっている。また，短径方向の断面形はU字状で，底面は平坦である。

穫羞　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック。焼土ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック微量
3　褐　色　ロームブロック中量

4　褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　川上していない。

所凰　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第閲儲　第6号陥し穴実測図
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第7号陥し宍（第16回）

位置　調査区中央部南のB5f2区に位置している。

規模と形状　長径3．40m，短径H0mの楕円形で，深さは上60mほどである。長径方向はN－400－Wで，長軸の

壁は内傾して立ち上がり，上部ではほぼ直立している。また，短径方向の断面形は，下部は垂直でほぼU字状

であり，底面は平坦である。

覆土　6層からなり，下部は不規則な堆積状況で，上部は自然堆積の状況を示すことから，人為的に埋め戻さ

れた後自然に堆積したと考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック・炭化物微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック多量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　遣物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第欄図　第7号陥し穴実測図

0　　　　　　　　　　　2m

L二二二二ここヒ二二ここヨ

第8号陥し究（第17図）

位置　調査区南東部のB5h5区に位置している。

規模と形状　長径2．84m，短径工61mの楕円形で，深さは2．20mほどである。長径方向はN－290－Eで，長軸の

壁はほぼ垂直に立ち上がっている。また，短径方向の断面形はほぼU字状であり，底面は平坦である。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　里　　色　ロームブロック・炭化物微量

2　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

5　暗褐色

6　褐　　色

7　暗褐色

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック多量

ロームブロック微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第相聞　第8号陥し穴実測図

0　　　　　　　　2m

」∴二二1二二二」

第9号陥し穴（第18¢19図）

位置　調査区中央北部のB3b6区に位置している。

規模と形状　長径2．60m，短径1．65mの楕円形で，深さは2．70mほどである。長径方向はN－00で，長軸の壁の

中央部はやや内傾をしているが，ほぼ垂直に立ち上がっている。また，短径方向の断面形は日学状で，最上部

は外傾し，底面は平坦である。

第柑図　第9号陥し穴実測図

ー　22　－
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覆土10層からなり，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック・炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック微量

5　褐　色　ロームブロック少量

6

7

8

9

10

褐

窯

色　ロームブロック微量

褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

暗褐色　ロームブロック少逼

褐　色　ロームブロック微量

暗　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　黒曜石の剥片3点，砕片24点，珪質頁岩の剥片2点，砕片3点の他に縄文土器片1点が出土し

ている。Q2・3は覆土最上層から出土している。Q9は旧石器調査第2区のQ8と接合関係（接合資料1）

にあり，埋め戻しの過程で混入したものと考えられる。

所見　出土遺物は，縄文土器片1点で，他は剥片や砕片などであるため時期は明確に特定できないが，遺構の

形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

∠二二二＞
一節凰一馴

Q2

第19図　第9号陥し穴出土遣物実測図

第21号土坑出土遺物観察表（第19図）

∠＝＞

一診一感◎
亡＝ゝ Q9

0　　　　　　　3cm

ト－！　二］

番ぢ・器　 種 長さ 幅 厚さ 垂二量 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 2 剥片 2，5 3，2 0．6 4．6 黒曜石 横長剥片，正面に微細な剥離面．両面に微礫を含む 覆上上層 PL6

Q 3 剥片 2．9 1，6 0．6 2．4 珪質頁岩 縦長剥片，複剥離面打面．上部左側稜線に調整痕 覆土上層 PL6

Q 9 剥片 2．3 1．5 0．7 1．4 珪質頁岩 縦長剥片，被熱を受け変色，被熱によりQ 8から自然剥離カ 覆土上二層 接合資料1PL6

表3　陥し穴一覧表

替

り‾
位　 置 長径 方向 平 面 形

規模 （m ）

（長径 ×短径 ）

深 さ

（cm ）
壁 面 底 面 覆土 出 土遣物 備　　 考

（発掘番 弓・）

1 B 2 b l N － 880 － E 楕円形 3．26 ×2．45 22 1 直立 平 坦 自然 S K 6

2 B l j7 N － 65。－W 楕円形 3．75 ×2．44 228 直立 平 坦 自然 S K 7

3 B 3 e9 N － 640 － W 楕 円形 2 ．70 ×1．29 20 9 直立 平出 人為 S K 15

4 B 4 g6 N － 710 － E 楕 円形 3 ．13 × 1．78 19 0 直立 平出 自然 剥 片 S K 16

5 B 4 f6 N －34 。－W 楕 円形 2 ．9 1 ×2 ．52 26 3 直 立 平坦 人為 S K 17

6 B 4 f9 N －82 0 － W 楕 円形 1．8 1 ×0 ．95 13 7 両 立 平坦 自然 S K 18

7 B 5 f2 N －40 0 －W 楕 円形 3．4 0 × 1．10 15 7 直 立 平地 自然！人為 SK 19

8 B 5 h 5 N －29 0 － E 楕 円形 2．8 4 ×1．61 2 16 直 立 平出 自然 SK 20

9 B 3 b 6 N － 0 。 楕 円形 2．60 ×1．6 5 274 直立 平坦 人為 剥 片 SK 2 1

3　その他の遺構

土坑

今回の調査で，時期不明及び性格不明の土坑が8基確認されている。以下，一覧表で紹介するとともに，あ

わせて実測図と土層解説を記載する。
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第1号土坑土層解説

1　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

4　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

第2号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック中量

第3号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　色　ロームブロック中量

第4号土坑土層解説

1　褐　色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック中量

3　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第5号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼士粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

5　褐　色　ロームブロック中量

6　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

表4　土坑一覧表

第8号土坑土層解説

1　黒褐色　炭化物少鼠　ロームブロック微量

2　黒　色　炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量

第9号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第10号土坑土層解説

1窯褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック微量

5　褐　色　ロームブロック少量

番
。′‾り一
位　 置 長径 方 向 平 面 形

規模 （m ）

（長径 ×短 径）

深 さ

（cm ）
壁 面 底面 覆土 出 土遺物 備　　 考

1 B l d 4 N －5 10 … E 楕 l′lJ形 2．05 ×0．95 69 外傾 人為

2 B l d 5 N －63。－W 楕 円形 1．20 ×1．05 55 外傾 自然

3 B I c5 N －870 －W 楕円形 0 ．72 ×0 ．64 46 緩斜 皿 状 自然

4 B I c5 N － 510 －W 楕円形 1．13 ×0 ．96 35 皿状 人為

5 B l d8 i N － 230 － E 楕 円形 1・77 ×0 ・83　 i 34
久

人為

8 B l gO －
隅 丸方形 1．2 5 × 1．20 22 績 斜 平坦 自然

9 B 2 g3 N －4 90 － E 楕 円形 1．8 8 ×1．3 1 96 外 傾 平坦 人為

10 B l jO N －54 0 … E 掩 I升形 2．26 ×1．2 4 8 4 直 立 自然

第4節　ま　　と　　め

今回の谷ノ沢遺跡で確認された遺構は，石器集中地点2か所，縄文時代の陥し穴9基，時期不明の土坑8基

が確認され，旧石器時代から縄文時代にかけての生活の痕跡を確認することができた。ここでは，当調査区か

ら検出された遺構e遺物についての概観を述べまとめとしたい。

1　旧石器時代

谷ノ沢遺跡では石器集中地点が2か所確認されて，石器や剥片類が133点出土しており，当遺跡の中心を

なしている。以下，石器集中地点と出土した石材との関係について述べてみる。

石器集中地点の両調査区は，ともに最上層が耕作によって撹乱されており，試掘の際に出土した遺物はその

影響を受けている。また，両調査区の遺物出土状況を基本層序に比定すると，第1層はロームブロックと炭化

物を少量含む暗褐色の腐植土の層であり，ローム層漸移層である。第2層は第1層よりもやや明るい褐色の土
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層で，ロームブロックを含むソフトロームの層に相当する。

遺物は，尖頭器1点，石鉄3点，石刃2点，細石刃1点，石核9点，剥片34点，砕片82点，礫1点の他に，

縄文土器片17点，土師器片18点が出土している。第1層からは縄文土器片を中心に黒曜石の石鉄2点・瑠璃の

石鉄1点と砕片が出土していることから縄文時代の遺物として捉えられる。第2層からは接合資料の2点の他

に，珪質頁岩の石刃2点，黒曜石の細石刃1点，さらには大量の剥片や砕片が出土しており，旧石器時代の遺

物として捉えた。最上層は耕作による撹乱の影響を受けているが，第2層から出土した剥片が試掘による石核

に接合したことから，士層断面には明確な痕跡を見つけることはできなかったが，最上層だけでなく第1層，

2層は撹乱層である可能性も考えられる。

石材は，黒曜石，珪質頁岩，流紋岩，安山岩，鴫塙，硬質頁岩であるが，その中では黒曜石が一番多く，全

体の61．6％を占めており，次いで珪質頁岩が29．3％である。黒曜石には信州系のものと高原山産があり，双方

からの搬入が考えられる。

次に，出土遣物からうかがえることについて述べたい。先に述べたように，第1層はローム層漸移層と考え

られ，出土している遺物は縄文時代前期と思われる土器片を中心に石鉄と砕片が出土しているが，前述したよ

うに撹乱を受けている可能性も想定される。また，第2層はローム層であり，石刃や細石刃などのほかに接合

資料（102）が出土し，特にA3j5区とB3a5区で砕片の出土状況が密である。このように，剥片や砕片の

まとまりが確認でき，石器製作跡を想定することができるが，石器製作に関わる道具類は出土していない為明

確な判断はできない。

2　縄文時代

当遺跡からは，縄文時代の陥し穴と考えられる遺構が9基検出されている。平面形はいずれも楕円形で，断

面形は，第1・6－9号陥し穴が「U」字状を示し，第2－5号陥し穴が「V」字状を皇しており，二つに分

類することができる。「V」字状を呈する陥し穴は，動物を挟み込んで動けなくする意図がうかがえるl）とい

う先学の研究もあり，当遺跡の「V」字状を呈する陥し穴はそれに符合すると考えられる。

一般的に陥し穴については，形状から用途・目的が想定できても，出土遺物がほとんど無いため，時期を決

定することは極めて難しい。当遺跡でも，第4号陥し穴で黒曜石の剥片1点，第9号陥し穴では黒曜石と珪

質頁岩の剥片や砕片が32点と縄文時代前期と思われる土器片1点が出土しているだけであるため，時期を明確

にすることはできなかった。

註

1）今村啓爾「陥穴（おとしあな）」『縄文文化の研究（2）生業』雄山閣1983年2月

参考文献

旧石器時代研究班「茨城県南部における立川ローム層の層序区分について」『研究ノート』第6号　茨城県教育財団1997年

6月
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第21図　手接遺跡調査区設定図
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第毘国　手接遺跡遺構全体図



第4章　手接遺跡

第1節　遺跡の概要

手接遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町大字吉原字手接3247番地ほかに所在し，阿見町南東部，桂川に注ぐ支流の

右岸，標高25m前後の台地上に位置している。調査面積は10，448Idで，調査前の現況は畑地である。

当遺跡は，縄文時代から平安時代までの複合遺跡で，今回の調査によって検出された遺構は，古墳時代後期

の竪穴住居跡4軒，平安時代の火葬墓1基である。また，時期が特定できない土坑3基も調査されている。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で3箱が出土した。主な出土遺物は，縄文土器片，土師器

（杯・椀・小型斐・聾・手捏土器），須恵器（鉢），土製品（紡錘車・小玉・管玉），石製品（紡錘車）などである。

第2節　基　本　層　序

調査区北側のA3e7区にテストピットを設定し，基本土層の堆積状況の観察を行った。テストピットの地表

面の標高は25．5mで，地表から約2．9mほど掘り下げ，第23図のような堆積状況を確認した。

以下，テストピットの観察から層序を説明する。

第1層　ローム粒子を少量含む厚さ40cm前後の黒褐色の耕作土層で，粘性，しまりともに弱い。

第2層　第1層よりも明るく，ローム粒子を中量含み，厚さ6－20cmの黒褐色の層であり，粘性，しまりと

もにやや弱い。表土からローム層への漸移層である。

第3層　厚さ14－30cmの褐色のソフトローム層である。粘性は普通であるが，しまりはやや弱い。

第4層　ロームブロックを少量含む厚さ4－36cmの明褐色のソフトローム層である。ロームブロック中に黒

色粒子を少量含み，粘性，しまりともに普通である。

第5層　黒色粒子と白色粒子を少量含む厚さ10－40cmの暗褐色の

ハードローム層である。粘性，しまりともに普通である。

第6層　窯色粒子と白色粒子を少量，赤色粒子を微量含む暗褐色

のハードローム層で，厚さは15～50cmである。粘性，しまりともに

強く，第5層とともに，第I黒色帯に相当すると考えられる。

第7層　黒色粒子を微量含み，第6層よりやや明るい褐色のハー

ドローム層で，厚さは13－50cmである。粘性，しまりはともに強く，

AT層に相当すると考えられる。

第8層　黒色粒子を中量，白色粒子を微量含む厚さ25～47cmの褐

色のハードローム層である。粘性は普通であり，しまりは強い。

第9層　第8層よりやや暗い褐色のハードローム層である。厚さ

は15－35cmで，粘性は普通であり，しまりは強い。

第10層　黒色粒子と赤色粒子を中量，白色粘土粒子を微量含む厚

さ13－33cmの暗褐色のハードローム層である。粘性，しまりはとも
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第23図　基本土層図



に強く，第Ⅲ黒色帯に相当すると考えられる。

第は層　黒色粒子と白色粘土粒子，褐色粘土粒子を中量含む厚さ12～20cmのやや暗い褐色のハードローム層

であり，粘性，しまりはともに強い。

第12層　褐灰色の粘土層で，層厚は末掘のため確認できなかったが，常総粘土層と考えられる。

なお，遺構は，第2層上面で確認した。

第3節　遺構　と　遺物

且　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡は4軒が確認された。これらの遺構は，調査区の中央部に位置してい

る。主な遺物としては，土師器のほか，小玉や管玉，紡錘車が出土している。

以下，確認された遺構と主な遺物について記載する。

竪穴住居跡

第瑠考住居跡（第24～27図）

位置　調査区中央部のC4C4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が5．50mはどの方形で，主軸方向はN－80－Wである。壁高は55～60cmほどで，各壁ともほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦であり，出入り口ピット付近と竃の南側を中心に踏みしめられた面がある。東西方向に耕作によ

る撹乱を受けている。南西コーナーおよび南東コーナーから焼土塊が検出されている。

電　北側中央部に付設されている。袖部と煙道部は砂質粘土にロームと小砂利を少量混ぜ，壁を10cmほど掘り

込んで構築されている。天井部と袖部の一部は，耕作により削平されている。規模は，焚日部から煙道部まで

90cm，袖部幅85cmである。火床面は住居の主軸方向に長い楕円形で，床面から5cmほど掘り込まれている。袖

部内面及び燃焼部は，被熱のため赤変硬化している。

竃土層解説

1灰　褐　色　ロームブロック0焼土ブロック・粘土粒子中量，炭　4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子中量，

化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　褐　　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　5　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　極暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量　　　　　6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

ピット　5か所。Pl～P4は径50～60cmの円形で，深さ35～66cmである。配置や規模から主柱穴と考えられる。

P5は径25C恥　深さ10cmで南壁寄りの中央に位置し，その北側に床の硬化面が広がっていることから出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵宍　南東コーナー部に付設されている。長径95cm，短径70cmの楕円形で，深さは76cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量

4　褐　色　ロームブロック多量

5　褐　色　ローム粒子多量

覆土　5層に分層される。ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含み，レンズ状の堆積状況を示している自

然堆積である。
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第25図　第1号住居跡実測図（2）

土層解説
1　黒　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　黒　色　ロームブロック・焼土粒子中量

3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子中量

0　　　　　　　　　　　1m

』二二→一－二二∃

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片543点（杯類196，嚢類344，甑類3），土製品10点（紡錘車1，管玉3，小玉6），石

製品1点（紡錘車）が出土している。1と6は貯蔵穴の覆土下層，2は中央部寄りの床面から逆位の状態でそ

れぞれ出土している。3は覆土中層と下層の破片が接合したものである。4・7は竃東側の床面から破片で出

土し，5は東側壁際の覆土下層，8は竃手前の覆土下層からそれぞれ出土している。また，土製紡錘車はP4

の覆土中層から出土し，土製の小玉や管玉は出入り口付近及び竃付近の床面に散らばった状態で出土している。

石製紡錘車は，西壁側中央部付近の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期（6世紀後葉）と考えられ，土製の小玉や管玉は祭祀具の可能性がある。

第26図　第1号住居跡出土遺物実測図（1）
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第27図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

第1号住居跡出土遺物観察表（第26・27図）

0　　　　　　　　2cm

L＿　i　　：

番号種　別器　種口径器高底径胎　士色　調焼成手法の特徴出土位置備　考

1土師器杯13．14，7－
長石・石英・雲母・赤色粒子橙普通
口辺部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ
磨き
貯蔵穴1句95％　　PL12

2土師器上不12．75．0
l
長石・雲母・赤色粒子明赤褐普通
口辺部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ

磨き
中央部床面100％赤彩PL12

3土師器杯13．54，7－長石・雲母
明赤褐普通
口辺部外面積ナデ・内面横位のヘラ磨き，
休部外面へラ削り，内面へラ磨き北東コーナー下層65％　　PL12

4土師器杯［13．6］4，1－雲母・砂粒
明赤褐普通
口辺部横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ
磨き北葡コーナー下層35％

5土師器杯［14．4］（4．1）－
長石・石英・雲母にぷい赤褐普通U辺部械ナデ，休部外面へラ削り，内面剥離東壁下層10％

6上師器璽［16．6］（16．2）－
雲母・赤色粒子橙普通
口辺部楯ナデ，体部内・外面へラ削り，内面

一部剥離
貯蔵穴内20％　　　PL13

7土師器整［12．4］（12．5）－
長石・石英・雲掛赤色粒子橙普通口辺部構ナデ，体部内・外面へラ削り電東側床面20％　　　PL13

8I　　－こ11土師器［畳－（11．1）4，7
長石・石英・雲母橙普通休部外面剥離，内面へラ削り奄手前下層
80％砥石転用痕

PL12

番ぢ一器　種径厚さ孔径重畳材質特　　　徴出土位置備　考

DPl紡錘車4．42．20．642．5土製上面別線による放射線状文様．側面・下面一部へラ磨き柱穴中層100％　　PL14

DP2小玉0，90．80，20．6土製ナデ・漆塗れ　片面穿孔 寵東側床面100％　　PL14

DP3′上玉0．90．8－
（0．4）土製ナデ 磁東側床面50％　　PL14

DP4小玉0．90，90．20．6上製ナデ・漆塗布，片面穿孔 電東側床面100％　　PL14

DP5小玉0．70．60．20．3土製ナデ・漆塗布，片面穿孔 中央部床面95％　　PL14

DP6小玉0．70．70．10．3土製ナデ・漆塗布．片面穿孔 中央部床面95％　　PL14

DP7小玉0．90．70．30．5土製ナデ・漆塗布，片面穿孔 貯蔵穴南側床面100％　　PL14

番号器　種径長さ孔径重量材質特　　　徴出上位置備　考

DP8管玉0．71．60．20，9土製ナデ・漆塗布，片面穿孔 中央部床面95％　　PL14

DP9管玉0．82．20．2（1．6）土製ナデ・漆塗布，片面穿孔 中央部床面80％　　PL14

DPlO管玉0．82．10．21．2土製．ナデ，片面穿孔 覆土中100％　　PL14

番号器　種径厚さ孔径重量材質特　　　徴出土位置備　考

Ql紡錘車4．41．50．848，7滑石上面・側面・下血に微細な線刻西壁床面100％　　PL14

第2号住居跡（第28・29図）

位置　調査区北東部のC5C5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が5．50mほどの方形で，主軸方向はN－680－Eである。壁高は13～40cmで，各壁ともほぼ直

立して立ち上がっている。
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第28図　第2号住居跡実測図

床　ほぼ平坦であり，中央部から竃付近に踏みしめられた面がある。また，竃北側の床面から炭化材が出土し，

各壁沿いの床面からは焼土塊が検出されていることから，焼失住居と考えられる。東西方向に耕作による撹乱

を受けている。

寵　東壁中央部からやや南寄りに付設されている。袖部と煙道部はロームに砂質粘土を少量混ぜ，壁を10cmほ

ど掘り込んで構築されている。天井部と両袖部のほとんどは，耕作により削平されている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで約90cm，袖部幅約95cmである。火床部は主軸方向に長い楕円形で，床面から10cmほど掘り込まれ

ている。袖部内面及び火床面は，被熱のため赤変硬化している。
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竃土屑解説
1　灰褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　灰褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　明赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

5　赤褐色　壌土ブロック中量，炭化粒子微量

ピット　4か所。Pl～P4は，配置や規模から主柱穴と考えられる。Pl・P2・P4は深さ29～35cmであり，

P3だけが深さ80cmである。

貯蔵穴　南壁中央部から，やや南東コーナー部に寄って付設されている。長軸90cm，短軸80cmの長方形で，深

さは85cmである。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

覆土　7層に分層される。下層にロームブロックや炭化物・焼土粒子を多く含む，人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量　　　　　　　　5　褐　　色　焼土粒子・白色粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒
2　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　子中量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　6　極暗褐色　口一ムブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
4　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量　　　　7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片179点（杯類76，嚢類103），土製品3点（小玉）が出土している。9は竃の火床部か

ら逆位の状態で出土し，10は貯蔵穴西側の床面，11は竃左袖外側の床面，12は貯蔵穴の覆土上層からそれぞれ

出土している。また，DPll～DP13は，西壁側北西コーナー部付近から中央部の床面にかけて出土している。

所見　本跡は，焼土塊及び炭化材の検出状況から焼失住居と考えられ，出土土器から時期は後期（6世紀中葉）

と考えられる。

第29図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第29図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ll L＿＿＿＿＿　i l

0　　　　　　　2cm

L t　　二！

番号種　別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

9 土師器 土不 12．8 4．9 －長石・雲母・赤色粒子明赤褐普通
口辺部横ナデ・一部赤彩痕有り，体部外面

へラ削り，内面へラ磨き・剥離
奄火床部 90％　PL12

10 土師器 杯 ［13．4］（4．2）ー長石・雲母・赤色粒子明赤褐普通
口辺部横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ
磨き 貯蔵穴西側床面15％

11 土師器手捏杯 4．0 2．1 3．7 長石・雲母 橙 普通
口辺部指頭痕・押圧，休部外面輪積み痕・
指頭痕，内面ナデ 塩北側床面 100％　PL12

12 土師器 襲 ［13．6］（3．5）－
長石・雲母・赤色粒子 橙 普通口辺部横ナデ，体部内・外面へラ削り 貯蔵穴上層 5％

番号器　種 綾 厚さ孔径重量 材質 特　　　 徴 出土位置 備　考

DPll 小玉 0．7 0．7 0．1 0．3 土製 ナデ・漆塗布，片面穿孔 中央部床面 100％　PL14

DP12 小玉 0．8 0．9 0．1 0．7 土製 ナデ・漆塗布，片面穿孔 中央部床面 100％　PL14

DP13 小玉 0．7 0．6 0．1 0．2 土製 ナデ・漆塗布，片面穿孔 北西コーナー床面100％　PL14
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第　号住居跡　第灘か別図）

位置　調査区中央部のB凝3区に位置しタ　台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5調m，短軸4。60mの長方形でタ主軸方向はN－850…Eである。壁高は6～鋪cmほどで　各壁

ともほぼ直立して立ち上がっている、、

床　ほぼ平坦であり，出入り口付近から中央部にかけて9踏みしめられた面があり資　出入り口付近は周りの床

面よりやや高まりをもっている。また，出入り口と考えられる酋壁沿いには，焼土塊とともに炭化材が検出さ

れ焼失住居と考えられる。壁溝はタ北東コーナー付近から竃のある東壁芦　南東コーナー付近をを除いてほぼ半

周している

炉　住居中央部に位置した長径娩m，短径35cmの楕円形の地床炉である。周りの床面と同じ高さで硬化してい

ることからラ　炉としての使用がなされなくなってタ　かなりの時間が経過していると考えられる。

竃　東壁中央部からやや南寄りに付設されている。袖部はロームに砂質粘土を少量混ぜ，壁を15cmほど掘り込

んで構築されている。規模は，楽日部から煙道部まで約120cm，袖部幅約95cmである。火床部は主軸方向に長

い楕円形で，床面から4cmほど掘り込まれている。袖部内商及び火床面はヲ　被熱のため赤変硬化している。

竃土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少鼠焼土粒子。炭化粒子微量　　　4　褐　　　色　焼土粒子少鼠　ロームブロック∵射ヒ粒子微量

2　褐　　　色　焼土粒子少鼠ローム粒子が炭化粒子・粘土粒　　5　にぷい赤褐色　廃土ブロック中鼠炭化粒子微量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　にぷい赤褐色　ロームブロックも焼土粒子0炭化粒子少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠炭化粒子の粘土粒子微量　　　　7　にぷい赤褐色　ローム粒子e廃土粒子少鼠粘土粒子微量

ぽッ距　5か所。Pl～P射ま径3～滋cmの円形で　対角線上に位置するPl eP3が深さ36cmタP　のP4が祁

～72cmである。配置や規模から主柱穴と考えられる。P　は径測cm　深さ緋cmで　西壁寄りの中央に位置し，

その東側にやや高まりのある床の破竹毎が広がっていることから9　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵宍　南東コーナー部に付設されている。主軸方向に長い楕円形で　長径鋪cm，短径60C恥　深さは59cmであ

る

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中凱　焼餅立デや炭化粒子微鼠
2　暗褐色　ローム粒チ中屋

3　暗褐色　ローム粒子少［ま㌻

覆豊13層に分層される。ロームブロックや焼士粒子，炭化粒子を含み，不自然に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐　色　ロ…ム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子も焼土粒子少巌

3　黒褐色　ローム粒子も炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子0焼土粒子や炭化粒子微巌
5　暗赤褐色　焼土粒子中量

6　黒褐色　にトム粒子e焼損立子少量，炭化粒子微還
ア　暗褐色　ロームブロック。焼土粒子。炭化粒子少量

8　暗褐色　ロームブロック微量

9　褐　　色　ロームブロック少量

10　暗褐色．ロ…ム粒子少鼠　焼士粒子・炭化粒子微壷

は　暗褐色　ローム粒子の焼土粒子・炭化粒子少量

ユ2　暗褐色　EF…ム粒子少鼠　焼土粒子0炭化粒子微量

13　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器尉29点碑類64，聾類65），石製品上蕉（紡錘車）が出土している。1～蟻は　中央部

のほぼ床面からそれぞれ出土している。蟻は　竃左袖側の覆土中層から下層の破片が接合したものであり，17

は南壁際の床面から破片の状態で出土している。また，紡錘車は，中央部のほぼ床面から出土している。

所農　本跡は，焼土及び炭化材の検出状況から焼失住居と考えられる。出土土器から時期は後期（6世紀中葉）

と考えられる。
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第31図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第31図）

15

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

13 土師器 椀 ［12．6］ （8．1）
－
長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部桟ナデ．休部外面へラ削り．内面ナデ 中央部床面 70％　　 PL 12

14 土師器 小型寮 11．4 9．6 6．2 長石・雲母・赤色粒子 にぷい褐 普通
口辺部横ナデ，休部ナデ，内面上部ナデ，

下部へラ削り，底部一部へラ磨き 中央部床面 95％　　 PL12

15 土師器 襲 16．2 21．7 8．5 長石・雲母・赤色粒子 にぷい褐 普通
口辺部横ナデ，休部外面へラ削り，

内面へラナデ
中央部床面 95％　　 PL13

16 土師器 蛮 17．9 （22．2） － 長石・石英・雲母 明褐灰 普通
口辺部横ナデ．体部内・外面へラ削り，
内面輪積み痕 磁手前下層 60％　　 PL13

17 土師器 梵 ［15．4］ （12．8） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通
口辺部横ナデ，体部内 ・外面へラ削り，
内面輪頼み痕 両壁床面 5％
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番号 器　 種 経 厚 さ 孔径 重量 材質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 2 紡錘車 4．8 1．8 0．8 49．2 粘板岩 側面 ・下面に微細な線刻 中央部床面 100％　　 PL14

第4号住居跡（第32図）

位置　調査区中央部のB4j5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．25m，短軸2．75mの長方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は40～50C皿で，各壁と

もほぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，中央部から南側にかけて，踏みしめられている。

炉　長径45cm，短径33cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット　1か所。Plは径20cmの円形で，深さ14cmであり，南壁寄りの中央に位置している。その北側には硬

化面が広がっていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。主柱穴は検出されなかった。

覆土　9層に分層される。第9層が投げ込まれたような人為的堆積状況を示し，その後第8層からレンズ状に

堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量　　　8　褐　色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・ロームブロック少量　　　　　　　　　　　9　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片8点（杯類1，要類7）が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。

所見　出土土器が少ないため時期を判断することが難しいが，覆土中の遺物がすべて土師器であることや炉を

使用していたことなどから，古墳時代と考えられる。
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第32図　第4号住居跡実測図
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表5　竪穴住居跡一覧表

菅

ワ．
位置 主軸方 向 平面形

規模 （m ）

（長軸x 短軸）

壁 高

（c m ）
床面 壁潅

内　 部　 施　 設
覆土 出土遺 物 時 代 備　　 考

班 穴 附の
ピソト
ピ・ノト炉・竃 貯蔵穴

1 C 4 C4 N －80－W 方形 5．6 5×5．35 55～60 平川 － 4 1 －
電 1 1 自然 土 師器，小 玉，管 玉，紡 錘車 6 世紀 後菓

2 C 5 e5 N －6 8。▼E 方 形 5．75 ×5．25 13～40 平坦 4 怒 1 1 人為 土師 器，小 玉 6 世紀 中葉

3 B 4 j3 N －8 50－E 長方 形 5．10 ×4．60 60～80 平坦 一郎 4 ． 1 －
電1蜘 1 人為 土師 器，紡 錘車 6 世紀 中葉

4 B 4 j5 N －10－W 長方 形 3．25 ×2．75 40～50 平典 － － 1 －
炉 1 自然 土師器 古墳 時代

2　平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，調査区の西部で平安時代の火葬墓1基が確認された。

以下，遺構と主な遺物について記載する。

（1）火葬墓

第1号火葬墓（第33・34図）

位置　調査区西部のA2d2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸97cm，短軸56cmの不定形で，確認面から底面までの深さは38cmほどである。壁はいずれも外

傾しながら立ち上がっており，底面は中央部が一段低く掘り込まれている。

覆土　6層からなり，骨蔵器の周りに木炭が多量に詰め込まれている。
土屑解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　窯褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒　　色　炭化粒子多量，炭化材・炭化物中量
5　極暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器11点（嚢），須恵器3点（鉢1・杯類2）が出土している。鉢は，耕作により底部が欠

損しているが，逆位で骨蔵器（斐）に被せられた状態で出土した。火葬骨が納められた嚢は正位の状態で出土

しているが，鉢と同様に上部は耕作によって欠損しており，内部に土や根が混入した状態で出土した。鉢の上

に置かれていたと考えられる杯は，鉢や聾と同様に欠損した状態で骨蔵器上部から出土している。また，骨蔵

器の中からは多少の骨片と骨粉が確認されているが，各部位を確認することはできなかった。

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－＿」

一　40

第33回　第1号火葬墓実測図



所見　骨蔵器は，土坑を掘り込んで埋納されている。埋納法は，掘り込んだ土坑に木炭を入れ，次に納骨した

嚢を軍いてから全体に木炭を加え，鉢を被せた後に杯を置いたものであり，このような形態の埋納法は土浦市

八幡脇1号墓や同手野町骨蔵器2でも確認されている。本来，埋納用の土坑の深さは40cm以上と考えられ，木

炭を入れた後に土を被せたと想定される。出土土器から時期は9世期中葉と考えられる。

第34図　第1号火葬墓出土遺物実測図
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第1号火葬墓出土遺物観察表（第34図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

18 須恵器 杯 ［14．4］ （4．0） － 長 石 浅黄 普通 ロクロナデ 覆土上層 10％

19 須 恵器 鉢 3 1．8 19．1 ［18．8］ 雲 母 ・長石 暗灰黄 普通 ロ納 内・楠 横ナデ，体緋 面齢 の平榊楓内面横ナデ・指頭痕 覆土上層 40％　　 P L 13

20 土 師器 聾 2 1．8 33 ．8 7．9 長石 ・石英・雲母 にぷい橙 普通 口辺部横ナデ，体部外面へラ削り後へラ磨き満面へラナデ 覆土下層 70％　　 P L 13

3　その他の遺構

ここでは，時期及び性格が不明な3基の土坑について一覧表で紹介し，あわせて実測図と土層解説を記載す

る。

土坑（第35図）
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第35国　土坑実測図

第1号土坑土層解説

1黒　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第2号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック少量

第4号土坑土層解説

撹乱が著しかったため，土層は記録できなかった。

SK2

SK4

0　　　　　　　2m

』二二二二士二二二二二」

3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　色　ローム粒子少量

7　褐　色　ロームブロック微量
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表6　土坑一覧表

土坑
番号 位　 置 長径方向 平 面 形

規模 （m ）

（長径 ×短径）

探さ

（cm ） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備　 考

1 C 5 a5 － 円形 1．58×1．50 60 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

2 C 5 g 6 N －83。 －W 楕円形 1．87×1．54 45 外傾 平坦 人為 土師器

4 C 6 h 9 － 不整円形 1．58 ×1．50 103 外傾 凸凹 不明 土師器

4　遺構外出土遺物

当遺跡から出土した遺構に伴わない主な遺物について，実測図及び出土遺物観察表で記載する。

第36図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第36図）

o TP710cm

TP8　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　」

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴 出土位置備　考

TPl縄文土器探鉢－（5．4）－長石・石英・雲母橙普通
口唇部直下に沈線を巡らし，RL単節

縄文を沈線区画内の縦方向に施文
調査区西部中期後菓PL14

TP2縄文土器探鉢－（4．0）ー長石・石英・雲母橙普通
口唇部は幅狭の無文菅を微隆帯で区画，

LR単節縄文を横方向に施文調査区西部中期後糞PL14

TP3縄文土器探鉢－
（5．2）
－
長石・石英・雲母橙普通RL単節縄文を縦方向に施文調査区西部中期後棄PL14

TP4縄文土器深鉢ー
（4．2）
－
長石・石英・雲母にぷい黄橙普通雑な沈線による施文 調査区西部後期前葉PL14

TP5縄文土器探鉢－（3．2）－長石・石英・雲母にぷい橙普通平行な沈線による施文 調査区西部後期前菜PL14

TP6縄文土器深鉢－（4．6）－長石・石英・雲母にぷい黄橙普通貝殻復縁文を施文 調査区中央部前期後棄PL14

TP7縄文土器探鉢－（2．7）－長石・石英・雲母にぷい黄橙普通貝殻復縁文を施文 調査区中央部前期後葉PL14

TP8縄文土器深鉢－（3．6）－
長石・石英・雲母にぷい橙普通
口唇部陸橋に沈線が沿う，RL単節縄文

を横方向に地文
調査区東部中期後菓PL14

第4節　まとめ

今回の調査によって，当遺跡からは古墳時代の竪穴住居跡4軒，平安時代の火葬墓1基，時期及び性格不明

の土坑3基が検出された。また，縄文時代と古墳時代の遺物が遺構外から出土している。

ここでは，それぞれの時期ごとに遺構と遺物について概要を述べ，まとめとしたい。

縄文時代の遺構は検出されなかったが，縄文土器片（前期後葉，中期後葉，後期前葉）が80点余り採集され

ている。今回調査の行われた手接遺跡は，桂川に注ぐ支流によって開析された台地の縁辺部に位置し，比較的

水場にも恵まれていることを考えると，当遺跡周辺に居住の場があった可能性が高い。

古墳時代の遺構は住居跡4軒（6世紀中葉2，6世紀後菓1，不明1）が，調査区のほぼ中央部から北東部
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にかけて確認されている。6世紀中葉の第283号住居跡は，いずれも東電でありき竃の構築材もロームに砂

質粘土を少量混ぜるだけの比較的簡単なものであった。それに対して醐摘己後薬である第1号住居跡は北竜で，

竃の構築材に砂質粘土にロームと小砂利を少量混ぜ，堅牢に作られていた。またタ　この第1号住居跡では芳竃

手前の覆土下層から出土した壷の体部外面に砥石転用痕が幾筋も確認できた。調査区が台地の縁辺部であるこ

とから，集落の中心は調査区北部に広がっている可能性が考えられる。

平安時代の遺構は，火葬墓1基白日軋紀中葉）が調査区の西部で検出されている。骨蔵器の器種構成は，耕

作によって火葬墓の上部が撹乱を受けて，鉢の底部が欠損し，婆の上部に須恵器杯片が混入して出土している

ために推測の域を出ない部分がある。しかし，骨蔵器として使用された土師器聾の口径と須恵器杯の口径が大

きく異なり9嚢を塞ぐ蓋代わりにはなり得ないこと，近隣の土浦市八幡脇遺跡1号火葬墓や同じく土浦市手野

町出土骨蔵器－2日の出土例などから判断すると，当遺跡の火葬墓は，土師器嚢を骨蔵器として須恵器鉢を被

せて蓋にし，その上に須恵器杯が乗せられていたものと考えられる。

今軋発掘調査が行われたのは手接遺跡全体の一部分である。遺跡はさらに台地上の北方及び谷津にかけて

の南方に広がっており，谷を挟んで隣接する花房遺跡とともに大規模な集落が展開されていた可能性も考えら

れる。今胤　手接遺跡の発掘調査が実施される際にはタ　この調査報告が生かされれば幸いである。最後に平成

且4年度から発掘現場や整理作業で御指導車ご助言を賜った方々，実際に発掘及び整理作業に当たられた補助員

の方々に改めて感謝の意を表したい。

註

1）吉澤　悟「茨城県における古代火葬墓の地域性一土浦市立博物館保管の骨蔵器の資料紹介及び県内事例の集成か

ら－」『土浦市立博物館紀要』第6号　土浦市立博物館1995年3月

参考文献

の石野博信「日本原始・古代住居の研究」　吉川弘文館1990年3月

を樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート』2号　茨城県教育財団1993年7月

。稲田義弘「熊の山遺跡　島名e福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財整理報告書」『茨城県教育財団

文化財調査報告』第190集　茨城県教育財団　2002年3月
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第5章　花　房　遺　跡

第温節　遺跡の概要

花房遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町太字吉原字馬立1633番地ほかに所在し，牛久市と接する阿見町南東乳桂

川に注ぐ支流の左鼠標高2短前後の台地上に位置している○調査面積は鋸脚前で　調査前の現況は畑地及び

山林である。

花房遺跡は，縄文時代から平安時代までの複合遺跡で，今回の調査によって検出された遺構は9弥生時代後

期の竪穴住居跡2軋古墳時代中期の竪穴住居跡3軋奈良e平安時代の竪穴住居的4軒，平安時代の火葬墓

l基，士坑2基である。また，時期が特定で　ない溝跡　条　士坑封軋不明遺構1基も調査されている。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で15箱分が出土した○主な出土遣物は，縄文土器片，弥生土器

（広口壷。手淫土器上土師器（高塚e高台付棒8高台付皿の器台欄e鉢e婆0小形聾）9須恵器（杯e高台

付棒0高盤0鉢の聾も甑），墨書土鼠灰袖陶器（短頸壷の高台付椀き水瓶上土製品伎卿の紡錘車），石製

品淘玉e管玉），石器（打製石斧も砥石ゆ碧玉剥射金属製品（刀子も釘）などである。

第2節　基　本　層　序

調査区西側のBIc2区にテストピットを設定し，基本土層の堆積状況の観察を行った。テストピットの地表

面の標高は24・3mで，地表から約2・5mほど掘り下げ，第37回のような堆積状況を確認した。テストピット付近

は言ヒ東方向から南西方向の筆境に沿ってトレンチヤーで耕作されており，テストピット上層は撹乱を受けて

いるし、・、

以下，テストピットの観察から層序を説明する。

第1層　ローム粒子を中量含む厚さ40cm前後の暗褐色の表土層で，粘性，しまりとも普通である。

第2層　第1層よりもやや明るくロームブロックを少

最含み，厚さ10～24cmの褐色のローム層への漸移層であ

り9粘性は普通であるが，ややしまりが強い。　　　　24・4m‾

第3層　明褐色のソフトローム層である。この層はヲ

堆積上部が波うっているため厚さは一定していない。粘

性は普通であるが，しまりがやや強い。

第4層　黒色粒子と赤色粒子を少量含む厚さ23～34cm

の褐色のハードローム層で，粘性はやや強く，しまりは

強い。

第5層　第4層よりも若干明るい褐色のハードローム

層である。黒色粒子と赤色粒子，白色粒子をそれぞれ微

量含み，厚さは48～60cmで，粘性　しまりともにやや強

い。

第6層　異色粒子を微量含む褐色のハードローム層で　第那珂　基本士層図
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厚さは28－38cmであり，粘性，しまりともに強い。

第7層　赤色粒子を微量含む淡い褐色のハードローム層で，厚さ8～14cmであり，粘性，しまりともに強い。

この層は，同時に粘土粒子も極めて少量ではあるが含まれるので常総粘土層の漸移層と考えられる。

第8層　赤色粒子を少量含むと同時に，鉄分を含んだ明褐色の粘土層である。厚さは12～20cmで，硬く締ま

っている。第7層よりも粘土の含有量が多いことから常総粘土層と考えられる。

第9層　鉄分が酸化した粒子を中量含んだオリーブ黄色の粘土層で，層厚は末掘のため確認できなかった。

遺構は，時代により異なるが第2層及び第3層上面から確認された。
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第3節　遺構　と　遺物

1　弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は竪穴住居跡2軒が確認され，いずれも調査区の北西部に位置している。出土した遺物から

2軒とも時期は弥生時代後期と思われる。以下，確認された遺構と主な遺物について記載する。

竪穴住居跡

第3号住居跡（第39・40図）

位置　調査区北西部のBlaO区に位置し，台地縁辺部の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸5．90m，短軸4．80mの長方形で，主軸方向はN－460－Wである。壁高は36cmほどで，やや外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部と出入り口ピット付近がよく踏み固められている。また，住居跡北側と西側コー

ナー付近も硬く締まっている。

炉　中央部に1か所確認された。長径75cm，短径60cmの楕円形の地床炉で，床面を8cmほど皿状に掘りくぼめ

て使用しており，炉床面は凸凹で，被熱を受け赤変硬化している。

炉土屑解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量 2　赤褐色　焼土ブロック中呈，炭化粒子微量

ピット17か所検出された。Pl～P4は深さ41～87cmであり，規模と配置から主柱穴である。P5は深さ17cm

で，南東壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6とP9は深さ

32～40cmで，Pl・P4間に横並びで位置し，ほぼ軸線も同じであることから補助柱穴の可能性が考えられる。

また，P7は深さ17cmで，PlとP2の中間に，P8は深さ22cmで，P3とP4の中間に互いに相対する形で位置

してることから補助柱穴の可能性が考えられる。PlO～P17は深さ14－36cmで，性格は不明である。

覆土　4層に分層される。ロームブロックや焼土ブロック，炭化物などを含んでいる人為堆積である。

土層解説
1　黒　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　　3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子，炭化物微量

2　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片76点（壷類）の他に，耕作機械による撹乱のため混入したと考えられる縄文土器片

1点，土師器片70点（杯類21，棄類49），須恵器片3点（杯類）が出土している。南西部は耕作機械による縦

横の撹乱を受けている。3は南西壁中央部の壁際から，Qlは北部コーナーから付近からそれぞれ出土してい

る。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期と考えられる。

第39図　第3号住居跡出土遺物実測表
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第3号住居跡出土遺物観察表（第40図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 H l上 位 置 備　 考

1 弥 生 土 器 恵 － （9．4 ） 6 ．6 長 石 ・雲 母 に ぷ い 褐 普 通
附 加 条 1 種 （附 加 2 条 ）の 縄 文 施 文 ，

底 部 木 葉 痕 覆 土 下 層 35％

2 弥 生 一十二器 壷
－

（2．3 ） 7 ．0 長 行 石 炎 ・雲 母 橙 普 通
I

J

加 条 1 種 （附 加 2 条 ）の 縄 文 施 文 ，

部 木 葉 痕
覆 ＿「 下‾屑 5％

3 手 捏 土 器 高 林 カ （1．8 ） 3．5 良 イf・t f英 ・雲 け にぷ い 黄 橙 普 通 全 面 ナ デ ， 指 頭 痕 覆 上下 層 80％

T P l 弥 生 土 器 壷 （2．9）
－
長イf・雲母 ・赤色粒 子 橙 普 通

6 本 櫛 菌 に よ る 縦 区 画 後 ， 区 画 内 に

横 走 波 状 文 充 填
覆 土 中 5％

T P 2 弥 生 土 器 壷 － （4．8） 長 石ト雲 母 灰 褐 普 通 附 加 条 1 種 （附 加 2 条 ）の 縄 文 地 文 覆 」二中 5％

番号 器　 種 径 孔径 厚 さ 亜量 材　 質 特　　　 徴 出上位 置 備　 考

D P l 紡 錘車 3．0 0．36 1，3 12．3 上製 全面 ナデ P 3 寺臥 1二上層 100％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出上位 置 備　 考

Q l 穂摘 具 （4．1） 3．5 0 ．5 （13．1） 泥岩 断 面の薄 い 自然礫 を加 「二し， 刃部 に両側 か らの研 磨痕 覆土 卜1回 P L 28

第7号住居跡（第41～43図）

位置　調査区中央部の北側のB2g4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸6．16m，短軸5．23mの長方形で，主軸方向はN－560rwである。壁高は12～20cmほどで，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，中央部に向かって緩やかな傾斜を示している。炉跡を囲む位置と出入り口ピット付近

が踏み固められている。

炉　中央部に1か所確認された。長径58cm，短径42cmの楕円形の地床炉で，床面を8cmほど皿状に掘りくぼめ

て使用している。炉床面は凸凹で，被熱のため赤変硬化している。

炉土屑解説
1　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化物少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物微量

3　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物徴呆

ピット　8か所検出された。Pl～P3は深さ16～51cmで，配置から主柱穴と考えられるが，北側の柱穴は検

出されていない。P4は深さ53cmで南東壁際のほぼ中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P6は深さ37cmで，Plに憐接していることから補助柱穴の可能性が考えられ，また，P5・P

7・P8は，深さ20～33cmで，性格は不明である。

覆土　4層に分層される。レンズ状の堆積を示す自然堆積である。

土層解説

1　黒　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微最　　　　　3　暗褐色　ロームブロック中量

2　黒褐色　ロームブロック少墨，炭化粒子微量　　　　　　　　　　4　窯褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微局

遺物出土状況　弥生土器片182点（壷類），石製品3点の他に，耕作機械による撹乱のため混入したと考えられ

る縄文土器片18点，土師器片113点（杯類18，嚢類95），須恵器片12点（杯類）が出土している。本跡南東部は

耕作機械による撹乱の影響を受けている。5は北部コーナー近くの床面から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期と考えられる。

第41図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）

49

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　l



㊨

＝　ニ　ニ

A竃這三三三アーチ可

械定常椒融

第42図　第7号住居跡・出土遺物実測図

し二二二＿二⊥＿＿＿＿」　　　」＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿　」

鞠瑚掬疎潤恥加

50　－－－



∠ヽ　。Q3　5。m
第43図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）

第7号住居跡出土遺物観察表（第41～43図）

○ Q2

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」－＿i i

番ぢ一種　別器　稗11径綜高底径胎　士色　調焼成手法の特徴出＿L位置備　考

4弥生土器窯にく［15．2］（15．7）－
如＼石英・雲け・赤色粒子楕普通
口辺部附加条1種（附加2条）頭部沈線区画

後羽状構成の附加条1種（附加2条）
隊と二　‾層～胤由35％　一部赤彩PL21

5弥生二1二器壷17．5（11．1）－長石・有’英・雲母にぷい得
普通
「1唇部・「1辺部昨

日辺部下端へラl

加条1柾（附加2条），

よる抑圧
床面30％・郎赤彩PL21

6弥生土器雪ぎ－
（3．5）10．4長石・石英・雲母にぷい赤褐普通胴部附加条1種（附加2条），底部木葉痕床面5％

126弥生土2昔：弓g［16．2］（14，6）－
長石・雲母窯褐普通rl辱ト胴部附カ条1種（附加2条）臥1二1、つ再10％

TP3弥4」二器：rⅨ－（2．5）－
長山・雲母橙普通
「‡辺
焼成
附加条1種（附加2条），l作手部抑圧，

の穿孔
臥上申5％　　　PL28

TP4弥生土器壷－（2．5）－
長f－J・雲母にぷい黄褐普通日辺部附加条1種（附加2条），口唇離押Il三覆上中5％　　　PL28

TP5弥生土器壷－（9．4）長石・石英・雲母
にぷい褐普通頚部無文，胴部附加条1種（附加2条）覆上下屑10％

番号器　種長さ幅厚さ重量材　質特　　　徴目上ト位置備　考

Q2炉石（8．0）4．24．0（18．9）砂岩煤付着，被熱による剥離痕床面

Q3剥片5．63．12．014，0チャート縦長剥片，上部からの打撃による剥離床面PL28

2　古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居跡は3軒確認され，調査区の北西部と南東部にそれぞれ位置している。主な遺物として

は，土師器のほか，勾玉や管玉が出土している。

以下，確認された遺構と主な遺物について記載する。

竪穴住居跡

第4号住居跡（第44～46図）

位置　調査区北西部のB2C2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が3．80mほどの方形で，主軸方向はN－290－Eである。壁高は18cmほどで，各壁とも緩やか

に外傾して立ち上がっている。

一　51－



bl bI

JL24。m
21

‾‾‾ヽ這芦ミ顕デ‾‾‾‾‾
L二一一一　1　－－－＿」

第44図　第4号住居跡実測図

床　ほぼ平坦であり，特に出入り口ピット付近から中央部にかけて踏み固められている。

炉　西側コーナー付近に1か所検出された。長径74cm，短径56cmの楕円形の地床炉で，床面を7cmほど皿状に

掘りくぼめて使用している。炉床面は凸凹で，被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説

1極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微意

2　暗赤褐色　焼土ブロック中呈，炭化物少量，ロームブロック微量
3　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック

微量

ピット11か所検出された。Pl・P2は深さ30－34cmで，配置から主柱穴と考えられるが，その他の対応す

る柱穴は検出されていない。P3～P6は，深さ22～30cmで，南東壁に対してP3・P4とP5・P6はそれぞれ

並列していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7－Pllは深さ22～54cmであるが，性格

は不明である。床面を精査したが対応するピットは確認されなかった。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径60cm，短径46cmでの楕円形で，深さは52cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量　　　3　褐　　色　ロームブロック中還

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　　　　　4　褐　　色　ローム粒子中量
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覆土16層に分層される。ロームブロックや焼土粒子粒子，炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示して

いる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　窯褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子微量

7　褐　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

9　褐　　色　ロームブロック少量・焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

11暗褐色　ロームブロック　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

12　暗褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少呈
13　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

14　暗褐色　ロームブロック中量

15　褐　　色　ロームブロック・焼土粒子少量

16　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片166点（杯類26，嚢類126，柑1，高杯13，），石製品9点（管玉1，砥石2，剥片6）

の他に，混入したと考えられる縄文土器片7点，弥生土器片16点，

ナ一部の壁際から，13は貯蔵穴からそれぞれ出土している。また，

出土している。

所見　時期は，出土土器から5世紀中葉と考えられる。
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第46図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）

第4号住居跡出土遺物観察表（第45・46図）

二二
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番ぢ・種　別器　種日経器寓底径胎　」二色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

8土師器高林15．8（5，3）－
長イ了・雲母にぷい厳橙普通

林部外面パケl］整形後へラナデ，

】」辺部内・外面へラ磨き
貯蔵穴 40％　　PL22

9土師器高林－
（11．2）
－
長石・雲母・赤色校了・橙普通脚部外面へラ削り後へラ磨き 貯蔵穴 20％

58日印器用‘7．2 6．5 1．9品行雲母にぷい褐普通目迎部内・外面へラ磨き，休部外面へラナデ覆土下層100％　　PL21

13l二師器小形藍10．8 9．4 2．0長石・石英・雲母橙普通
日辺部構ナデ，休部外面へラ削り後

へラナデ．内面へラナデ
貯蔵穴100％　　PL21

番号器　種長さ径孔径竜一＿量：材　質 特　　　徴 出土位置備　考

Q4管玉2．8 0．8 0．3 3．3 蛇紋岩両側からの穿孔 壁溝 PL28

番号器　裡長さ幅厚さ填てllを材　質 特　　　徴 山士位置備　考

Q5砥石20．8 8．6 6．81931．4 安山岩紙面1面 覆土卜層

Q6砥石（4．6）3．5 2，7 （4，8）軽石紙面1画 床l而

Q7剥片1．5 2．1 0．7 1．3 碧玉縦長剥片、L部に複剥離面打面、表面に剥離痕 床面 PL28

Q8剥片1．5 2．0 0．6 0．7 碧玉横長剥け，両面に微礫を含む 覆土下層 PL28

Q9剥片1．8 1．3 0．7 0．8 碧玉縦長剥片，上部・側部に自然面の打面，表面に微細な剥離痕覆土F‾層

QlO剥片1．5 1．1 0．4 0．5 碧玉
縦長剥片．上部に平坦な打面，右側面に微細な剥離痕，
左側面折り取り痕 覆土下層

Qll剥片1．6 0．9 0．4 0．4グリーンタフ横長剥片，調盤剥離によるもの力 覆二士下層

Q12剥片2．3 1．8 1．1 1．7グリーンタフ縦長剥片、上部に単剥離打面、－i一二要剥離耐こ剥離痕 覆土下層 PL28

第5号住居跡（第47・48図）

位置　調査区北西部のB2f2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が3．50mはどの方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は22～26cmほどで，各壁とも外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，特に南東側の貯蔵穴ピット付近から中央部にかけて踏み固められている。

炉　中央部西側に1か所検出された。長径48cm，短径44cmの楕円形の地床炉で，床面を6cmほど皿状に掘りく

ぼめて使用している。炉床面は被熱のため赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼Iブロック中量，炭化物少量，ロームブロック微量　2　極暗赤褐色　焼上ブロック中量，ローム粒子少巌，炭化粒子微量

ピット　7か所検出された。Pl～P4は深さ10～42cmで，配置から主柱穴と考えられる。P5は深さ38cmで東

側壁際のほぼ中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・P7は深さ20～

28cmであるが，性格は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。直径70cmほどの円形で，深さは44cmほどである。

貯蔵穴土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少最，焼土ブロック・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック中意，炭化粒子微量
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覆土　5層に分層される。レンズ状の堆積状況を示しているが，ロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　焼土ブロック・炭化物中量，焼土粒子微量　　　　　　　4　褐　色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック中巌，炭化粒子微速　　　　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック・炭化物中量，焼上ブロック微量

遺物出土状況　土師器片297点（杯類110，嚢類187），石製品2点（勾玉1，剥片1）の他に，流れ込みと考え

られる縄文土器片3点，弥生土器片44点が出土している。14は覆土下層の遺物が接合したものであるが，杯部

から脚部は西側中央部の床面から出土している。また，15は南東側コーナー付近から出土した接合資料である。

全体の床面から炭化材や焼土塊が散在した状態で検出され，火災に遭遇していると考えられる。また，第4号

住居跡と同様に，1点ではあるが投棄と考えられる碧玉の剥片が出土している。

所見　本跡は，覆土中に焼土ブロックや粒子・炭化物を含まれたいることや床面などから多量の炭化材が検出

されたことから，住居廃絶後の早い時期に焼失したもと思われる。時期は，出土遺物などから5世紀中葉と考

えられる。
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第47図　第5号住居跡実測図
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第48図　第5号住居跡出土遣物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第48図）

仁ユ。14
「　　　2Fn

番片 種　別 器　種 ‖径 器高 底径 胎　土 ，色　調 焼成 手法の特徴 山上位置 備　考

14 土師器 岳杯 14，9 15．5 16．0 赤色粒子・雲母・砂粒にぷい赤褐普通
杯部‖辺部横ナデ，林部・脚部・桝部内・
外面パケ日整形後へラ磨き 覆上下層～床面60％　　 PL21

15 土師器 器台 7．0 6，6 9．2 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
＝辺部・休部外面パケ日整形後へラ磨き，
内面摩滅調整不明 覆土下層 100％　　 PL21

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 垂－lit 材　質 特　　　 徴 出土位置 備　考

Q13 勾玉 1．6 1．2 0．3 0．8 蛇紋岩 C字形，全面丁寧な研磨 覆土中 PL28

Q14 剥片 0．9 1．5 1．2 0．9 碧玉 上部に複剥離面打面 覆土中

第19号住居跡（第49図）

位置　調査区南東部のC3d6区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が5．25m前後の方形で，主軸方向はN－360－Wである。壁高は35cmほどで，各壁とも媛やか

に外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められており，壁溝は全周している。

竃　北西壁の中央部に付設されているが，耕作機械による撹乱のため袖材と思われる砂質粘土の散らばりと，

火床面が残存するだけである。火床面の中央部には砂質粘土製の支脚が据えられていた。袖部は砂質粘土の散

らばりから，床面と同じ高さの地山面にに構築されていたと推定できる。また，火床面も袖部と同様に地山面

を使用しており，被熱のため赤変しているが硬化はしていない。竃土層は確認されなかったが，住居跡覆土の

第10層が相当する。

ピット　4か所検出された。Pl～P4は深さ31～50cmであり，配置から主柱穴と考えられる。出入り口施設

の位置を考えて床面を精査したが確認できなかった。

覆土13層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，焼上粒子微量　　　　　　　　　　　8　明褐色　ローム粒子中量
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　9　褐　　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子徴呈

3　灰褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　10　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，
4　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　炭化粒子微量

5　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　11褐　　色　ローム粒子・炭化物少量，壌土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子微量　　　　　　　　　　　12　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子中音，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　13　褐　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微速

遺物出土状況　本跡全体が耕作機械による撹乱の影響を受けて床面が壊されており，竃についても袖や煙道部
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など若干の痕跡が確認されたにすぎない。遺物としては，土師器片178点（杯類12，襲類166），土製品1点

（支脚），石製品1点（不明）の他に，耕作機械の撹乱により混入したと考えられる縄文土器片3点，弥生土器

片2点，須恵器片15点，陶器片1点が出土している。

所見　耕作による削平が激しいため時期を判定する遺物が少ないが，遺構の形態や出土土器から時期は6世紀

後葉と考えられる。
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第49図　第19号住居跡・出土遺物実測図
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第摘号佳屠跡出土遺物観察麦　第胡酢

番号 種 別　　 「可 畢 序 可　 翫言 「 色 調 ！焼成i　 手法の特徴　　 恒 土位置 ！ 備 考

ユ6
土墜 ⊥ 旦 ⊥ 堂 上 や 「 つ 納 品 ∴ 「　 褐　 極適i体部外面へラ削り，内面桟げ　　　 i70％

番号　器　種 長さ恒 i i 材　質 i 特 徴 日野膵 i 備 考

DP3　支卿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿i（19潮巨 2 巨42．5 i 土製 巨摘痕，丹 塵 聖 と i

番号 器 種 序 中 経 材 質　 i　　　　 特　 徴
出土位置 備　 考

Q－15　 不明　 ＝ 痛 い ．‖ 廟 精根 ；・ ！両端部尖る
覆土中 PL28

3　奈良◎平安時代の遺構と遺物

奈良e平安時代の遺構は，調査区域の北西部側を除くほぼ全域から竪穴住居跡摘軒　火葬墓1風　土坑2基

が確認された。以下ラ　確認された遺構と主な遺物について記載する。

l∵・当、′　∴厘、

㌻三言言い∴亮一‾　宣′言：）し　了、ぐ・

位置　調査区中央部北側のB2㍍区に位置し　台地の平坦部に立地している。

規模と形状　北東側は調査区域外へ延びているため遺構全体の規模は確認できないが，南も酋壁が確認された

ことから，一辺が3．55mはどの方形または長方形と推定される。主軸方向はN－120－Wでありタ　壁高は50cmほ

どで，碓認きれた唯は緩やかに外傾して立ち上がっている．、＿．

床　ほぼ平坦である。中央部南側から北側にかけてが硬く踏み固められ撃　墜溝が周回している。

竃　調査区域内では確認されなかったが，出土遺物の形態から竃をもつ住居跡であると推定される。

ぽッ睦　2か所検出された。P　は深さ墟cmであり，規模や配置から主柱穴と考えられる。P2は深さ28cmで

あり言配置から出入り口施設に伴うビットと考えられる、、

0　　　　　　　2m

』ここここ土ここここ』
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覆土12層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化粒子微量

8　褐　色　ロームブロック多量，粘土ブロック少量

9　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

10　褐　色　ロームブロック中品，粘土ブロック少量

11褐　色　ロームブロック中量

12　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片132点（杯類40，嚢類92），須恵器片40点（杯類8，嚢類19，鉢13）の他に，流れ込み

と考えられる弥生土器片7点が出土している。覆土中層から出土した18は「多」，19は「多寺」とそれぞれ墨

書されており，埋没段階で投棄されたものと考えられる。また，「多」・「多寺」と墨書土器の存在は，当遺

跡が村落内寺院が存在した可能性を示唆している。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第51図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表（第51図）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番ぢ一種　別 器　種 ll径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 山1二位㌍ 備　考

18 十師器 杯 ［14．8］ 5．1 7．0 長五石英・赤色粒子 橙 普通
底部回転へラ切り後回転へラ削り．
体部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き覆土中層

60％塁こ書こ「多」

PL22・27

19 土師器 杯 ［11．5］ 4．0 7．2］長石・石英・赤色粒子にぷい橙 普通
底部回転へラ切り後l舶云ヘラ削り，

休部下端手持ちへラ削り．内面へラ磨き臥1二上層
30％墨書「多寺」ヵ
PL27

TP6 須恵器 襲 （4．1） － 長石・石英・雲母 にぷい赤褐良好体部外桁疑格子の叩き，内面指頭 覆土中層 5％

TP7 敏恵器 整 － （11．1） － 長石・石英・雲母 灰 良好
休部外面疑格子の叩き後横位の沈線，
輪積み痕 覆十卜層 5％

TP8 須恵器 整
－
（7，0）
－
長石・イl英・雲母・赤色粒子にぷい黄褐普通

休部外面斜位の平行叩き，体郎内面
同心円状の叩き 床面 5％

第8号住居跡（第52・53図）

位置　調査区中央部西側のB2j2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が2．90mはどの方形で，主軸方向はN－210－Wである。壁高は30cmほどで，各壁ともやや外

傾して立ち上がっている。
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床　ほぼ平坦である。中央部の南側から北側にかけて硬く踏み固められ，壁溝がほぼ全周している。

竃　北西壁のやや東寄りに付設されており，焚き口から煙道部まで70cmほどである。壁外への掘り込みは50cm

ほどで，袖部は遺存しておらず，竃右側の床面に砂質粘土の散らばりが確認できたことから右袖部の一部と考

えられ，床面と同じ高さの面に砂質粘土で構築されているたと想定できる。火床部は，被熱の痕跡を確認する

ことはできなかったが，袖部と同様に床面と同じ面を使用している。

竃土眉解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・粘
土粒子・砂粒微量

4　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・
粘土粒子・砂粒微童

5　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，ローム

ブロック・炭化物微量

6　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブロ

ック・炭化粒子微量

7　にぷい赤褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

8　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土プ

ロック・炭化物微量

9　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ロームブロッ

ク・炭化粒子微量

10　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少呈，ロームブ
ロック・炭化粒子微量

11にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブ
ロック・炭化粒子微量

12　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微意

13　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
14　褐　　　　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

15　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

16　褐　　　　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブ

ロック・炭化物微量

ピット　1か所検出された。Plは深さ18cmであり，規模や配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

しかし，柱穴は確認できなかった。

覆土　8層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが，ロームブロックを含む人為堆積である。

土屑解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量，焼土粒　　4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

子微量

2　暗褐色　ローム粒子中最，粘土ブロック少意，炭化物微量

3　暗褐色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック
炭化物微呈

④

第52図　第8号住居跡実測図
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5　褐　色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

7　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微意

8　暗褐色　ロームブロック少遍
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遣物出土状況　土師器片221点（杯類33，棄類188），須恵器片36点（杯類24，嚢類12）の他に，流れ込みと考

えられる縄文土器片2点，弥生土器片21点が出土している。遺物のほとんどは覆土第1層から出土しており，

埋没の最終段階で投棄されたものと思われる。24は南西コーナー寄り，25は南壁寄り，26は東壁際付近の覆土

中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期を明確に決定づける遺物が床面から出土していないが，投棄された土器などから9世紀前葉

以前と考えられる。

第53図　第6号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第53図）

番 号 種　 別 器　 種 日 経 器 高 底 径 胎　 一十二 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

24 須 恵 器 杯 13．1 4．3 7，7 長 石 に ぷ い 黄 良 好
底 部 回 転 へ ラ 切 り後 多 方 向 の ヘ ラ削 り，

休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り
覆 土 中 層 7 5％　　 P L 2 2

2 5 須 恵 器 杯 13，1 4．9 7．9 長 イ丁・イJ英 ・雲 け J天 lll 良 好
底 部 回 転 へ ラ 切 り後 多 方 向 の ヘ ラ 削 り．

休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り
覆 土 中 層 60 ％　　 P L 2 2

2 6 須 恵 器 杯 ［13，0］ 5．0 6．9 長 石 ・れ 英 ・雲 母 灰 普 通
底 部 回 転 へ ラ 切 り後 多 方 向 の ヘ ラ 削 り，

休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り
覆 土 中 層 60 ％　　 P L 2 2

2 1 土 師 器 聖 ［1＆8］ （7．7） － 良石・石英・空母・赤鋸 け に ぷ い 赤 褐 普 通
r l辺 部 内 ・外 面 横 ナ デ ，休 部 外 面 へ ラ ナ デ ，
休 部 内 面 へ ラ ナ デ

覆 土 中 層 5 ％

2 2 f二師 器 変 ［17．5］ （9．1） － 長柄 賊 憩 吊 佃 野 に ぷ い 橙 普 通
∪ 辺 部 内 ・外 面 横 ナ デ ，休 部 外 面 へ ラ削 り

後 へ ラ ナ デ ， 休 部 内 面 へ ラ ナ デ 覆 上 中 5 ％

第9号住居跡（第54～56図）

位置　調査区中央部西側のC2a3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．71m，短軸3．26mの長方形で，主軸方向はN－00である。壁高は64cmほどで，各壁ともや

や外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部の南側から北側にかけて硬く踏み固められ，壁溝がほぼ全周している。

竃　北東コーナー部と北壁中央部の2か所から確認された。北壁の竃は，当初から壁外への掘り込みは確認し

ていたが，焚き口は床下にあり，北東コーナー部の竃の建て替え以前の竃である。竃1は，焚き口から煙道部

まで125cmで，袖部は，踏み固められた床面上に暗褐色のロームを敷き，その上に粘土を詰めた嚢を逆位に置

いてから砂質粘土を貼り付けて構築されていた。右袖部の嚢は特に強い被熱のため脆くなっており，詰めた粘
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土も被熱のため赤愛している。左袖部の道春状態は良くないが，袖部幅は120cmほどと推定できる。火床部は

床面を16cmほど皿状に掘りくぼめて使用しており，被熱のため赤変しているが硬化部分は検出されなかった。

壁外への掘り込みは35cmほどで，火床部から外傾して立ち上がっている。竃2ほ，床面の下から焚き口部など

を確認することができ，焚き口から煙道部まで110cm，壁外への掘り込みは50cmほどであり，煙道は外傾して

立ち上がっている。竃2ほ破棄されたたため天井部は遺存していないが，左袖部は壁面と床面に構築材である

砂質粘土の痕跡が確認され，右袖部の一部は竃1の左袖部として再利用されたと考えられる。

篭1土層解説

1　にぷい赤褐色　廃土粒子少量，ローム粒子・炭化物微量
2　にぷい赤褐色　焼士ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子

微量

3　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック
微量

4　暗　赤褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
5　にぷい赤褐色　焼土ブロック。粘土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
7　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子0砂粒中量
8　暗　赤褐　色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒少量
9　暗　赤褐　色　廃土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
H　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少鼠炭化粒子微量
12　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
13　にぷい橙色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子微量
14　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子や焼土粒子。炭

化粒子微量

15　暗赤褐　色　焼土ブロック少鼠炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

竃2土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子e粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　にぷい褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ロームブロックe粘土粒子・砂粒少鼠　焼土プロ

ク微量

5　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒中鼠　焼士ブロック少乳　ローム
粒子微量

6　暗赤褐　色　焼土ブロック中乳　ロームブロックe粘土粒子・
砂粒微量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士ブロック・炭化物・粘土粒

J’・・砂粒微量
9　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子も砂粒少量，ロームブロ

ック・炭化粒子微量

16　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子・ロ
ーム粒自微量

17　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒少乳　焼土ブロック・ローム粒
子微量
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焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
粘土粒子・砂粒多量，焼士ブロック少量
焼士粒子中量，粘土粒子・砂粒微量
粘土粒子・砂粒中農，焼土粒子少量
粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
焼土ブロック0粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子
微量

24　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック微量
25　暗赤褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量
26　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子せ砂

粒微量
27　暗赤褐色　焼土粒子少鼠　ロームブロック・炭化粒子微量

10　赤　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
H　暗赤褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
12　にぷい赤褐色　焼土ブロック少鼠ローム粒子・粘土粒子・砂粒

微量

4　にぷい褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量13　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
14　褐　　　色　粘土粒子・砂粒少鼠　ロームブロックさ焼土ブ

ロック微量
15　にぷい赤褐色　焼土ブロック少鼠ロームブロック。粘土粒子の

砂粒微量
16　褐　　　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒微量
17　にぷい褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
18　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
19　にぷい赤褐色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック少量

ピット　2か所検出された。Plは深さ8cmであり，配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2

は深さ8cmであるが性格は不明である。柱穴は確認できなかった。

覆土　20層からなる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　12　褐
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　13　褐
3　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック・炭化物微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　焼士粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
7　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロックさ炭化粒子微量
9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロックも炭化物微量
10　にぷい褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック。炭化物微量
11暗　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土粒子e炭化粒子微量

色　ロームブロック少量
色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック・炭化物微量
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ロームブロック・焼士粒子・炭化物微量
ローム粒子・炭化粒子少量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
－ムブロック中量
－ムブロック中量，炭化物微量
－ムブロック中量，炭化粒子少量
－ムブロック少量，炭化物微量

遣物出豊状況　土師器片691点（杯類35，嚢類656），須恵器片H3点（杯類32，聾類79，蓋1，高盤1），鉄製

品1点（釘）が出土している。30は北西コーナー付近，31は竃前床軋35は北東コーナー付近からそれぞれ出

土している。37838は竃袖部の芯材として使われており，聾の内部には砂質粘土が詰め込められていた。遺物

の多くは言ヒ東コーナー付近から中央部にかけた覆土中から出土しており，埋没の段階に集中して投棄された

と推察できる。また，隣接する第8号住居跡出土遺物と接合関係にある遺物28もあり，集落形成時期や住居廃

絶時期からも興味深い。

所見　時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。
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第54図　第9号住居跡実測図
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第55図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）
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第56図　第9号住居跡出土遺物実測図（2）
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第9号住居跡出土遺物観察表（第55◎56図）

番号 種　 別
器 種 上 磯 極 可 底径

胎　 土
色 調 i焼 成

手 法 の 特 徴
‖ 鉦土位置

備　 考

29 須恵器
球　 目 2・7 3・8 日 0

長石・石英・雲母 褐灰　　 良好 底部回転へラ切 り後多方向のヘラ削 り，休部下寺生二二蛙　 へ ㌦’′l F

！
覆土下層 95％　　 P L 22

30
杯　 恒 ・2］ 4・1 日 8

長 石・石英
褐灰　 桓 好 底部回転へラ切り後－〝′A方 向のヘラ削り，

体部下端手持ちへラ削り 床面 70％　　 P L 22

31 須 恵器
杯 「 3・0 4・6 日 ・0

長石・石英
灰 「普通 底部回転へラ切 り後恒＿l転へラ削 り，

休部下端回転へラ削 り 床面 70％　　 P L 22

32 須 恵器
杯　 恒 3．2］ 5・項 ・0

長石・石英
灰黄　 極 適

底部回転へラ切り，体部下端手持ちへラ削り博 士下層 40％　　 PL 2 2

3 3 須恵 器 杯　 巨 2・2 4・6 i 6・6
長石・石英 ヨ　 黄灰　 極 適 底部層転へラ切 り後一方向のへラ削 り，

休部下端手持ちへラ削 り
i
覆土下層 80％　　 P L 22

28 須恵 器 ぺ
（6・0）！

長石・石英・雲母
灰 i良好

底部回転へラ切 り後高台貼 り付け 覆土中層 90％　　 P L 22

34 須恵器 エ
（4．可

長石・石英
灰 「普通

林部ロクロ磐私　 林部外面一部自然稚 覆土中層 20％

35 須 恵器
！

蓋　 い 4・9
3・9 i

長 石・雲母
灰白　 極 適

天井部右回 りのヘラ削り 覆土下層
i
8 0％　　 P L 25

36 須 恵器
高盤 j （氾 3‥ 12・2

く
灰 「普通

裾部ロクロ成形後三方透か し，透か し孔 覆土中層 3 0％

3 7
i
土 師器

磐 i 2 1・2 31・2 声 ・4
長石・石英受掛赤色新二 体部外面下位へラ削 り後へラ磨 き，

内面へラナデ，輪積み痕　 底部木葉痕 床面 98％　　 P L 26

38 土師 器
悉 i 21・1 32・O i 8・5

長か石敷飢摘劇好 橙　 極 適 I　　　　　　　　　て，　一　日　　　禾　て休部外面下位へラ削り後へラ磨 き，
内面へラナデ　 輪積み痕　 底部本葉痕

床面 90％　　 P L 26

39 土師器
襲 i 21・1 （2 9・6）i

長石・石英・雲母
，　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　、く

休部外面下位へラ削り後へラ磨き，
内面へラナデ　 輪積み痕

覆土申 ～鍋 退部 80％　　 P L 26甑転用

40 土 師器
婆 ！2 0．2 （23．5）i

長存石英受母凍色粒子
橙　 極 適 †休部外面下位へラ削 り後へラ磨き，

体部外面上位へラナデ，内面へラナデ 覆土下層～竃覆土中

臼　－

60％　　 P L 22

番 号 器　 種 長さ 幅 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M l 釘 カ （9．7） 0．5 0．5 （15．0） 鉄 頭部欠損，脚部先端欠損 覆土中層 P L 28

第柑号住居跡（第57魯58図）

位置　調査区中央部のC2C7区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が3・00mはどの方形で，主軸方向はN…HO－Wである。壁高は壷cmほどで，各壁とも緩やか

に外傾して立ち上がっている。また，竃の両側に砂質粘土を貼った棚状施設を有している。

床　ほぼ平坦である。中央部の南側から北側にかけて硬く踏み固められ，壁溝は東側と西側で一部確認された

が全周はしない。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚き口から煙道部まで100cmである○袖部は遣存しておらず，付近の床

面に竃材の一部と思われる粘土粒子。砂粒がわずかに確認されたことから，袖部は床面と同じ高さの地山面に

に粘土で構築されていたと想定される。火床部は10cmほど皿状に掘りくぼめてから粘土を充填して使用してお

り，被熱のため赤変硬化している。また，壁外への掘り込みは75cmほどで，煙道は火床部から外傾して緩やか

に立ち上がっている。

竃土層解説

1暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック欄士粒子・12　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒
化物微量

2　里　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土ブロック・炭化粒子微還

3　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロックの炭化物・粘
土粒子・砂粒微量

4　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ロームブ
ロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

子・粘土粒子や砂粒微量

13　褐　　　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物微量

14　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中鼠焼土ブロック・炭化粒子
少量，ロームブロック微量

15　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロックの焼土粒
子・炭化粒子微量

6　褐　　　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ロームプロ16　暗　褐　色　ロームブロックつ尭土ブロックe炭化物巨粘土
ツク・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子・砂粒微量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘17　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロックe炭化粒子・粘
土粒子・砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒子・砂粒微量

8　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック㌧尉ヒ物い粘18　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒
土粒子・砂粒微量　　　　　　　　　子㌔粘土粒子・砂粒微最

孟雲霊芝呂霊誓言誓示笠憲霊こ讐イ霊㌘粘19黒褐色㌶完‡？認孟ロック少鼠炭化粒

11黒褐色禁㍍禁警焼士ブ。ック炭化粒子微量　20にぷい赤褐色警‡芸孟？議孟警孟壷砂獅量，ロームブ

棚状施設　北壁中央部の竃を中心として左右に設けられており，奥行40cm前後，幅100cm前後の長方形である。

左右ともほぼ同じ大きさで，床面から35cmほどの高さで確認することができた。棚状施設の構築状況は，住居
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の掘り込み後に棚状施設部分を掘り込み，覆土第25層に相当する砂質粘土を2cmほど壁全体と棚の掘り込み部

分に貼り付け，その後，第24層に相当する砂質粘土をさらに6cmほど貼り付けたと考えられる。また，棚状施

設の粘土材は砂粒が多く，砂粒の少ない竃材の粘土との違いが明確である。

ピット　床面や遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土　25層からなる。ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積で

ある。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・粘土粒

子・砂粒微量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子・

砂粒微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

13　褐

14　極
15　褐
16　褐
17　暗

ブロック・炭化物微量
色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブ
ロック・炭化物微量

色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
色　ロームブロック中量，炭化物微量
色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
微量

7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　　18　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土プロ19　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

ック・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　20　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・粘　21褐　　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
土粒子・砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　22　褐　　　　色　ロームブロック少量
色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック少量，焼土　23　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒千・秒粒少量，焼土プ
ブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック・炭化物微量

11褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　24　黄　褐　色　粘土粒千・秒粒多量，ロームブロック微量
12　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム　　25　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片209点（杯類29，嚢類180），須恵器片99点（杯類29，整類70），灰粕陶器片1点，土製

品1点（紡錘車），剥片1点の他に，混入したと考えられる縄文土器片3点，弥生土器片13点が出土している。

所見　本跡の時期を明確に決定づける遺物が床面から出土していないが，覆土中の出土遺物などから9世紀後

半であると考えられる。

④可　許　′b

司可　くl

12

第57図　第10号住居跡実測図
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第58図　第10号住居跡出土遣物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第58図）

つ
、〕二‾＿＿

0　　　　　　　　　10cm

ト…＿　l l

番シナ種　別器　稚 ll径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 山上位置 備　考

41 土師器高台付杯［15．7］（5．3） 雲母・赤色粒子 にぷい褐普通底部l叫転へラ切り後高台貼り付け 撹土中屑 30％

42 土師器 整 ［19，5］（6．8）－長石・石英・雲母にぷい橙普通日胡納・外面械ナデ．休部外面ナデ．内面へラナデ蘭締戒覆土上層 5％

44 須．恵器 甑 －（11．8）［13．4］長石・石英・雲母 尿 普通体訓面憎へ欄価細折閥脚靴叩き潮細狛旭へラナデ覆十卜層 20％

番IJ・器　種 径 孔径厚さ重昂： 材　質 特　　　 徴 用土位置 備　考

DP2 紡錘車 3，0 3．36 1．3 （43．8） 上製 l両面ナデ，・方向からの穿孔，表面に刺突痕，裏耐こ籾痕 臥士F屑

第11号住居跡（第59～61図）

位置　調査区中央部のC2b6区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が4．00mはどの方形で，主軸方向はN－2。－Eである。壁高は41～44cmで，各壁とも緩やか

に外傾して立ち上がっている。また，竃の両側に砂質粘土を貼った棚状施設を有している。

床　ほぼ平坦である。中央部が硬く踏み固められ，壁溝は西側と南側の一部確認されたが全周はしない。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚き口から煙道部まで115cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面に

に砂質粘土で構築され，神都幅は100cmである。火床面も同様に地山面を使用されており，被熱のため赤変硬

化している。天井部は崩落しており，土層断面中の第2層に粘土粒子や砂粒が多量に含まれていることから天

一　68　－



井部の崩落土にあたると考えられる。壁外への掘り込みは70cmほどで，中央部には土製の支脚が据えられてお

り，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説

1　褐　　　　色　粘土粒千・秒粒中量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化粒子微量

2　にぷい黄褐色　粘土拉f・砂粒多量，ロームブロック・炭化粒

子微量

3　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブ

ロック・炭化粒子微呈

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子

微量

5　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化物微量

7　褐

8　暗

9　褐

10　暗

褐

赤　褐

物少量，粘土粒子・砂粒微量

色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少鼠　焼土ブ

ロック・炭化粒子微量

色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量

色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少呈，ローム粒

子微量

11にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量

12　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中畳，粘土粒子・砂粒少量，ロー

ム粒子・炭化粒子微量

6　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化　　　13　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒・ローム粒子少量

棚状施設　北壁中央部の竃を中心として左右に設けられており，奥行45cm前後，幅110cm前後の長方形である。

左右ともほぼ同じ大きさで，床面から50cmほどの高さで確認することができた。棚状施設の構築状況は，住居

の掘り込み後に棚状施設部分を掘り込み，覆土第18層に相当する砂質粘土を6cmほど北壁全体と棚の掘り込み

第59図　第11号住居跡実測図
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部分に貼り付け，その後，第17層に相当する砂質粘土をさらに6cmほど貼り付けたと考えられる。また，棚状

施設の粘土材は砂粒が多く，砂粒の少ない竃材の粘土との違いが明確である。

ピット　2ヶ所，P2は深さ35cmで，位置・形状から出入ロピットに伴うピットと考えられる。Plの性格は

不明である。

覆土19層からなる。不規則なブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。
土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

6　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロッ
ク・炭化粒子微量

7　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

8　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック・
炭化物微量

9　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

10　黒褐色

11褐　色
12　黒褐色
13　黒褐色
14　暗褐色

15　褐　色
16　暗褐色

17　褐　色
18　黄褐色

19　黄褐色

ローム

ローム

粒子微量
ブロック少量

ロームブロック微量
ロ

ロ

ロ

ロ

ーム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ムブロック少量，焼土ブロック微量
－ム粒子多量，炭化物微量

－ムブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒
子・砂粒微量
ロ－ムブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
粘土粒子・砂粒多呈，ロームブロック少量

遣物出土状況　土師器片364点（杯類155，棄類209），須恵器片96点（杯類47，嚢類48，蓋1）灰粕陶器片3点

の他に，混入したと考えられる弥生土器片19点が出土している。45は，竃の覆土中層から逆位の状態で出土し

ており，住居廃絶の段階で意図的に廃棄されたものと考えられる。50・51は体部外面にそれぞれ「子」と墨書

されている。また，47は，竃西側の棚状施設から出土しており，棚状施設の使用状況の一端を示している。53

（二川産）と54（猿投産）の灰粕陶器は他地域からの搬入品であるが，54（井ケ谷78号窯式）は年代的に古く，

混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第61図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）

第11号住居跡出土遺物観察表（第60・61図）

0　　　　　　　　　　　10cm

←－　；　「∃

番 号 種　 別 器　 種 ＝ tF 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

45 土 師器 杯 13．6 3．9 6，3 長 石・石英・赤色粒子 橙 普 通
底部 回転 へラ切 り後一 方向のヘ ラ削 り，
体部 下端手 持 ちへ ラ削 り 竃覆 土中層 9 8％　　 P L 23

46 土 師器 杯 12．9 4．0 6．0 長 石・石英・赤色粒子 橙 普 通
底部 回転へ ラ切 り後 回転へ ラ削 り，

休部 下端 回転へ ラ削 り
覆土 下層 6 0％　　 P L 23

47 須 恵器 杯 ［13．6 ］ 4．3 6．0 長 石・石英・赤色粒子 にぷ い橙 普通
底部 回転へ ラ切 り後 回転 へ ラ削 り．
休部 下端手持 ちへ ラ削 り

棚上 4 5％

48 土 師器 J不 ［14．2 ］ 4，3 ［6．8 ］ 長石・石英・赤色粒子 にぷ い橙 普通 底部 回転へラ切 り，休 部下端 手持ちへラ削り 覆土 中層 35 ％

4 9 土 師器 杯 ［13．2 ］ 4．1 ［5．6 ］ 長石・石英・赤色粒子 にぷ い厳橙 普通 底部 回転糸切 り，休 部下端 手持ちへラ削り 床 面 35 ％

5 0 土 師器 高台付 杯 ［13．2 ］ 4．1 7．4 長石・石英・赤色粒子 にぷ い橙 普通 底部 回転へ ラ切 り後高台 貼 り付 け 覆土下 層
75 ％ 墨書「了・」

P L 23 ・27

5 1 土 師器 高台付 杯 －
（3．9） 7．2 長石・石掛 赤色粒子 浅黄 橙 普通 底部 回転へ ラ切 り後高台 貼 り付 け 覆土下 層

50 ％ 墨書「子」

P L2 7

5 3 灰 粕 陶器 高台付兢 － （3，3） 7，7 長 石 ・石英 にぷ い黄橙 良好
底 部 回転へ ラ切 り後高台 貼 り付 け，
休部外 面 ロクロナ デ，内 面灰粕刷 毛塗 り

床 面
5％ 二川 カ

PL 2 6

54 灰 軸陶 器 壷 － （10 ．4） ［12．5 ］ 長石 ・石 英 ・雲母 黄褐 良好
底 部 回転へ ラ切 り後高台貼 り付 け，
休 部外 面 ロクロナ デ

覆土下 層
10％ 井ヶ谷78号

PL 26

55 土 師 器 小 形襲 ［14 ．2］ （15 ．0） －
長石・石英・赤色粒子 橙 普通

体 部外 面下位 へ ラ削 り，体 部外 面上位

ナデ， 内面へ ラナ デ．輪積 み痕
亀 覆土 中層 50％　　 P L 23

56 土 師器 璽 ［22 ．0］ （12．1）
－
長石・雲掛 赤色粒子 にぷい 赤褐 普通

口辺部 内 ・外 面桟 ナデ，休 部外面 ナデ ，
内面へ ラナデ ．輪積 み痕 覆 土下層 10％

第12号住居跡（第62～64図）

位置　調査区中央部のB2i7区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が3．70m前後の方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高は61cmほどで，各壁とも緩やか

に外傾して立ち上がっている。また，竃の両側に砂質粘土を貼った棚状施設を有している。

床　ほぼ平坦である。中央部南側から竃付近にかけて硬く踏み固められており，壁溝は西側の一部と南側から

南東コーナー付近まで確認されている。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚き口から煙道部まで145cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山

面に砂質粘土で構築されている。両袖部はわずかに遺存しており，袖部先端の床面に砂質粘土の痕跡が検出さ

れている。火床面は地山面を13cmほど皿状に掘りくぼめて使用しており，被熱のため赤変硬化している。壁外

への掘り込みは70cmほどで，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。
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竃土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
3　暗　褐　色　焼上ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子

微意
4　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中量，炭化粒子

微量

5　暗　褐　色　焼士ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　にぷい橙色　粘土粒子・砂粒多呈，焼土粒子微量
7　極暗赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
8　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量

9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量
10　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量
11明　褐　色　ローム粒子中量
12　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量，焼上粒

子微量

13　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック・炭化物微量

こ　　　こ　　＝

第62図　第12号住居跡実測図

14　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土粒
子微量

15　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中壷，粘土粒子・砂粒少量
16　にぷい橙色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック微量

17　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中鼠　焼土粒子少量
18　にぷい橙色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中畳
19　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック微量

20　にぷい橙色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
21暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
22　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
23　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量
24　にぷい橙色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量

25　灰　褐　色　粘土粒Fト砂粒中鼠　焼土粒子少量
26　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
27　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
28　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘＿上粒子・砂粒少量
29　にぷい赤褐色　焼十ブロック中畳，粘土粒子・砂粒少量
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棚状施設　北壁中央部の竃を中心として左右に設けられており，東側部分は奥行50cm前後，幅80cm前後で，西

側部分は奥行60cm前後，幅120cm前後である。大きさに違いはあるが両方ともほぼ長方形で，床面から60cmほ

どの高さで確認することができた。棚状施設の構築状況は，住居の掘り込みをした後に棚状施設部分を掘り込

み，覆土第12層に相当する砂質粘土を6cmほど壁全体と棚の掘り込み部分に貼り付け，その後，第11層に相当

する砂質粘土をさらに6cm前後貼り付けたと考えられる。また，棚状施設の粘土材は砂粒が多く，砂粒の少な

い竃材の粘土との違いが明確である。

ピット　4か所検出された。Plは深さ17cmである。P2もほぼ同規模であり，双方とも配置から出入り口施

設に伴うピットと考えられる。P3・P4は深さ18～27cmであるが，性格は不明である。柱穴の配列や位置を

想定して床面や遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土　21層からなる。ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積で

ある。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・粘土　11褐　　　　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土粒

粒子・砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子微量
2　窯　褐

3　暗　褐

4　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

7　褐

8　暗　褐

色

色

色

色

色

色

色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　　12　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多呈，ロームブロック・焼土粧
ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック中量，壌土ブロック・炭化物微呈　13　褐
ローム粒子中量，焼土粒子少墓，炭化粒子・粘　14　褐
土粒子・砂粒微量
ロームブロック少墓，焼土粒子・炭化物微量
ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒
子・粘土粒子・砂粒微量
ロームブロック中量，粘上粒子・砂粒少量，焼
土ブロック・炭化粒子微量

子・炭化物微呈
色　ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒微量
色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒
子・砂粒微量

15　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
16　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
17　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒

子・砂粒微量
18　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

9　褐　　　　色　ロームブロック・焼土ブロック少最，炭化物微量　19　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微是
10　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒　　20　褐　　　色　ロームブロック中量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　21暗　褐　色　ロームブロック少意

遺物出土状況　土師器片345点（杯類90，嚢類255），須恵器片128点（杯類69，嚢類51，鉢8），石器1点（砥

石），金属製品2点（刀子）の他に，混入したと考えられる弥生土器片10点が出土している。59は南西部コー

ナー付近の床面から出土し，体部外面に「田」と墨書されている。また，60は中央部と南東コーナー付近の覆

土下層から出土しており，底部外面に「万」体部外面に「万歳」と墨書されている。62は，広い範囲から破片

で出土しており，竃左側の棚状施設の破片とも接合したことから本跡の廃絶後に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第63図　第12号住居跡出土遺物実測図（1）
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第64図　第12号住居跡出土遺物実測図（2）

第12号住居跡出土遺物観察表（第63・64図）

［

二∈＝≡書芸去
I i

P　　　　　8

M2

10cm

L＿＿＿　；　　　［

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

61須恵器杯［13．2］4，6 6．2長石・雲母灰オリーブ普通
底部回転へラ切り後多方向のヘラ削り，
休部下端手持ちへラ削り 覆土中層55％　　PL23

59土師器高台付杯13．4（3．7）－長石・石英・雲母・赤色酎・にぷい橙普通底部糸切り後高台貼り付け 床面
90％墨書柏1」

PL23・27

60土師器高台付杯12．8 4．2 6．2長石・石英・雲秒針糊物明赤褐普通
底部回転へラ削り後高台
休部下位回転へラ削り，
貼り付け，

墨書
覆十下層
80％「万歳」「万」

PL23・27

62須恵器鉢22．9 13．3［14．2］長石・石英・雲母灰オリーブ普通
体部外面下端へラ削り．休部外面へラナデ
横位の叩き，内面へラナデ，輪積み痕棚上～覆土下層55％刻苦「＋」

65須恵器璽［20．4］（19，4）－
長石・石英・雲母灰白普通

頚部縦位の叩き後横ナデ

平行叩き，内面輪積み痕

休部外面縦位の

指頭痕・床面 30％　　　PL24

63土師器小形要［18．2］14．6 8．6長石・石英・雲母にぷい赤褐普通
休部外面下位へラ削り，休部外面上位ナデ，
内面へラナデ，輪積み痕，底部木葉痕招土中　～描土中55％　　PL24

64土師器小形聾［14．3］16．0［7．0］長石・石英・雲母・赤色粒子にぷい赤褐普通
口辺部内・外面横ナデ，休部外面下位

へラ削り，内面摩滅調整不明
床面 20％

番号器　種長さ帽厚さ重量材　質 特　　　徴 出土位置備　考

Q16砥石（5．6）4．32．1（85．5）軽石砥面3面 霞土中

番号器　種長さ幅厚さ垂墓材　質 特　　　徴 出土位置備　考

M2刀子（7．9）0．8 0．3（4．5）鉄 茎部の　一部，刃部から切先・茎都欠損 覆土中層 PL28

M3刀こ手（7．2）1．3 0．2（5，2）鉄 刃・茎部の一郎，切先・茎尻欠損 覆土下層 PL28
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第臓号健屠跡（第65ゆ66回）

位置　調査区中央部北側のB2h9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　一辺が3．60m前後の方形で，主軸方向はN－10－Eである。壁高は40cmほどで，各壁とも緩やか

に外傾して立ち上がっている。また，東側は耕作機械による撹乱を受けているため確認が困難であったが，竃

の両側に砂質粘土を貼った棚状施設を有していることが確認された。

床　ほぼ平坦である。中央部南側から竃付近にかけて硬く踏み固められており，壁溝は北側を除く三方向で確

認された。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚き口から煙道部までHOcmほどである。袖部は遺存しておらず，右袖

部と思われる砂質粘土の散らばりが床面にわずかに確認されたことから，袖部は床面と同じ高さの地山南に砂

質粘土で構築されていたと想定される。火床面は，地山南を7cmほど皿状に掘りくぼめて使用しており，被熱

のため赤変硬化している。壁外への掘り込みは45cmほどで，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がって

いる。

電土層解説

1　暗褐色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子

砂粒微量

3　黒褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク　0炭化粒子微量

8　褐　　　　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブ

ロック・炭化物微量

9　暗　褐　色　焼土ブロック少鼠ロームブロック・炭化粒子・

粘土粒子・砂粒微量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子の炭化粒子・粘土粒子0

砂粒微量

4　黒褐色　ローム粒子の焼土ブロック0炭化物e粘土粒子も砂粒11褐　　　　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブ

微量

5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子e粘土

粒子も砂粒微量

6　褐　　色　粘土粒子・砂粒多鼠　ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

7　暗褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼士粒子・

炭化粒子微量

ロック・炭化粒子微量

12　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

13　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子の砂粒少量

14　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土ブロック・炭化粒子微量

15　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中鼠　焼土粒子微量

16　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

17　赤　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

棚状施設　北壁中央部の竃を中心として左右に設けられているが，東側については撹乱を受けているため全体

の確認が困難であった。西側部分は奥行40cm前後，幅100cm前後のほぼ長方形であり，床面から40cmほどの高

さで確認されたが，中央部は後世の撹乱を受けている。棚状施設の構築状況は，東西とも住居の掘り込み後に

棚状施設部分を掘り込み，粘土を北壁全体と棚の掘り込み部分に貼り付けたと考えられる。

ぽット　4か所検出された。P3は深さ16cmであり，配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P

l e P2　e P4ほ深さ10～14cmであるが性格は不明である。柱穴の配列や位置を想定して床面や遺構の外側を

精査したが確認できなかった。

覆土　8層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　　5　暗褐色　ロームブロック少量，焼士粒子・炭化粒子・粘土粒

2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子

砂粒微量

3　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・
砂粒微量

4　暗褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量，ロームブロ

ック・炭化物微量

6　7　8　9　10

褐
窯

子・砂粒微墨

色　ロームブロック少量

褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

褐　色　ロームブロック中農

遺物出土状況　土師器片392点（杯類55，嚢類337），須恵器片123点（杯類25，棄類98）の他に，流れ込みと考

えられる縄文土器片が2点出土している。72は中央部の床面から出土している。

所見128は体部外面に「万口」と墨書されており，第12号住居跡出土の墨書「万歳」との関連性も考えられ，

本跡は第12号住居跡と同時期の9世紀後葉と考えられる。
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第66図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表（第65・66図）

？　．…＿」01m

番号種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　一上 色　調 焼成 手法の特徴 日日二位置 備　考

128 上師器 杯 ［11．8］は5） 長石・イ＿f英 にぷい黄柁普通内面へラ磨き 覆土中
5％豊治「万□」

PL27

67 土師器高台付皿［13．4］ 3，3 7．4 長石・＿英・雲母にぷい赤褐普通底部回転へラ削り後高台貼り付け 覆土中
40％塁書「□」

PL24

68 須恵器 鉢 ［296］（8．1） －
長才十石英・雲母 褐灰 良好

‖辺部外面縦位の叩き後械ナデ．休部外面
縦位の叩き，内面輪積み痕 覆土中 10％

69 t師器 兜 ［18．5］（13．1） － 長イト石英・雲母 橙 普通体部外由＿l二位ナデ，内面へラナデ．輪積み痕電粘土下層 15％

70 土師器 藍 ［19．6］（10．2） － 長石・｛英・雲け r樟 普通休部外面上位ナデ．内面へラナデ，輪積み痕屯覆土下層 15％

72 土師器 小形丑 －
（8，6） 4，9 長＿・石英・雲母 褐 普通

休部外面下位へラ削り，休部外面上位ナデ，
内面へラナデ，輪積み痕，底部木葉痕 床面 70％

第15号住居跡（第67～69図）

位置　調査区南東部のC3hl区に位置し，南へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南側に位置する第16号住居跡の大部分を掘り込んでいる。

規模と形状　南西部側は調査区域外へ延びているため，全体は確認できないが，北及び東壁と南東コーナーが

確認されたことから，一辺が4．40mほどの方形と推定され，主軸方向はN－80－Eである。壁高は44cmほどで，

確認された壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。また，竃の両側に砂質粘土を貼った棚状施設を有してい

る。

床　軟質でほぼ平坦である。壁溝は確認されなかった。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚き口から煙道部まで170cmである。袖部は遺存しておらず，床面にも

砂質粘土の痕跡はないが，床面と同じ高さの地山面に構築されていたと推定される。火床面も地山面を使用し

ており，被熱のため赤変硬化している。中央部には土製の支脚2本が並列して据えられており，左の支脚には

高台付皿が逆位の状態で被せられていた。壁外への掘り込みは55cmほどで，煙道は火床部から外傾して緩やか

に立ち上がっている。
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竃土層解説

1にぷい赤褐色　廃土ブロック少鼠　ローム粒子0粘土粒子・
砂粒微量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼士粒子・粘土粒子・砂粒微量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロックe炭化粒子・粘土粒子e砂粒少鼠
ロームブロック微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠　粘土粒子0砂粒少鼠　炭化
粒子微量．：

5　赤　褐　色　粘土粒子・砂粒中鼠　焼土ブロック・炭化粒子
少量

6　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，焼士ブロック・炭化粒子・
粘土粒子・砂粒微量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック中鼠　炭化粒子少量・粘土粒子・
砂粒微量

色
色
色
色

褐
欄
誓

赤
に
明
赤

8

9

1

0

H

12　赤　褐

13　灰　褐
色
色

焼土粒子も粘土粒子・砂粒多量

廃土ブロック少量，粘土粒子e砂粒微量
焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒中量

粘土粒子・砂粒多鼠　焼土粒子中量，炭化粒子
少量

焼土ブロック・粘土粒子の砂粒多量
炭化物・粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック
微量

14　賠　赤　褐　色

15　暗　赤　褐　色

16　にぷい赤褐色

17　暗　赤　褐　色

18　赤　褐　色

19　にぷい赤褐色

20　暗　赤　褐　色

21にぷい赤褐色

22　暗　赤　褐　色

23　にぷい赤褐色

24　にぷい赤褐色

焼土ブロックe粘土粒千・秒粒中量，ローム粒
子少壷

焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子
微量

粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土ブ
ロック微量

廃土ブロック・粘土粒子・砂粒少鼠　ロームブ
ロック・炭化物微量

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂
粒少量

粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・廃土ブ
ロック微量

焼土ブロック中鼠　粘土粒子・砂粒少数　ロー
ム粒子微量

焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒微量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロッ
ク少量

粘土粒子も砂粒中鼠　焼土ブロック・ローム粒
子微量

棚状施設　北壁中央部の竃を中心として左右に設けられておりラ東側部分は奥行70cm前軋幅140。m前後で，

西側部分は奥行60cm前後　幅粥cm前後である。太きさに違いはあるが両方ともほぼ長方形で，床面から58。mほ

どの高さで確認された。棚状施設の構築状況は，住居の掘り込みをした後に棚状施設部分を掘り込み，まず，

ピット土層第3層に相当する砂質粘土を6cm前後北壁に貼り付け，その後ピット士層第2層に相当する砂質粘

土を8cmほど貼り付けている。また，棚の掘り込み部分には覆土第23層に相当する砂質粘土を4cmほど貼り付

けた胤覆土第22層に相当する砂質粘土を6cm前後貼り付けたと考えられる。棚状施設の粘土材は砂粒が多く，

砂粒の少ない竃材の粘土との違いが明確である。

ぽット　竃の左右に2か所検出された。双方とも深さは100cmほどである。床面を精査したがその他の柱穴は

確認できなかった。
P2土層解説

1にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多鼠　ローム粒子∵焼土隊子・　4　暗　褐　色　ロームブロック少亀焼土ブロック微量
炭化粒子微量

2　褐　　　色　粘土粒子。砂粒中量，ローム粒子少量，焼土ブ
ロック微量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物
粘土粒子・砂粒微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量，粘土粒子0砂粒微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロッ

ク微量

覆丑　23層からなる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。
土層解説

1窯褐色　ロームブロックe焼土ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック・炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量，炭化物微量
6　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
9　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
10　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量

H　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土
粒子・砂粒微量

12　暗褐色　ローム粒子中量，廃土ブロック・炭化物・粘土粒子・
砂粒微量

13　褐 色

色
色
色
色
色

褐

褐
褐
暗
褐
褐

4

7

　

5

　

6

　

7

　

臭

U

l

 

l

 

l

 

l

 

l

19　暗　褐　色
20　暗　褐　色

21褐　　　　色

22　褐　　　　色
23　にぷい黄褐色

ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子・
砂粒微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック中量，焼土ブロック微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブ
ロックさ炭化粒子微量

ロームプロ・ツク少量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂
粒少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼士粒子微量
粘土粒子・砂粒多鼠　ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片1775点（杯類248，嚢類1527）須恵器片242点（杯類33，聾類2略蓋3），灰粕陶器片

5氏瓦主産（平瓦），鉄製品主産（釘がの他に，混入したと考えられる縄文土器片2息弥生土器片4点

が出土している。74と82は南東側コーナー付近，75と83は竃内からそれぞれ出土している。特に，83は竃内支

卿の上から逆位の状態で出土している。86は，底部内面の和の状況から長頚瓶と考えられ，81e139は尾北産

と考えられる高台付椀である。

所凰　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第67図　第15・16号住居跡実測図
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第68図　第15号住居跡出土遺物実測図（1）
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第69図　第15号住居跡出土遺物実測図（2）

第15号住居跡出土遺物観察表（第68・69図）

10cm

ト　＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号 種　別 器　種 ［］径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

73 土師器 土不 13．3 3．7 6．3 長石・雲母 橙 普通
底部回転へラ切り後一方向のヘラ削り，
休部下端手持ちへラ削り

電確認面 98％　　 PL24

74 土師器 杯 13．2 4．6 6，0 長石石英・雲母・赤色酎 にぷい橙 普通
底部回転へラ切り後多方向のヘラ削り．

体都下端手持ちへラ削り
覆土下層 90％　　 PL24

75 土師器 杯 13，4′ 4．2 6．5 長石・石英・赤色粒子 橙 普通
底部回転へラ切り後多方向のヘラ削り，

体部下端手持ちへラ削り
竃煙道部 40％　　 PL24

79 土師器 珂・ ［12．0］ （3．3） －
長石・石英・赤色粒子 橙 普通体部外面ロクロナデ，内面へラ磨き 覆土中層 5％墨二占「□」

80 須恵器 杯 ［13，0］ 4．3 ［6．2］長石・石英・雲母 黄灰 普通
底部回転へラ切り後へラ削り．

休部下端手持ちへラ削り
覆土下層 25％

82 土師器 高台付杯［15．5］ 5．4 8．3 長石・石英・赤色粒子 橙 普通底部回転へラ削り後高台貼り付け 床面 65％　　 PL24

81 灰軸陶器高台付椀［16．8］ （4，2） －
長石・石英 にぷい黄 良好

休部外面下位回転へラ削り．
外面上位ロクロナデ，内面灰粕刷毛塗り

覆土中 5％篠剛7号カ

139 灰寒由陶器高台付椀［14．6］ （2．9） － 長石・石英
にぷい黄 良好休部外面ロタロナデ，内面灰粕刷毛塗り 覆土中層 5％篠岡47号カ

83 土師器 高台付皿 13．2 2．9 6．4 長石・石英・赤色粒子 橙 普通底部回転へラ削り後高台貼り付け 電覆土中 90％　　 PL24

84 須恵器 鉢 ［30．0］（11．6） － 長石・石英・雲母・赤色拉子
にぷい橙 普通

休部外面縦位の叩き，内面へラナデ，

輸積み痕
磁火床面 10％

85 須恵器 鉢 －
（8．3）［15．5］長石・雲母・赤色粒子 褐 普通

体部外面下端へラ削り，内面へラナデ，

輪積み痕
覆土下層 10％

86 須恵器 長頚瓶 －
（19．5） 7．7 長石・石英 灰黄褐 普通

底部回転糸切り後高台貼り付け，休部下端

回転へラナデ
床面 20％

87 須恵器 水瓶 ［5．5］（5．1） －
長石 褐灰 良好口辺部ロクロナデ，自然粕 覆土中 5％

88 土師器 斐 20．1 （12．5） － 長石・石英・雲母
にぷい橙 普通休部外面上位ナデ，内面へラナデ，輪積み痕 電覆土中層 15％

89 土師器 璽 ［20．6］ （9，5） －
長石石英・雲母・赤色桂子 明赤褐 普通休部外面上位ナデ，内面へラナデ，輪積み痕 竃覆土中層 15％

91 須恵器 甑 － （10．7）［16．9］長石・雲母 灰黄 普通
休部外面下位へラ削り，休部外面中位縦位

の平行叩き，休部内面へラナデ，輪横み痕
床面 10％

TP9 須恵器 要 （4．9） 長石・石英 褐灰 普通
休部外面へラナデ後8本の柿歯工具による

横状波走文．内面輪積み痕
覆土下層 5％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重逼 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

T l 平瓦 ほ2）（4，8） 1．5 （71，3）長石・石英・雲母・赤色桂子 橙 普通凹面糸切り痕，布目痕，凸面縄叩き 覆土中 5％

番号 器　種 長さ 幅・厚さ 重量 材　質 特　　　 徴 出土位置 備　考

M 4 不明 （4，3） 0．5 3．0 （3．0） 鉄 棒状で断面が方形，釘或いは敗の茎部カ 覆土下層

81－



窮肇　考住居跡　第紺図）

位置　調査区南東部のC3hl区に位置し，南側に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　はぼ全体が第15号住居に掘り込まれており，南西部は調査区域外へ延びているため規模は確認でき

ない、、

規模と形状　床面の下まで第15号住居に掘り込まれた状態で検出されたため　南北軸．柑m9東西如。20mほど

しか確認されず，方形または長方形と推定される。竃火床面の遺存状態から判断して主軸方向はN－H。－Eでラ

壁は第15号住膚に掘り込まれているため確認できなかった。

床　確認された部分はほぼ平坦である。壁溝は確認されなかった。

竃　第15号住居に掘り込まれているために道春状態は悪く，北壁の中央部と思われる位置に火床面と右袖部の

一部が確認されただけである。火床面は北壁部の外側の床面と同じ高さの地山南を使用したと考えられ，被熱

のため赤変硬化している。また9右袖部と思われる砂質粘土の残存部が確認された。

竃土層解説

1暗褐色　焼土ブロック中鼠　粘土粒子e砂粒少鼠　ロームプロ
ック微巌

だッ紅　桂穴の配列や出入り口施設の位置を想定して床面と遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆豊　第15号住居に掘り込まれたため残存していない。

遺物出羞状況　出土していない。

所凰　時期は，遺物が出土していないことから判断することが難しいが，9掛妃複葉と考えられる第蟻号住居

に掘り込まれているため9世紀後菓以前と考えられる。

第鰭号健贋跡（第70。71囲）

位置　調査区南東部のD3a4区に位置しタ南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　一辺が2・70mはどの方形で，主軸方向はN－120－Eである。壁高は25～35cmで，各壁とも緩やか

に外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部南側から竃付近にかけて硬く踏み固められているが，壁溝は確認されなかった。

竃　北壁の中央部に付設されておりタ焚き口から煙道部まで105cmほどである。左袖部は床面と同じ高さの地

山面に砂質粘土で構築されているが，右袖部は遺存しておらず，床面に砂質粘土や焼土粒子の散らばりが確認

できただけである。火床面も袖部と同様の地山面を6cmほど皿状に掘りくぼめて使用しており，被熱のため赤

変硬化している。中央部には土製支脚が据えられており，小形の嚢が逆位で被せられていた。壁外への掘り込

みは65cmほどでテ煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説

1黒褐色　粘土粒子・砂粒少鼠　ロームブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子e粘土粒子・砂粒少量

3　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子・砂粒微量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック。炭化物・粘土粒子・
砂粒微量

5　暗褐色　焼士粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

6　暗赤褐色　廃土粒子中鼠　ローム粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒
微量

7　褐　　色

8　窯褐色
9　暗褐色

10　＝黒褐色

11褐　　色

12　褐　　色

ロームブロック中鼠　焼土ブロック・炭化物・粘土
粒子・砂粒微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

ロームブロック・粘土粒子・砂粒微量

焼土粒子中鼠　粘土粒子・砂粒少鼠　ロームブロッ
ク・炭化物微量

焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・粘土
粒子・砂粒微量

ぽット　柱穴の配列や出入り口施設の位置を想定して床面と遺構の外側を精査したが確認できなかった。

床面や遺構の外側を精査したが柱穴は確認できなかった。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。
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土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　明褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片171点（杯類75，整類96），須恵器片52点（杯類9，嚢類43）の他に，流れ込みと考え

られる縄文土器片が2点出土している。92・93は北東コーナー付近から出土している。100は支脚の上に逆位

で被せられた状態で出土しているが，北東コーナー付近の床面から出土した遺物とも接合関係にあり，住居廃

絶後の埋没過程の早い段階で竃が崩れ流れ出したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第70図　第17号住居跡・出土遺物実測図

－　83

0　　　　　　　　　　　　10cm

トl……・I　－l i



0　　　　　　10cm

ト　　　ト　l

第71図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第70・71図）

10cm

一十二二二二∃

番 1ノー 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 」二 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位匿 備　 考

92 土師器 杯 13．0 4．1 6．6 長石・イーi英・雲母 明赤褐 普通
底部同車
休部下妻
ヘラ切り後回転へラ削り，

回転へラ削り
床面 90％　　 PL24

93 †二時器 杯 ［13，9］ 3．9 6，8 長存雲掛赤色粒1・にぷい褐 普通
底狛可車
体部下粛
ヘラ切り穣一一方向のヘラ削り，
手持ちへラ削り 覆⊥下層 50％

95 1 師器 ー高台付jnl 14．5 3．9 ［6，2］長わ・雲母 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ削年後高台貼り付け 覆土 F 層 35％

96 土師器 高台付Ⅱ 14．5 （2．3） － 長石・雲母 橙 普通 底部回転へラ削り後高台貼り付け 寵寺婁上中層 85％

98 十師器 璽 ［16．9］ 17．2 10．9］長石・石英・雲母 明赤褐 普通
休部外面下位へラ別軋休部外面上位ナデ，
内面へラナデ 竃火床面～床面 40％

100 士帥器 小形璽 － （8．0） 7，0 長石・雲母 にぷい橙 普通
体
輪
外面卜位へラ削れ，内面へラナデ，

み痕
電文脚上～床面 25％

101 須恵器 人藍 ［24．7］ （16，2） 長石・石英 J天 普通
頭部沈楓

による横走

よる柵位の凶舶射酎馴夫l二具
皮状文施文 電薇士中層 10％

102 須恵器 甑 － （21．2） 14．8 長イ十石英・雲母 尿 普通
休部外面「位格子状の叩き，休部外面卜端

へラ削り，内面へラナデ，指頭痕
電文臥1二～床面 40％　　 pL25
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第18号住居跡（第72・73図）

位置　調査区南東部のC3j7区に位置し，南東へ緩やかに傾斜する台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　一辺が3．25mはどの方形で，主軸方向はN－7。－Wである。東部分は主軸にほぼ平行するように

北壁から南壁にかけて根切り溝による撹乱を受け，南東コーナー付近は削平されている。確認された壁高は4

－40cmで，各壁とも緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほほ平坦である。中央部南側から竃付近にかけてよく踏み固められている。壁溝は北西側と南西側のそれ

ぞれのコーナーで一部確認されている。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚き口から煙道部まで92cmである。袖部は遺存しておらず，床面にも砂

質粘土などの痕跡は見られないが，床面と同じ高さの地山面に構築されていたと推定される。火床面も袖部と

同様に地山面を8cmほど皿状に掘りくぼめて使用しており，被熱のため赤変硬化している。壁外への掘り込み

は55cmほどで，煙道は火床部から外傾して媛やかに立ち上がっている。

竃土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
3　にぷい褐色　ローム粒r・・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒

子・砂粒微遺
4　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
5　明　赤　褐　色　粘土粒千・秒粒少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化粒子微量
6　にぷい褐色　粘＿l二粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼．＿Lブロッ

ク・炭化粒子微量
7　赤　褐　色　焼上粒子中量，ローム粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒ト砂粒微量
9　赤　褐　色　焼土ブロック・粘十粒子・砂粒少音，ローム粒

子微量
10　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒微量
11赤　褐　色　ロームブロック多量．粘I二粒子・砂粒微量
12　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少最，ローム粒

子・炭化粒子微屋
13　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ローム粒

f　　　三＜

第72図　第18号住居跡実測図

子・炭化粒子微量
14　暗　褐　色　焼士ブロック・粘土粒千・秒粒少量
15　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒

少鼠　ローム粒子微量
16　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒

子微量
17　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量
18　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化

物微量
19　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，

炭化物微量
20　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘一上粒子・砂粒

微意
21暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒了・・砂粒微意
22　明　赤　褐　色　焼土ブロック中童，炭化粒子少量，粘土粒子・

砂粒微量
23　赤　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・粘土粒子・砂

粒微量

」L24．2m
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ピット　1か所検出された。Plは深さ61cmであり，配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。柱穴

の配列や位置を想定して床面や遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土10層からなる。ロームブロックなどを含んだブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼上ブロック・炭化粒子微量

2　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微呈

3　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼士ブロッ
ク・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒了‥砂粒少量，炭
化粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

8　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

9　褐　色　ロームブロック微量

10　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片148点（杯類39，嚢類109），須恵器片80点（杯類44，嚢類36）の他に，混入したと考

えられる縄文土器片6点が出土している。105は両壁側中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第73図　第18号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡出土遺物観察表（第73図）

0　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿」＿一二＿　」

番号 種　別 器　種 L」径 器高 底径 胎　－l二 色　調 焼成 手法の特徴 抽上位置 備　考

104 土師器 杯 ［14．6］
l
4．6 1［6．5］雲母・赤色粒子 にぷい黄橙普通底部回転へラ切り，休部下端手持ちへラ削り覆土中 30％

105 須恵器 杯 13，7 4，4 7．0 長石・石英・雲母 灰 普通
底部回転へラ切り後多方向のヘラ削り．

休部下端手持ちへラ削り
覆上下層 85％　　 PL24

106 土師器 藍 ［24．2］（8．1） － 長石・石英・雲け・赤色塞け 赤褐 普通
「1辺部内・外面横ナデ，休部外面ナデ，

輪積み痕
覆土下層 10％

107 須恵器 鉢 ［27．6］（14，3）　－ 長石煽英・雲母・赤色粒子 黒褐 普通
口辺部内・外面横ナデ，休部疑格子状の
叩き，横位のヘラ磨き 覆土下層 10％
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第20号住居跡（第74・75図）

位置　調査区南東部のC3e7区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸3．34m，短軸2．75mのやや東西に長い長方形で，主軸方向はN－180－Eである。壁高は24cmほ

どで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　耕作機械による撹乱を激しく受けており，遣存する床はほぼ平坦であるが，硬化面や壁溝などは確認でき

なかった。

竃　竃の中心部や両袖部を耕作機械によって著しく壊されているが，両袖部のわずかな遺存状態から，北壁の

中央部よりやや西寄りに付設されていたと推定できる。袖部は床面と同じ高さの地山面に砂質粘土で構築され

ており，遺存する袖部幅は80cmである。火床面はわずかに遺存しており，袖部と同様の地山面を皿状に掘りく

はめて使用し，被熱のため赤変している。

竃土層解説

1　にぷい黄褐色　粘土粒1一・砂粒中最，焼土ブロック・炭化物少

量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒

子・炭化粒子微量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒r・砂粒少

量，ローム粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼L粒了・・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子微量

5　暗　赤褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・
炭化物微量

6　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，炭化粒丁一

微逼

7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒少量

8　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ロームブロック微量

9　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量

ピット　1か所検出された。Plは深さ24cmで，配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。柱穴の配

列や位置を想定して床面や遺構の外側を精査したが確認できなかった。

第74図　第20号住居跡実測図
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覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土屑解説

1　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒

子・砂粒微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　色　ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片86点（杯類8，嚢類78），須恵器片38点（杯類28，璽類9，蓋1）が出土している。

110は北西コーナー寄りから，112は中央部南東側から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第75図　第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表（第75図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種U径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

108須恵器杯［13．8］4．76．4長石・石英・雲母灰黄褐普通
底部回転へラ切り後多方向のヘラ削り，
休部下端手持ちへラ削り 覆土下層70％　　PL23

109須恵器蓋14．3（2．5）－長石・石英・雲母黄灰良好
天井部右回りのヘラ削り 覆上中層75％　　PL25

110士師器襲［19．2］（8．5）－長石・石英・雲母・赤色粒子にぷい橙普通
口辺部内・外面横ナデ，内面へラナデ覆土下層5％

111土師器整［18．4］は3）－
長石・石英・雲母にぷい橙普通口辺部内・外面横ナデ，内面へラナデ覆土中層5％

112土師器愛［18．6］（4．9）－
長石・石英・雲母にぷい橙普通口辺部内・外面横ナデ，内面へラナデ覆土下層5％

113土師器愛－（7．9）
［8．6］長石・石英・雲母・赤色粒子柁普通

休部外面下位へラ削り後へラ磨き．

内面へラナデ，輪積み痕，底部木葉痕覆土上層5％

第22号住居跡（第76・77図）

位置　調査区南東部のC4g3区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　耕作による削平を激しく受けているため南・東側の壁が確認されなかったが，南東側の床面が露

出した状態で検出されたことや竃の位置・硬化面の広がりなどから判断して，N－180－Eを主軸方向とする長
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軸3．38m，短軸3．00mのやや東西に長い長方形と推定される。確認された壁高は12cmほどで，外傾して立ち上が

っている。また，確認面では住居外への砂質粘土の散らばりは検出されなかったが，竃左壁に砂質粘土が貼り

付けられており，棚状施設を有する可能性が考えられる。

床　耕作などで激しく削平されているが，遺存する部分はほぼ平坦で，南西側の中央部から竃付近までよく踏

み固められている。壁溝は確認されなかった。

竜　北側壁が完全に確認されていないが，北壁の中央部に付設され，焚き口から煙道部まで75cmである。袖部

は床面と同じ高さの地山面に構築されていたと考えられるが，砂質粘土の痕跡は確認できなかった。火床面は，

地山面を10C皿lほど皿状に掘りくぼめて使用しているが，赤変された部分は確認できなかった。壁外への掘り込

みは42cmほどで，煙道は火床部から外傾して立ち上がっていたと推定できる。

寵土層解説

1暗赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　5　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量

2　暗赤褐色　ロームブロック少量，粘土粒子・砂粒微量　　　　　6　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒・粘土粒子・砂粒

3　赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少景　　　　　　　　　　　　　　　　微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

棚状施設　竃の西側壁に砂質粘土が貼り付けられており，棚状施設を有する可能性が考えられる。しかし，確

認面では粘土の広がりを検出できなかったので平面形については不明である。

ピット　柱穴の配列や出入り口施設の位置を想定して床面と遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　明褐色　ローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　明褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片27点（杯類8，嚢類19），須恵器片22点（杯類15，嚢類7），鉄製品2点（刀子）が出

土している。115は竃前左側の焚き口付近の床面から出土している。

所見　本跡は，耕作による削平が激しいため確認できた覆土はわずかであり，時期を判定する遺物が少ないが，

時期は9世紀後半と考えられる。

i　。

UD
△　　　　／

M7●116　！

第76図　第22号住居跡実測図
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第77図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表（第77図）

てこ∴∴二‾二

P M8

°　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　考

115土師器土不［13．2］4，15．6長石・石英・雲母明赤褐普通蛸回転へラ切り後多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り床面50％

116須恵器鉢［24．0］（4．7）－雲母・赤色粒子にぷい橙普通「1辺部内・外面横ナデ．休部縦位の平行叩き，輪積み痕覆土下層5％

番号器　種長さ幅厚さ車道材　質 特　　　徴 出土位置備　考

M7刀子（11．3）2．70．2（17．4）鉄フノ身・茎部の一一一部，切先・茎尻欠乱　一部に繊維質付着床面100％　　PL28

M8ノJ子（7．8）1，50．3（9．0）鉄刀身・茎部の　一部，切先・茎尻欠損 床面90％　　PL28

第23号住居跡（第77・78図）

位置　調査区南東部のC4g4区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　耕作による削平を激しく受けているため南・東側の壁が確認されなかったが，南東側の床面が露

出した状態で検出されたことや竃の位置・硬化面の広がりなどから判断して，N－330－Eを主軸方向とする一

辺が3．20mはどの方形と推定される。確認された壁高は30cmほどで，外傾して立ち上がっている。また，確認

面では住居外への砂質粘土の散らばりは検出されなかったが，竃の西側の壁に砂質粘土が貼り付けられており，

棚状施設を有する可能性が考えられる。

床　耕作などで激しく削平されているが，遺存する部分はほぼ平坦で，南西側の中央部から竃付近までよく踏

み固められている。壁溝は確認することができなかった。

竃　北東側壁が完全に確認されていないが，北東壁の中央部に付設され，焚き口から煙道部まで85cmである。

袖部は床面と同じ高さの地山面に構築されていたと考えられるが，砂質粘土の散らばりは確認できなかった。

火床面は，地山面を23cmほど皿状に掘りくぼめて砂質粘土を充填して使用しており，赤変している。壁外への

掘り込みは65cmほどで，煙道は火床部から外傾して立ち上がっていたと推定できる。

竃土層解説

1にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子　　5　暗赤褐　色　焼土粒子中最，粘土粒子・砂粒少量
微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック微量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量

4　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒

子微量

6　にぷい赤褐色　焼土粒了∵少量，ローム粒子微量

7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

8　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少鼠　ロー

ムブロック・炭化物微量

棚状施設　竜の西側壁に砂質粘土が貼り付けられており，棚状施設を有する可能性が考えられる。しかし，確

認面では粘土の広がりを検出できなかったので平面形については不明である。

ピット　柱穴の配列や出入り口施設の位置を想定して床面と遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。
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土屑解説

1暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片28点（杯類7，嚢類21），須恵器片10点（杯4，蓋6）の他に，流れ込みと考えられ

る弥生土器片2点が出土している。118と120は著しく二次焼成を受けており，竃内で支脚に転用されていたと

考えられる。121は竃焚き口前左側と竃内から出土したものが接合し，122は竃内から一括で出土しているが，

胎土や調整などの特徴から同一個体であると考えられる。

所見　本跡は，耕作による削平が激しく，確認できた覆土もわずかであったが，遺物のほとんどが竃内や竃付

近から出土している。時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。

⑥

第78図　第23号住居跡・出土遺物実測図
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第関憫　第23号住居跡出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表（第78◎79回）

0　　　　　　　　　　　　10crn

：＿　＿‥＿　＿＿＿‥＿．＿＿＿＿＿＿＿＿‥＿＿

番号種　別器　種口径器高底径
一　胎土 ！色調

焼成 手法の特徴
l
酢土位置 備　考

118 須恵器 杯 13．4i 4・0 6．8
】
長石菌数雲掛赤色酎一にぷい赤褐普通底部回転へラ切り後多方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り 竃火師表上狛面60％　二次焼成

1ユ9 須恵器 杯 ［13．8］4．3 賂1］長石イ了英・雲母 灰 普通
i
底部回転へラ切り，休部下端手持ちへラ削り竃内覆土上層10％

120 土師器高台付杯［12．4］（4．3）－長石有卦雲母・錮犬鉱物　　橙 普通底部回転へラ切り後高台貼り付け 竃火床面～床面50％二次焼成

121 須恵器 蓋 14．5 3．4 －
長石菊英濱町「柑

良好天井部右回りのヘラ削り 床面～電火床面65％　　PL25

122
土師器［
小形婆
」
［12．4」
l
（15，4j ［7．4〕長石・石英・雲母 明赤褐普通

休部外敵持去へラ削り，体部外面上位ナデ言
輪積み痕，内面摩滅調整不明 電火床面～床面10％

124 土師器小形婆［14月］（4．7）…長石e雲母 橙 普通＝辺部内・外面横ナデ，船積み痕 覆土下層 5％

表7　竪穴住居跡　一覧表

番
【二Iが′ケ
」㌧㌧主望見 …⊥」上山L

！

l　′　‾
規模（rn ）

壁高 ＿⊥＿一＿＿‘コ、i 内 部 施 設 ト

主な出土遺物

。漂芸日 精

止　＿＿一 上す　　回 平田　ノ （長軸×短軸） （cm ） ＼ ‾聖 桓 穴出入車 ット

3 B l aO Nサ46 0－W
巨 方形

5．90×4．80 36
回 1

12
炉十 恒

弥生土器，紡錘軋腰摘発 弥生時代後期

4 B 2 C2 N－29 0－E 方形 3．84×3．74 18
心 2 i ㍉ 5

i　 i　 i

炉1 日

l

5世紀臓 i

5 B 2 f2 N －4 0－E 方形 3．57×3．45 22～26
つ 弓 1 2 恒

ム 5世紀中葉

6 B 2 d7 N ＿120＿W ［方形］ 3．55×（3．15） 1 1 －
つ － 自然 土師器，須恵器 9世紀後葉

7 B 2 g4 N －560＿W 長方形 6．16×5．23 12～車 中 3 巨
4 炉 1 自然 弥生土器 弥生時代後期 i

8 B 2 j2 N ＿2仁 W 方形 2．91×2．8 6
30 恒

－ 1 － 竜† － 9世紀前葉以前

9 C 2 a3 N ＿00 長方形 3．71×3．2 6 64 1
i i竃2 「 9酬 摘 葉 ！

10 iC 2 C7 N－11。－W 方形 3．12×2．96 一部 －
つ つ 竃十 回 土師乳 須恵器

9世紀後葉以前

11 C 2 b 6 N －20－E 方形 3．9 4×3．93 41～44
湖 上 巨 1 i竃1

－
9世紀後葉 i

12 B 2 i7 N －2。－E 方形 3．88×3．58
61 恒 つ 弓 2 i電 1 つ 人為 土師器，須恵器，刀子 紺 紀後葉 i

13 B 2 h9 N－1 0－E 方形 3．76×3．50 40 平坦
つ 一 日 3 恒 「 回 土師器，須恵器　 l 9‾醜 後葉 i

15 C 3 h l N －80－E 方形 4．55×4．21 44 恒 つ － つ 2 ！竃 1 日 人為
土師器，須恵器，灰粕陶器 9世紀複葉 i sIユ6→本跡

16 C 3 h l ＼－1「－E － （3．20×2．10） 恒 つ つ つ 可 つ 不明 9世紀後葉遠 1 本跡→SI15

17 D 3 a4 N －12 0－E 方形 2．75×2．55
25～35回 － 斗 十 竃 1上 唇

土師器，須恵器 9世紀後葉 i

18 C 3 j7 ＼lγ∴Ⅵ’ 方形 3．2 6×3．24
4～40 回 斗 十 竃1 i 中 中 二師鼠 須恵器　 ！ i

9世紀中葉 i

19 C 3 d6 N －360－W 方形 5．27×5．24
3中 叫 叫 弓 つ － 竃十 回 土師鼠 支卿　　 …6世紀複葉 i

20 C 3 e7
！
N －180－E ［長方形］ 3．34×2．75 十 日 十 i竃十 回 土師器凰 緒 9榊 押 葉 ！

22
C 4 g 3 i

N －2 29－E

l

［長方形］ ［3．38×3．00］ 12 恒 十 「 「 回 つ 叫 土師器凰 蟻　 ！9世紀後半 i

】
23 C 4 g 4 N －33。－E

！
［方形］ 3．2 3×［3．20］ 28 回 つ つ つ つ 竃 1 「 回 土師器，須恵器 9郎 己後半 i

－　　92　－－



（2）火葬墓

第1号火葬暮（第80・81図）

位置　調査区南東部のC3h8区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　径65cmほどのほぼ円形で，確認面から底までの深さは35cmほどである。壁はいずれもやや外傾し

ながら立ち上がり，最上部は大きく開いている。底面は平坦で，炭化物の充填による被熱のため極暗褐色に変

色している。

覆土　4層からなり，骨蔵器の周りに木炭が多量に詰め込まれている。

土層解説

1明褐色　ローム粒子・炭化物中還，焼土粒子微量　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子・尉ヒ物少巌

2　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少呆　　　　　　　　　　4　暗褐色　炭化物極めて多鼠ローム粒子少量，焼土粒子微鼠

遺物出土状況　土師器1点（杯）須恵器2点（鉢・嚢）が出土しており，耕作によってそれぞれ一部が欠損し

ている。嚢には多量の火葬骨が納められ正位の状態で出土している。杯は口縁が破損した状態で底部が嚢内に

落ち込んでいたことから，正位の状態で窯に蓋されていたと想定できる。また，鉢は底部を破損しているもの

の逆位の状態で骨蔵器（須恵器聾）にかぶせられていた。骨蔵器の中からは頭骨，顎，歯，大腿骨などが確認

されているが，性別や年齢については不明である。火葬骨全体の重さは1．5kgほどである。

所見　当骨蔵器は，土坑を掘り込んで埋納しているが，底面が被熱していることから，土坑内で火を炊いた可

能性や火葬の際の燃え残りを土坑に入れたための被熟の二通りが考えられるが，壁面部に被熱痕が認められな

いことから，燃え残りを入れたものと想定できる。埋納法は，掘り込んだ土坑にまだ熟を持っている木炭を入

れ，次ぎに，納骨した聾を置いてから肩部分まで木炭を充填し，その段階で杯で蓋をし，鉢を被せ，最後に全

体に木炭を充填したものと考えられる。時期は，出土土器から9世期後葉と考えられる。

ヽ」遜
第80図　第1号火葬墓実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　一つ

第81図　第1号火葬墓出土遺物実測図
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第1号火葬墓出土遺物観察表（第81図）

番 －リー 種　 別 器　 椎 ‘日 経 器 高 底 径 胎　 ＿I二 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 士 位 置 備　 考

13 3 土 師 器 杯 ［19 6 ］ 7 ．6 8．8
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
楕 良 好

底 部 多 方 向 か らの ヘ ラ削 り， 休 部 外 面

卜端 へ ラ削 り，日 辺 部 外 面 横 ナ デ
廿 蔵 掛 fl 6 0％　　 PL 2 5

1 3 2 須 恵 器 鉢 31．4 （16 ．8） －
長 石 ・石 英 ・雲 母 灰 I！1 普 通

体 部 外 面 下 位 へ ラ 肖

縦 位 の Jlく行 叩 き，l人

り， 休 部 外 面 上付．

附 旨頭 痕 ， 輪 積 み 痕
甘 蔵 器 上

70％　 逆 位

P L 2 5

13 4 須 恵 器 丑 －
（3 1．0） 1 6．2 表すト石 英 ・雲 母 灰 白 良 好

休 部 外 面 下 位 へ ラ削 り， 体 部 外 油日 二位

縦 位 の 平 行 叩 き ，内 面 当 て 具 痕 ．輪 積 み 痕
床 直

80％　 底 面 ・

外面一一部焦げ軋 PL 25

（3）土坑

第9号土坑（第82図）

位置　調査区中央部南側のC2e8区に位置している。

重複関係　北西側の一部が第1号溝に掘り込まれており，南東側の一部は第22号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　径が1．20mほどの円形で，確認面からの深さは66cmである。壁は外傾して立ち上がっており，底

面はほぼ平坦である。

覆土　7層からなり，レンズ上の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒f・微意
3　褐　色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少最

5　褐　色　ロームブロック・焼土粒f・炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック微量
7　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器1点（杯），灰粕陶器1点（水瓶）が出土している。水瓶は胎土や手法の特徴などから

黒笹90号窯式と考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。性格は不明である。

0　　　1m

l‥＝二⊥二二」

第82図　第9号土坑・出土遺物実測図

第9号土坑出土遺物観察表（第82図）

l　　　　　十…　　　l

番号種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 山一上位置 備　考

137 土師器 J不 （28）賂6］長石イf英・赤色粒子 橙 普通休部卜端手持ちへラ削り 港土中 5％墨番「□」

130灰紬陶器 水瓶 （9．1） 長了十石英 にぷい蓑橙良好休部外面ロクロナデ 覆土卜層 10％窯笹9粥・窯式

第51号土坑（第83図）

位置　調査区中央部北側のB2e7区に位置している。

規模と形状　長径82cm，短径76cmのほぼ円形で，確認面からの深さは24cmである。壁は緩やかに外傾しており，

底面はほぼ平坦である。

覆土　2層からなるが，ブロック状の堆積状況を示す人為体積である。
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禦一㌦
旦24．2m　　　　互

‾‾＼二二才‾一
0　　　1m

Ll二一‥「＝上＝」

二二／‡〕

0　　　　5cm

ヒ二二」二二」

第83図　第51号士坑6出土遺物実測図

第別号土坑出土遺物観察表（第84図）

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少鼠　廃土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器1点（高台付埠）が覆土中か

ら出土しており，体部外面に墨書が認められるが判

読できない。

所見　時期は，出土土器から9世紀後半と考えられ

る。性格は不明である。

番号 種　 別
器 種 序 径 極 腐 極 径 ま

胎 土 i 色 調
焼成 ！　 手 法 の 特 徴

出土位置 備　 考

131 土師器
杯 ！ 日 1．9）i 長石菊 菜　 巨 ぷい橙 極 適恒 面へラ磨 き

覆土中 5％墨書「［コ」

4　その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期及び性格の判断が困難な溝跡上敷土坑34基，不明遺構1基が確認されている。以下，

検出された遺構などについて記載する。

0）　溝跡

時期及び性格不明の溝1条は調査区中央部の南寄りで検出された。以下，実測図を記載する。

第瑠考溝跡（第84図e付図）

窮糾図　第　号溝跡土層断面図

土層解説

防′　　　　1褐　　色　ローム粒子少鼠焼土粒子0炭化粒子
微量

0　　　　　　1m

」∵L二」

2　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子

微量

（2）士坑（第85086図）

時期及び性格不明の土坑33基はほとんどが調査区中央部で検出され，南東部では検出されていない。以下，

実測図と一覧表を記載する。

竺♂rA24．4m

ll＼l＿＿＿＿＿＿＿ノ：‘：二

第85図　その他の士坑実測図（1）
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表8　土坑一覧表

番

。ケ

位
長径方 向

1】

平 面形
規 模 h m ） 深 さ 底 覆

出　　 土　　 遣　　 物
i

備　　 考

置 （長軸×短軸 ） （cm ） 面 面 士
新 旧関係　 冊］→ 新）

2 B 2 b l i
円形

！
よ 1．3 6×1．29 74 外傾 平坦 人為

i
i
i

！

i

3 B 2 h 5 N －580－W 楕 円形
】

1．00 ×0．90
i
2 1

巨 細
lJ＿ま然 j二調 器

4 B 2 d 7 N －34 。－E 楕 円形 0．53 ×0 ．48 62 川1状 人為

6 B 2 fl － 円形 0．62 ×［0 ．60］ 14 緩斜
！

人為 土 師器 S K 7→ 本跡

′‾7／ B 2 el N ＿20 0＿W 円形
1
0 ．88 ×0 ．76 4 自然 土師 器 本 跡→S K 6

8 B 2 el －

i 印 杉
0 ．96 ×0．87 14 平出 自然 土師器

9 C 2 e8 －
円形 1．12×1．12 6 6 外 傾 土師器 ，灰粕 陶器 本跡 →S D l ・SK 22

10 B 2 fl N －100－W 楕円形

1
1．30×0．9 8 22 ⅡL状 自然 土師器

13 B 2 rh 2 N ＿200－E 楕円形 1．30×1．14 27
i 】

14 B 2 i3 － 円形
i o．9 4×0．90

14 平班 人為
！
i

15 B 2 j4 N ＿360－W 不整 楕円形 0．5 8×0．50 47 外傾 人為 土 師器

16 B 2 j4
－

円形 0．47 ×0．43 42 外傾 平 坦 自然

．17 C 2 a3 －
円形 0．80 ×0．79 16 平粗 自然 土師器，須 恵器

18 C 2 a5 N －4 30－W 楕 円形 0．45 ×0 ．40 23 平班 人為 土 師器，須 恵器

20 B 2 i5 N －10 0－E 楕 円形 0．49 ×0 ．30 4 6 外傾 人為 土師器

21 B l i9 － 円形 0 ．41 ×0 ．38 2 2 外傾

22 C 2 e8 N －32 0－E 惰性 形 0 ．50×0．4 4 3 4 久
平出 人為 S K 9→ 本跡

23 B 2 e9 N 7 70＿W 楕円形 0 ．35×0．2 8 32 外 傾 平二坦 人為 千二師器

2 4 B 2 f9
l
N －350－E

】
楕円形

】
0．55×0．4 2

l
46
i
外 傾
l
Ⅴ字状 人為

l

2 5 B 2 f9 －
円形 0．9 0×0．8 0 32 外 傾 人為

27 B 2 fO N －500－W 楕 円形 1．00 ×0．85 18 平班 自然 i二師器

3 1 C 2 b5 N －6 0－W 不整 楕円形 0．80 ×0．50 28 外傾 人為

32 C 2 b5 －
円形　 － 0．79 ×0．74 22 人為

33 C 2 C6 －

l
［円形］

l
［0．50 ］×0 ．50 15 平 坦 人為 本跡→ SK 34

34 C 2 C6 N －30 0－E 楕 円形 0．98 ×［0 ．85］ 2 1
久

自然 S K 33→ 本跡

35 C 2 C6 － ＝形 0 ．43 ×0 ．40 5 1 外傾 人為

41 B 2 i8 N －15 。－W 楕 円形 0 ．88×0．74 3 1
久
平坦 自然 土師器

4 9 B 2 j8 N －78。－W 楕円形 0 ．59×0．4 5 45 外 傾 Ⅴ字 状 自然

5 1 B 2 e 7 －
円形 0．82×0．7 6 24 外 傾 人為 土師器

53 C 2 a8 N R200－E 楕 円形 0．8 2×0．7 6 70 外 傾 Ⅴ字状 人為

55 C 2 a8 N －130－E 楕 円形 0．8 7×0．76 52 外 傾 Ⅴ字状 ′人為

57 C 2 b8 N －180－E 楕 円形 0．8 2×0．70 59 外 傾 Ⅴ宇状 人為 須 恵器， 陶磁器

59
l

B 2 j9 ！ － ［廿 暢 0．48 ×［0 ．45］ 28 人為

63 B 3 j2 N －2 30＿W 楕 円形 0．44 ×［0 ．36］ 36 外傾 Ⅴ字状 人為

70 C 2 fO N －66 。－E 楕 円形 1．09 ×0 ．93 24 緩斜 平 坦 自然 土 師器，須 恵器

85 C 2 f9 －
円形 0 ．96 ×0 ．89 52 外傾 自然 土 師器，須 恵器

（3）　不明遺構

第頂号不明遺構（第87図）

位置　調査区中央部北側のB3i2区に位置している。

規模と形状　径170cmほどの円形で，確認面からの深さは44cmである。壁は緩やかに外傾しており，底面は平

坦である。

覆土　5層からなる。ロームブロックや焼土粒子を含む人為堆積である。
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土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化物徴呈
2　黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器19点（杯類16，嚢類3），須恵器6点

（杯類3，嚢類3）が出土しているが，ほとんどが砕片であ

り図示できなかった。

所見　覆土の状況から出土した遺物は混入されたものと考

えられる。南北にピットを伴うが，時期及び性格は不明で

ある。

盲目も

『j
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

トIL－－＋－一一一一一一」

第87図　第1号不明遺構実測図

（4）遺構外出土遺物

当遺跡での試掘，表土除去，遺構確認の段階で，遺構に伴わない遺物が出土している。以下，主な遺物につ

いて実測図及び出土遺物観察表を記載する。

＝‾‾l二二　　　　．＿　＿

〒≡≡

第88図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第88図）

／

く二二＞
0

⊆二二二ニー＿i　　」

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　 考

138 土師器 高台付坤こ － （1，4） － 長石・雲母 にぷい赤褐 普通 底部回転へラ切り後高台貼り付け B 2区確認面 5％墨書「□」

136 須恵器 蓋 － 3．1 ［140］長石・石英 褐灰 普通 天井部右回りのヘラ削り C 3 区確認面 30％

140 土師器 鉢 ［19．0］ （2．0） － 長石・石英・赤色粒子 にぷい褐 普通 口辺部外両横ナデ，内面黒色処理 C 2区確認面 5％
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‥∴∴∵「∴∵∵∵∴∴∵二二∵
第4節　ま　　と　　め

今回の調査によって撃当遺跡からほ弥生時代の竪穴住居跡2軋古墳時代の竪穴住居跡㌃軒ヲ奈良ゆ平安時

代の竪穴住居朗q軒　火葬墓1軋土坑2基学時期及び性格不明の活　発　土坑凱軋不明遺構　基が検出さ

れた。また予縄文時代から奈良8平安時代にかけての遺物が出土している。

今回の調査はタ遺跡全体から見ると南鰍瀾分の調査であり，花房遺跡の北部に広がる未調査区に集落の中

心が存在している可能性が高い。

ここでは，遺構の検出数が少ない弥生時代や古墳時代については概略を述べるに留め芦平安時代については

若干の考察を加えて概要を述べる。

1　弥生時代

当遺跡の位置する桂川流域には，弥生時代の遺跡数は下原遺跡が知られている程度で極めて少ない。また，

阿見町全体をみても確認数は少なも遺託遺跡や桜立道机下小池遺跡が知られているだけである。

このような状況でタ当遺跡から弥生時代後期の竪穴住居跡が2軒検出されたことは貴重な資料となり，上稲

書式の広口壷や紡錘車ヲ穂摘果などが出土している。特に第7号住居跡の床面直上から正位で出土した広口

壷は，頚部から底部は欠損していることタ口唇部内商に顕著な摩耗痕があり，土器台に転用されたと想定され，

二次利用を考える上で良好な事例になると思われる。

2　古墳時代

古墳時代の竪穴住居跡は3軒検出されている〇第405号住居跡は5華摘己中葉情墳時代中期）の炉を持つ

住居跡で，調査区北西部に隣接して検出されている。第ユ9号住居跡は6世紀複葉（古墳時代後期）の竃を持つ

住居跡で学　調査区南東部に位置している。

遺物はいずれも調理具の出土は少なく，それぞれの住居跡から碧玉の剥片が出土していることが注目され，

周辺部に玉類の製作工房が存在する可能性があるが，いずれの時期での玉作りかほ明確でない。

今回の調査からタ古墳時代中期から後期まで継続的に集落が営まれていたことをうかがえると同時に，集落

の中心は末調査区域と想定される、
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3　奈良。平安時代

遺跡全体の範囲は広範囲にわたるが，前述したように今回の調査区域は南西部の一部分であり，当該期の竪

穴住居跡の確認数は14軒で，他に火葬墓1基，士坑2基が検出されている。出土遺物が多く，明確に時期が確

認された住居跡のほとんどが9世紀前葉から9世紀複葉であり，当遺跡の中心をなしている。中でも9世紀後

葉の住居跡6軒は，ほぼ北から東へ120以内の軸で構築されており，ほどよい距離を保ちながら調査区中央部

に位置している。

住居跡からほ，土師器や須恵器の他，灰粕陶器，金属製品（刀子，釘）などが出土している。中でも，9世

紀後葉の住居跡からは土師器杯の出土割合が多く，須恵器生産が下火となって土師器の模倣杯が増加する当期

の傾向に符合している。また，他地域との交流を物語る灰粕陶器が27点出土し，内訳は短頸壷1点，水瓶1点，

椀3点，不明23点である。ほとんどが砕片のため産地などの特定に至らないものが多く，井ケ谷78号窯式1点，

黒笹90号窯式1点，篠岡47号窯式2点，二川窯産1点が産地同定できた。しかし，当財団の集成による出土傾

向との整合まではできなかった1）。

（1）棚状施設について

棚状施設とは「竃をもつ竪穴建物の竪穴壁に接して設けられて段差をもつ屋内施設のうち，モノを置くため

のスペースを地山の掘削や構築土の充填の盛土などにより造りだしたもの2）」で，調理具や供膳具類などを収

納する場所と想定されている。

当遺跡からは，竃を付設している壁に砂質粘土を貼った棚状施設を有する住居跡が5軒（第10・11e12・

13e15号住居跡）検出され，住居跡全体の26．3％に相当する。また，竃側の壁に砂質粘土が貼り付けられてい

ることから棚状施設を持つ可能性が想定できる住居跡が2軒（第22，23住居跡）検出され，それらを合わせる

と7軒（36．8％）となる。これらの住居跡にはすべて北竜であるという共通点が兄い出せる。また，確認され

た棚状施設は，竃の両側に砂質粘土を貼り付けたB型3）であり，棚状施設の構築にあたって粘土を充填もしく

は化粧する事例は東京e千葉（下総）・茨城に多い4）。

これらの中で，第11号住居跡の竃左側の棚状施設からは須恵器杯が出土しており，棚状施設の使用状況の一

端を示している。また，第12号住居跡の棚状施設から出土した須恵器鉢は，竃内や床面から出土した遺物と接

合したことから，住居廃絶後に遺棄されたものと判断される。

（2）火葬墓について

当遺跡からは，9世紀後葉の火葬墓が1基検出されている。当火葬墓は調査区南東部に位置する台地縁辺部

の斜面から発見されており，須恵器聾を骨蔵器として，土師器杯を蓋にし，さらに須恵器鉢を被せている。形

態は，士坑を掘り，骨蔵器の周囲には炭化材を充填して埋納している。骨蔵器の中には多量の火葬骨が納入さ

れ，火葬骨全体の重さ1．5kgほどの中に頭骨，顎，歯，大腿骨などが確認されたが，性別や年齢は同定できなか

った。ただしラ　頭骨の縫合部分は，内板の癒着は進んでいないものの外板の癒着が進んでいることなどから，

被葬者の年齢は壮年であった可能性が指摘できる。

本県では火葬墓の出土例が多く，その分布は土浦e石岡を中心とした霞ケ浦周辺地域と水戸市を中心とした

那珂川流域とに大きく二分できる5う。骨蔵器として利用された容器の多くは，日常使用している土器を転用し

て組み合わせる場合が多く，那珂川流域では須恵器の割合が高いが，霞ヶ浦周辺では須恵器と土師器を併用し，

さらには灰粕陶器を用いるなど器種構成に差が認められる6）。また，骨蔵器は異なる器種を蓋をした2点で埋
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納されることが多いが，県南地域では骨蔵器に2点以上の土器で蓋とし，密閉度を高めて埋納する例が多く，

差が認められる。

当遺跡の骨蔵器は，須恵器を用いた3点構成であり，隣接する手接遺跡では土師器嚢を使用した3点構成，

さらに大日遺跡では灰粕陶器を用いた3点構成であり，当遺跡を含め各火葬墓は，霞ヶ浦周辺地域の状況と類

似し，バラエティー豊かな火葬墓といえる。

（3）文字資料ついて

当遺跡からは，墨書が13点，ヘラ書きが1点の計14点の文字資料が出土している。これらは，9世紀中葉の

住居跡から2点出土しているほかすべて9世紀後菓（含第9号・51号士坑）と考えられ，全体の85．7％を占め

ている。9世紀後半に多くの墨書土器が出土する傾向は，県内も含めめて7）全国的にも共通する8）傾向が見

られる。

第12号住居跡は9世紀後葉と考えられ，土師器杯の体部外面に「万歳」，底部外面に「万」と墨書されてお

り，吉祥的な文字が記されている。これは，墨書内容が7世紀以降の文書行政的な表現（人名・地名。役職名

など）から，8－9世紀代の吉祥句的文字への変化傾向9）と符合する。また，9世紀中葉の第6号住居跡出

土の土師器杯には「多寺」と墨書され，同じ住居跡からほかに「多」と墨書された土師器杯も出土し，「多寺」

墨書土器と同一の意味合いをもと考えられ，短絡的ではあるが調査区域外に「多寺」と呼称される寺が存在す

る可能性を示唆している。

表9　文字資料一覧表

番号 釈　 文 種　 別 器　 種 遺物番号
吏

方　 向 遺　 構 時代 備　 考

1 「多 」 土師器 18 体部外面 第6 号住居跡 9世紀中葉 住居廃絶後の投棄

2 「多寺」カ 土師器 19 体部外面 横位 第 6 号住居跡 9世紀中葉 住居廃絶後の投棄

3 「子 」 土師器 50 休部外面 正位 第11号住居跡 9世紀後葉

4 「子 」 土師器 51 休部外面 第11号住居跡 9 世紀後葉

5 「出 」 土師器 59 休部外面 第12号住居跡 9 世紀後葉

6 「万 」 土師器 60 底部外面 － 第12号住居跡 9 世紀後葉

7 「万歳」 土師器 60 休部外面 正位 第12号住居跡 9 世紀後菓

8 「＋ 」 ヘラ書き 須恵器 62 休部外面 － 第12号住居跡 9 世紀後葉 棚上～竃覆土中～覆土下層

9 「ロ 」 土師器 67 体部外面 － 第13号住居跡 9 世紀後葉

10 「万□」 土師器 128 体部外面 正位 第13号住居跡 9 世紀複葉

11 「□ 」 土師器 138 体部外面 － 第13号住居跡 9 世紀後葉

12 「口 」 里二重：
嬰　E∃

土師器 79 休部外面 － 第15号住居跡 9 世紀後葉

13 「□ 」 坐　巨∃ 土師器 137 体部外面 － 第 9 号士坑 9 世紀後半

14 「□ 」 土師器 131 休部外面 － 第51号土坑 9 世紀後半

註

1）奈良・平安時代研究班「茨城県における施粕陶器の検討（1）～（5）」『研究ノート』4－8号　茨城県教育財

団1995～1999年6月

2）桐生直彦「竃をもつ竪穴建物跡にみられる棚状施設の研究」…関東地方の事例を中心に－　2001年4月

桐生氏は，東京・千葉（旧下総地域）・茨城は「粘土多用地域」と呼んでいる。

3）川津法伸「竃の脇に棚をもつ住居について」『研究ノート』第6号　茨城県教育財団1997年6月

4）註2）に同じ

5）吉澤　悟「茨城県における古代火葬墓の地域性一土浦市立博物館保管の骨蔵器の資料紹介及び県内事例の集成か

ら一」『土浦市立博物館紀要』第6号　土浦市立博物館1995年3月

6）註5に同じ

7）奈良・平安時代研究班「茨城県城における文字資料集成1－3」『研究ノート』9～11号　茨城県教育財団

2000年6月～2002年6月

8）高島英之『古代出土文字資料の研究』東京堂出版　2000年9月

9）平川　南『墨書土器の研究』吉川公文館　2000年11月
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第6章　太　田　遺　跡

第1節　遺跡の概要

大日遺跡は，牛久市と接する阿見町南東部の茨城県稲敷郡阿見町大字吉原字馬立1707番地の1ほかに所在し，

桂川支流の左岸の標高15－26mの台地上に位置している。調査面積は4，097I肩で，調査前の現況は畑地及び山林

である。

当遺跡は縄文時代から平安時代までの複合遺跡で，今回の調査によって検出された遺構は，縄文時代の陥し

穴2基，奈良e平安時代の竪穴住居跡16軒，平安時代の火葬墓2基，土坑1基である。その他，時期が特定で

きない方形堅穴遺構2基，溝3条，士坑10基も調査されている。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で13箱分が出土した。主な出土遺物は，縄文土器片，土師器

（杯e高台付杯・高台付皿・婆e小形棄），須恵器（杯・高台付杯・高台付皿・鉢e棄e甑），墨書土器，灰粕

陶器（短頚壷e長頸壷・水瓶），土製品（支脚），石製品（有孔円板），石器（打製石斧e剥片），金属製品（刀

子・鉄・帯金具）などである。

第2節　基　本　層　序

調査区中央部のB2h6区にテストピットを設定し，基本土層の堆積状況の観察を行った。テストピットの地

表面の標高は23．2mで，地表から約1．7mほど掘り下げ，第89図のような堆積状況を確認したが，北側は第1層

から4層にかけて撹乱を受けている。

以下，テストピットの観察から層序を説明する。

第1層　厚さ35cm前後の褐色のソフトローム層で，粘性は普通であるが，しまりは強い。

第2層　第1層よりもやや明るい褐色のソフトローム層である。白色粒子と黒色粒子をそれぞれ微量含み，

厚さは12～34cmで，粘性，しまりともに普通である。

第3層　第2層よりは若干暗い褐色のソフトローム層である。白色粒子e黒色粒子e赤色粒子をそれぞれ微

量含んでいる。堆積状況が一定ではないが，厚さは8－32cmで，粘性は普通であるが，しまりは強い。

第4層　第3層よりほ若干明るい褐色のハードローム

層である。白色粒子・黒色粒子・赤色粒子をそれぞれ微

量含んでいる。堆積状況が一定ではないが，厚さは18～

40cmで，粘性，しまりともに強い。

第5層　第4層よりも若干暗い褐色のハードローム

層である。黒色粒子と赤色粒子をそれぞれ微量含み，厚

さは27～37cmで，粘性，しまりともに強い。

第6層　第5層よりもやや明るい褐色のハードローム

層である。褐鉄粒を少量含んでおり，白色粒子e黒色粒

子も微量含まれている。厚さは4－15cmであり，粘性，

しまりともにかなり強い。 第89図　基本土層図
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第7層　褐鉄粒を中量，黒色粒子を微量含む淡い褐色のハードローム層で，厚さは4～14cmであり，粘性，

しまりともに強い。この層は，粘土ブロックも少量含んでおり，常総粘土層の漸移層と考えられる。

第8層　褐鉄粒を中量，白色粒子e黒色粒子を少量含むにぷい褐色の粘土層である。層厚は末掘のため確認

できなかったが，粘性は極めて強く，しまりも強い。7層よりも粘土の含有量が多く常総粘土層と考えられる。

遺構は，位置により異なり，ほとんどは第1層及び第2層から確認されている。

第3節　遺構　と　遺物

1　縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構は，調査区南東部北側に陥し穴2基確認されたが，出土遺物がないため時期を明確にするこ

とはできなかった。以下，確認された遺構と遺物について記載する。

陥し穴

第瑠号陥し穴（第90図）

位置　調査区南東部のC2bO区に位置している。

規模と形状　長径2．56m，短径0．85mの長楕円形で，深さは1．60mほどである。長径方向はN－160－Wで，長軸

の北部壁はほぼ直立しているが，南部壁の下部はやや外傾し，上部は直立している。また，短径方向の断面形

は，ほぼV字状で，下部は溝状に狭くなり，底面は平坦である。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第90図　第1号陥し穴実測図
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第2号陥』究（第91回）

位置　調査区南東部のC2aO区に位置している。

規模と形状　長径3．＿18111．短径0．69111の長楕廿形で，深さは1．30111ほどである、、長径方向はN－8J－Ⅵ’で，長軸

の壁はオーバーハングして立ち上がっている。また，短径方向の断面形はV字状で∴下部は溝状に狭くなり，

底面は北側へ緩やかに傾斜している。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐　色　ロームブロック少量

5　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土していない

所凰　遺物が出土していないため時期は明確に特定できないが言遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第馴図　第2号陥し穴実測図

表8　陥し穴一覧表

0　　　　　　　2m

』二二二二二七二二二二二∃

番
仁ニ†ム7∫
位　 置 長径方向 平 面形

規模 （m ）

（長径×短径）

深さ
（cm ） 壁面 底面 覆土 出土遺物 備　　 考

1 C 2 bO N ＿160＿W 長楕円形 2．56×0．85 156 外傾 平坦 人為

2 i C 2 aO N ＿8 0＿W 長楕円形 3．18×0．69
巨 36
垂直 平坦 人為

2　奈良◎平安時代の遺構と遺物

奈良。平安時代の遺構は，調査区城の南東部を中心に竪穴住居跡16軒，火葬墓2基，土坑1基が確認された。

以下，確認された遺構と主な遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第瑠考住居跡（第92693図）

位置　調査区南東部のC3f2区に位置し，台地からの緩やかな南東斜面部に立地している。
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規模と形状　耕作による削平を受けており，南東側の床面が露出した状態で検出された。遺存している床や壁

から判断して長軸3・58m，短軸3・06mのやや東西に長い長方形と推定される0主軸方向はN－880－Wであり，

確認された壁高は38cmほどで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　耕作による削平で一部確認できないが，遺存する床はほぼ平坦で，東側から竜付近まで踏み固められてい

る。壁溝は南東コーナーを除いて確認された。

竃　西壁のほぼ中央部に付設されており，焚き口から煙道部までは80cmほどである。袖部は床面と同じ高さの

地山面に砂質粘土で構築されており，袖部幅は105cmほどである0火床部も床面と同じ高さの地山面をそのま

ま利用しており，被熱のため若干赤変している0壁外への掘り込みは40cmほどで，煙道は火床部から外傾して

緩やかに立ち上がっている。

竜土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少呈

3　黒褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
4　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化物微量

5　褐　　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子微量

6　灰褐色　粘土粒千・秒粒多量，焼土ブロック少量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量

8　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少鼠炭化
粒子微量

9　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・
砂粒微量

10　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒子・砂粒微量

ピット1か所検出された。Plは深さ10cmほどで，配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。主柱

穴の配列や位置を考えて床面と遺構の外側を精査したが確認できなかった。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土眉解説

1暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

（勘

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック少葺，焼土ブロック・炭化粒子微量
6　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量

第92図　第1号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片35点（杯類1，慧類34），須恵器片27点（杯類20，嚢類5，蓋2）が出土している。

1・2は北西コーナー付近で，1は逆位で，2はその下から正位で出土している。3は出入り口施設付近の床

面，4は北側壁際のやや東寄りからそれぞれ出土している。4の口縁の一部に油煙が付着している。

所見　耕作による削平が激しく，確認できた覆土もわずかであったが，時期は，出土土器から9世紀前葉と考

えられる。

第93図　第1号住居跡出土遣物実測図
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第1号住居跡出土遺物観察表（第93回）

番号 種　 別
i　 胎 土 i 色 調　　　　 手 法 の 特 徴　　 ‖ 旺 膵

備　 考

1 須恵器
巨 不　 日 中 生2 上 中 畢 灘 は 可　 褐灰　 桓 好廉 廉 へラ切り，休部下端手持ちへラ削りi覆土下層 i98％　 PL36

2 須恵器
杯　 は中 墾 声 項 長石朋 や雲可 相 桓 好層 鵠 ‡認 笠 詔 幅 へラ削り， i覆土下層 i95％　 PL36

3 須恵器
杯 i 13・ユ i 4尋 空 幸 柄 湘 料 十 嘉 「普通磯 路 怒‡認 禁 詔 のヘラ削りつ 床面　 i65％　 PIJ36

4 土師器
椀　 声 バ 3・3 i 4頼 嗣 柚 狛

にぷい樟
普通 i内面へラナデ，底部木葉痕　　　　　　 ㌣ 縮 彗 畿

r〇 須恵器
目 蓋 恒 項 3・ユ「 唇石朋　 r　 灰　 極 適区 井部右鋸 のヘラ削り　 ！覆土下層 ！5。％

6 須恵器
鉢 恒 5・8恒 4・項　　　　　 灰 i　　　　　　　　　　 i 脇

7 土師器
】

小形婆 恒 項 賂6⊥ 」 興 野 準 「 五 重 通 i内面へラナデ，輸積壷 ＝ 「 「 下 請 宕 「 議

第2号健腰跡（第94～96回）

位置　調査区南東部のC3g4区に位置し，台地からの緩やかな南東斜面部に立地している。

重複関係　南東側コーナー付近を第3号住居に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が5．15mはどの方形で，主軸方向はN－150…Eである。壁高は5－射cmで，各壁とも外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。南壁中央部から竃付近にかけて踏み固められておりラ壁藩は竃を中心にして左右に延び

ているが金属はしない。

竃　北壁中央部に付設され芦焚き口から煙道部までほ102cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山南に砂

質粘土で構築されており，袖部幅は98cmほどである。火床部も床面と同じ高さの地山南をそのまま利用してお

りタ被熱のため赤変硬化している。壁外への掘り込みは測cmほどで　煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち

上がっている。

電土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子や砂粒少鼠　ローム粒子0炭化物微量

3　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中鼠　ローム粒子少巌，炭化粒
子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子の炭化凝守∴粘土粒

子・砂粒微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒
子。砂粒微量

6　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少登

7　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量管　ローム粒子の粘土粒
子e砂粒微靂

8　黒　褐　色　焼土ブロック少量

色
色
色
色褐

褐
誓
湧・

．
、

I
Vぶ

暗
暗
赤
に

9

用

1

1

1

2 色褐里
t

31

ロームブロックや粘土粒子e砂粒微量
焼土粒子中量，粘土粒子0砂粒少量

焼土粒子多孔　粘ま二粒子0砂粒中量

焼ヒブロック中鼠　粘土粒子・砂粒少量，ロー
ムブロック微量

ロームブロック・焼土ブロックe粘土粒f一。砂

粒微量

14　灰　褐　色　廃土ブロックを粘土粒子・砂粒少鼠　ローム粒
子微量

15　黒　褐　色　焼土ブロック中量

16　にぷい赤褐色　焼土ブロックe粘土粒子。砂粒中量

ぽッ距　5か所検出された。Pl～P射ま深さ16～56cmでラ　配置から主柱穴と考えられる。P　は深さ灘cmほど

で．出入り口施設に伴うど、ソトと考えられる＿．

尊堂15層からなる。ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積で

ある、、

土層解説

1黒褐色　ロームブロックも焼土ブロック・炭化粒子さ粘土粒子を
砂粒微量

2　黒褐色　粘土粒子0砂粒少量，焼士粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化輩守∴粘土粒子e砂粒
微量

4　黒褐色　ローム粒子e焼土粒子0炭化粒子。粘土粒子・砂粒微量

5　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子0粘土粒子。砂粒微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子の炭化粒子・粘土粒子・砂粒
微逼

7　黒褐色　ローム粒子中鼠　炭化粒子・粘蟻とr e砂粒徽蔓

8　暗褐色　ロームブロック少鼠　焼土粒子の炭化粒子・粘土粒
子・砂粒微量

9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子の粘L粒子。砂粒微巌

ユ0　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子e粘土粒子e砂粒微量

11暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量

12　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子せ砂粒微量

13　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子の砂粒微量

14　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土ブロック微量
15　褐　色　ロームブロック少量

1（‾）8



第94図　第2号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片75点（杯類4，嚢類71），須恵器片106点（杯類56，斐類43，蓋7），土製品7点（支

脚片）の他に，混入したと考えられる縄文土器片3点と灰粕陶器片2点が出土している。8は竃左袖部の外側

から逆位で，9は竃前から正位でそれぞれ出土しており，内面や口縁部に漆の付着が認められる。10～12・16

は南壁付近の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第95図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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